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    １章　平凡な日常のバグは学校にひそむ美少女の幽霊


    



    　メロンが揺れた。


    「ミスター千せん石ごく！　リピート・アフター・ミー！」


    　俺、物もの部のべ高校工学科一年生・千石新あらたの机の前で、メロンが揺れていた。


    　そのメロンは、英語読解リーダーのエリザベス・シャーリー先生の、純白のブラウスの胸あたりのところにあった。ということは、まあ胸なのであろう。


    　たゆん、と重々しげに揺れるそれは振り子のようだ。そういえば、振り子の振動方程式ってやつを物理学の授業で……。


    「ゥルァイットright！」


    　おっと、今は英語の時間だった。教きよう鞭べんを振りながらそう言った先生の発音は、さすがネイティブだけのことはある。


    　シャーリー先生は輝くような金髪を結ゆい上げ、メガネに襟えりのつまったブラウスに黒のロングスカートと、極力肌の露出をおさえた厳格な感じの服装だが、年は結構若い。去年大学を卒業したばかりだって てた（ちなみにイギリスの大学卒業は二十一歳）。つまり日本に来て数か月しかたっていないのに、日本語の発音も完璧である。俺は小学五年生からかれこれ五年も英語をやっていて、まだＲの発音ができないというのに。


    「……ッライト」


    　俺は最大限の巻き舌で発音した。するとシャーリー先生は、やれやれというように教きよう鞭べんで自分の手のひらをポンポンとたたいた。


    「ミスター千せん石ごく、それではＬ、ライトlight（光）ですわ。Ｒの発音は舌を丸めて。リピート・アフター・ミー、ワンスモア！　ゥルァッイトright！」


    　力を込めて発音すると、メロンのような胸が左右に一度、たゆん、と揺れた。ぷるんとかぷるるんなんて、こぢんまりした微振動じゃない。ゆっくりと大きな振幅、たゆん、である。


    　工学科の俺としては、その振動方程式がどうしても気になってしまうが、今はそんな場合じゃない。俺はかれこれＲの発音で、五分も先生の手をわずらわせているのだから。


    「……ッッライット」


    　舌が口から発射されるんじゃないかと思うほど、俺はせいいっぱいの巻き舌で発音した。けれども先生は、残念そうに首を横に振った。


    「努力しようという気持ちはわかります。でも、教師としてこれでＯＫと言うことはできませんわ」


    「すみません」


    「あなたのせいではありませんわ、ミスター千石。わたくしの指導力不足です」
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    　しゅん、としてしまうシャーリー先生。そんな顔をされたら、俺のほうがとまどってしまう。


    　クラスの男子たちも……ここは工学科クラスなので全員男子だが……千せん石ごくが先生を困らせてる、みたいな目で見てくるので、俺はますます焦あせった。


    「あ、いやいやいや！　先生のせいじゃないですから！」


    「それにミスター千石の服装の乱れも、わたくしの指導力不足です。服装はその人物の内面をあらわすもの、逆に服装を正すことで精神も正されるのです。ゆえに、紳士たるもの正しい服装をしなければ」


    　いや、俺の服がヨレヨレでシャツがズボンからはみ出しているのも先生のせいじゃなくて、ロボット工学の勉強で忙しくて服にかまけてるひまがないっていうのもあったし、何より俺自身が服装に気をつかうなんて面倒くさいっていうたちだったし。ときどき注意はされていたが、別に直す気もなかったし、ふだんの生活に支障もないんだが……。だけど、かっちりした服装のシャーリー先生から見ると、許容限度を超えているのかもしれない。


    「と、いうことで！　わたくし指導教官としての責任にかけて、ミスター千石がＲの発音を完璧にマスターできるまで、補習授業をしてさしあげることに決めましたわ！　今日の放課後から残れますか、ミスター千石？」


    「補習っ？」


    　思わず大きな声が出てしまった。自慢じゃないが、俺は今まで居残り系はいっさい食らったことがない。それには深い深ぁーい理由があって、補習を食らうのはちょいとマズい。マズいな、っていうのが俺の顔にもはっきり出ちゃってたんだろう、


    「……無理、ですか？」


    　シャーリー先生は、教きよう鞭べんの先を指でつまみながら、メガネ越しにしょんぼりした上目づかいで俺を見てきた。そんなすまなそうな顔をされると、遠慮しぃの日本人としては、そうです無理ですなんてとても言えない。


    「あ、大丈夫です。オッケーです」


    　つい、そう答えてしまった。するとシャーリー先生は、ぱあっと明るく顔を上げ、


    「よかったですわ！　では放課後、『中央講義室』に来てください。場所はわかりますか？」


    「えっと……中央図書館の？」


    「そのとおりです。それと、オッケーではなく『イエス・マムYes,Ma'am.』ですわよ。リピート？」


    「イエス・マムYes,Ma'am.」


    「グッドGood.（よろしい）」


    　シャーリー先生が満足げにこっくりうなずくと、その胸も、たゆん、とひと揺れした。


    



    　しかし、ＯＫしてはみたものの、困った。俺は放課後、「あいつ」に関する大事な用事があるのだ。


    『やっぱり断りに行こう、そうしよう』


    　休み時間、俺はずーっと悩んだ末に、そう結論づけた。


    　そうそう、俺のクラスについて説明を忘れていた。この私立物もの部のべ高校は、創立者でもある理事長のコンセプトが「ものづくり」ということで、俺がいる工学科のほかにもいろいろな専門の学科が集まっている。総合型専門学校って感じだ。


    　それで、なんで理系の工学科で英語読解リーダーに力を入れてるのかっていうと、これも理事長のコンセプトで「世界に通用する専門家」を育てたいってことだった。


    　理屈はわかるが、放課後の居残りは困るんだ。だって「あいつ」は俺がいないと……。


    『よし、さっさと教官室へ断りに行ってこよう！』


    　俺が席から立ち上がろうとしたとき、


    「せ・ん・ご・く・クーン♪」


    　同じクラスの男子が数人、能天気に人の名を呼びながら近づいてきた。


    「いいなぁ～。シャーリー先生の補習授業、受けたくてもなかなか受けられねー貴重な体験なんだぜ？」


    「俺も補習受けたくてわざと悪い点取ったらあっさり見抜かれて、そういう奴は補習クラスに入れてもらえねーんだ。あこがれてる奴は多いのに、ハードルがめちゃくちゃ高いっていう」


    「ってわけで、千せん石ごくクンいいなぁ～」


    　慣れ慣れしく肩をたたかれたりしたが、誰一人として名前は覚えてない。クラスに話の合う奴がいなかったので、そんな奴らの名前を覚えるよりは、コンデンサーの色分けでも覚えたほうがずっと俺の人生……ロボットづくりの夢の役に立ったからだ。


    「俺に何か？」


    　早く教官室に行きたくて、俺の返事はいつも以上に不愛想だった。


    「何色だった？」


    　そいつらは、何だか知らんが目をキラキラさせて、やぶから棒にそうたずねてきた。


    「コンデンサーの色か？」


    「さすが変人だらけの工学科一の変人と名高い男だな。どこからコンデンサーが出てきたんだ、シャーリー先生のブラだっつーの。あの距離なら透けて見えただろ？」


    「他人の下着の色ぐらいで、何をそんなに盛り上がることがあるんだ」


    「変人通りこして聖人かよ！　むしろ健全な男子高校生が、美人教師の下着の色で盛り上がらずして何で盛り上がるっつーんだよ」


    「コンデンサーの色とか」


    「コンデンサー好きすぎるだろ！」


    「むしろ工学科にいて、コンデンサー以外の何に興味を持つと？」


    　俺はそいつらの言いたいことがさっぱりわからないのだが、そいつらはそいつらでさっぱりわからんみたいな顔で俺を見ているので、つまり俺たちはお互いに全然わかりあえない。だから、この学校の授業はすごく面白いのにクラスは毎日ビミョーに退屈なのだ。


    「だからブラの中身だよ、わからん奴だな。あの巨乳、いいなって思うだろ？」


    「よくはないだろ。空気抵抗を最小にするために最適な形状は流線形なんだし」


    「なんで風洞実験の話をしてるんだ！　思春期の男子の目の前五十センチのところにＦカップ巨乳があって、感想それかよ！」


    　Ｆカップ？　聞きなれない言葉に少し考えて、俺はハッと思いついた。


    「もしかして、自律移動ロボットによるサッカー大会」


    「それはロボカップだっつーの！　おまえの頭の中、ロボットのことしかねーのか！」


    「むしろ工学科にいて、ロボット工学以外の何に……」


    「あーもーいいから！　ロボット専の変態に聞いた俺が悪かった！」


    　怒りっぽい奴らだ。


    「いいか、Ｆカップってのはだな。乳首まわりの乳の一番高いところと、乳のつけねの下のところでそれぞれ胸囲を測って、その差が十センチならＡカップ。以降二・五センチ刻みでＢＣときて、二十二・五センチ差がＦカップってことだっつーの」


    「単純な比例計算だな。式にすると、y=2.5x+10か」


    「式にすんな！　ときめかなくなるだろーが！」


    「むしろ工学科にいて、方程式以外の何にときめくんだ」


    「女子に決まってんだろーがよ！」


    　女子？　それ、どこかときめく要素あるか？　俺には姉がいるけど、別に姉にときめきはしないぞ。そもそも工学科に女子は一人もいないから、俺たちのいる工学科棟にいるかぎり女子に遭遇することもない。ああ、それでつまり数少ない女性であるシャーリー先生に対して、こいつらは「ときめいて」いるというわけか。やっと理解できたぞ。


    「……あれっ？」


    　ふと、俺の脳裏に何か数字がひっかかった。


    「その計算でいけば、シャーリー先生はＩカップのはずだが」


    「な、なんでＩってわかるんだよ。まさか、さわったことあるのかっ？　それとも下着を盗んでサイズをチェックしたとか？」


    「そういえば最近、他の専門科で女子の体操服がよくなくなるって噂うわさだが、まさかテメーが盗んだとか……？」


    「えっ、そんな事があったのか？　盗難事件ってことか？」


    「まあ『盗んだ』は冗談だ。俺も学食で小耳にはさんだだけだが、単なる紛失か友達の嫌がらせじゃないか、みたいに言ってたな」


    　嫌がらせ、か……それはそれで穏やかじゃないな。「あいつ」は大丈夫だろうか。


    　とりあえず、泥棒や変質者扱いは不本意である。俺は冷静に説明した。


    「下着サイズなんか見なくても、振動方程式を利用すれば、かんたんに計算で出るだろ」


    「し、振動方程式？」


    「二足歩行ロボットの設計実習のとき、振り子の周期の振動方程式を習っただろ。シャーリー先生の胸がひと揺れする周期は〇・九秒だった。もしＦカップなら、周期は〇・八秒のはずだ」


    　当然のように俺はそう言ったんだが、そいつらは目をぐるぐるさせていた。


    「よ、よくわからんが、そうなの？」


    「Ｉカップだったのか！　有意義な情報をありがとう！」


    「Ｉカップ……未知の領域だ……」


    「振動方程式すげーな……俺も物理の勉強、本気出そうかな」


    　みんなすごく喜んでいる。何がそんなにうれしいのかわからないが、振動方程式が役に立ったようで何よりだ。


    　とある理由から、俺は二足歩行ロボットをどうしても作らねばならない。二足歩行ロボットのバランスをとるためのプログラム作りに、振動方程式は必要不可欠なのだ。


    『あいつも、ロボットが完成したらこんなふうに喜んでくれるかな……』


    　と、俺は「そいつ」のことをふと思いだして、ハッと立ち上がった。


    「そうだ！　補習を断りに行くんだった！」


    　完璧に忘れていた。教室の時計を見ると、休み時間はもう三分しかない。


    　俺は大あわてで教室を飛びだした。


    



    　物もの部のべ高校の敷地は広い。ひとつの学校の中にいろいろな専門科があるもんだから、全校生徒五千人と、そこそこの大学ぐらいの規模がある。だから校舎も専門科ごとの棟に分かれていて、お互いに行き来しにくいので、ほかの専門科に誰がいるのかほとんど知らない。


    　敷地の中には、俺たち工学科の機械工作室や風洞実験施設のほかにも、園芸科の圃ほ場じようや温室、家政科の調理施設、理学科の電子顕微鏡施設や天体望遠鏡ドーム、いろいろな施設もあるので、ほんとに広い。敷地面積は一平方キロぐらいあるそうだ。


    　教官棟は正面玄関のすぐ前にある。そこへ行くには、家政科棟の建物を迂う回かいしなければならないが、かなり遠回りになってしまう。


    『ええい、突っ切ってしまえ！』


    　俺の姉も家政科に通っているから、もし誰かに見とがめられても「姉に用事がある」と言いわけできる。俺は周囲をうかがいつつ、家政科棟の開いていた裏口へ走りこもうとした。


    　そのとき、俺の視界に一瞬、きらりと金色の何かが光った。


    『何だ？』


    　反射的に視線がそちらを追った。


    　それは女の子だった。中央図書館から正門へのびる大通りとは逆方向……つまり、敷地の端っこのほうのヒマラヤ杉の林の中に、彼女はいた。何かを探しているかのように、きょろきょろしている。きょろりと頭を動かすたびに、金色の長い髪が、電気回路の配線に使うエナメル線よりも鋭くきらきらと光を反射する。


    　彼女は隠れるように木の陰にいたからよく見えなかったが、身長はかなり低くて、百四十センチもなさそうだ。小学生ぐらいに見えるのだが、なんで小学生が高校の敷地内にいるんだ？　しかも、よく見えないが白い着物を着ているように見える。


    『なんで学校で着物を着てるんだ？　なんだか幽霊っぽくないか？』


    　思わず足を見たが、下草がひざぐらいの高さまで生はえているので確認できない。何より幽霊なんていう非科学的なものを一瞬でも信じかけてしまうなんて、理系の恥だ。


    『あの娘こは何なんだ？　なんであんな小さい娘こが、ここにいるんだ？』


    　まるで、プログラムの中にひそんだバグのような「間違い探し」だ。そして俺は工学科という専門柄、バグを見つけると気になってしかたがない性格である。なので、本人に問いただそうと思って、俺は彼女のほうへ近づこうとした。


    　しかし、彼女はスッとヒマラヤ杉の陰に隠れてしまった。


    「あっ、ちょっと待て！」


    　俺は小走りにヒマラヤ杉に駆け寄った。
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    　ところが、である。幹の裏をのぞきこんでも、彼女はどこにもいないのだ。あたりはヒマラヤ杉が生えているだけで、隠れるような場所などないのに。


    『まさか……本当に幽霊？　ありえない、そんな非科学的なこと！　何かトリックがあるはずだ、俺が気づいてないバグがあるはずだ！』


    　むきになって彼女を捜そうかと思った。だが、教官室へ行く用事もあるのだ。補習を食らったら「あいつ」を家まで送ってやれない、俺がいなきゃ「あいつ」が困る……。


    　あの女の子のことがすごく気になってはいたけれど、その気持ちを振り切って家政科棟に入ったのだった。


    



    　今ので少し時間をとってしまって、休み時間はほんとに残りわずかになっていた。


    『急がなくっちゃ……！』


    　さいわい、家政科棟の廊下には誰もいない。授業開始時間が近いので、みんな教室に戻っているんだろう。俺は、まっすぐな廊下をひたすら走った。


    　ほかの専門科の建物に入っちゃいけないという規則は別にないんだが、工学科が男子ばかりであるのと同様、家政科は女子ばかりなのだ。受験資格は男女ともあるんだが、定員を男女別々には決めていないので、志望者の関係上、かたよりのある専門科も出てくるってわけだ。そういうわけで、男である俺は気持ち的に家政科の建物に入りにくい。特にさっき女子の体操服がなくなってると聞いたばかりだし、あまり李り下かに冠を正したくない気分である。


    　しかしどうやら俺は誰にも見つかることなく、無事に家政科棟を突っきれそうである。もうすぐ出口、というとき、俺の左手に階段が見えた。そして、


    「きゃっ、男子っ？」


    　短い声が聞こえてきた。反射的にそちらを向くと、階段の上からさくらんぼのパンツが落ちてきた。


    　いや、パンツだけではない。パンツの中身の女子と、彼女が持っていた大量の本もいっしょだ。階段を踏みはずして体が浮き、風圧でスカートがめくれ上がり、丸見えのさくらんぼパンツのお尻しりが俺のほうへ落下してきているのだ、と俺は瞬時に状況を判断した。


    「きゃー！」


    　ハイソプラノの甲かん高だかい彼女の悲鳴に重なるように、


    「きゃあああー聖せい歌かっ！」


    　もう一人、ちょっと低めのメゾソプラノの悲鳴が聞こえた。ということは、このさくらんぼパンツの中身の人は、聖歌というのか。


    　ちなみに俺はロボットにサッカーをさせるのは得意だが、自分自身はあまりスポーツが好きじゃない。苦手なんじゃなくて、くれぐれも苦手なんじゃなくて、ロボット工学のほうが面白いから鍛きたえてないだけだ。


    　でも動体視力には自信がある。さっきシャーリー先生の胸が揺れる周期を測っていたのもそうだけど、いつも歯車の回転数や調速機の振動数を見ながら細かく調整してるからだ。ちなみに短い時間を体感的に測るのは、じつはよくある「三十秒を頭の中で数えてみよう」なんかよりもずっとかんたんだ。小学校のころ、天体観測館の「流星群を観察しよう！」のイベントに行ったことがある。とある目的のために流れ星に願いをかけに行ったんだがそれは置いといて、頭の中でできるだけ早く「１２３４５っ！」と数えればだいたい一秒だから、それで〇・二秒という短い時間を目視で測れるって教えられた。そして延々と、流れ星の流れた時刻や方角や光った時間などを記録させられたのだった。


    　つまりシャーリー先生の胸が一往復揺れたときに「４」なら〇・八秒だが、「４」より少し余って「５」には足りなかったから、〇・九秒だってわかったんだ。


    　おっと、閑かん話わ休きゆう題だいしてる場合じゃない。そもそも今の俺の状況は、まったくもって暇じゃない。人は危機的状況におちいると、脳内にアドレナリン・ホルモンが放出されることで、ものすごい瞬発力を出せるようになる。それは脳の働きも活性化するので、ものすごい勢いで脳が思考をめぐらせ、相対的にまわりの時間がゆっくり流れるように感じるのだ。つまり、「きゃー」からここまで、実際には〇・五秒ぐらいしか経過していない。


    　そして俺の動体視力は確実に彼女をとらえて、落ちてくる彼女を確実に腕の中にキャッチしたのだが、残念ながら俺の筋力は俺自身が考えているスペックには足りなかったようだ。平たく言うと、俺は彼女を支えきれずに、彼女を抱いたまま仰向けにぶっ倒れた。


    　ごん、と後頭部から重い音がした。床はリノリウム張りだったから、コンクリ床みたいにゴチーンとは来なかったが、それでも痛い。目の前が真っ暗だ。俺は死んだかもしれない。


    　すはー。


    　いや、真っ暗だが、俺は息をしている。酸素がおいしい。すーはー。すはすはすはー。


    「きゃああああーっ！　ごっ、ごめんなさぁーい！」


    　悲鳴とともに、俺の視界に光が戻った。最初に俺が見たこの世の風景は、ドアップのさくらんぼだった。さくらんぼは遠ざかり、真っ赤な顔の女子がこぼれ落ちそうな涙目で、頭を抱かかえているのが見えた。


    「だ、大丈夫ですか？　ごめんなさい、わたし、お尻しりで下敷きにしちゃって……」


    　真っ暗だったのは、俺の顔の上にさくらんぼパンツに包まれたお尻が乗っかっていたからか。そのさくらんぼパンツの中身は、小柄できゃしゃで、長い黒髪の女の子だった。


    　俺の上に乗っかった体重もすごく軽くて、どうやらそのおかげで俺は死なずにすんだらしい。


    　あまりにも心配しているから、安心させようと思って俺は上体を起こす。女子は俺の顔の上から体をずらして、俺の股またの上に座っていたから、それ以上体を起こせない。


    「大丈夫だからそこどいてくれ、立てない」


    「かっ、重ねてごめんなさいっ……」


    　彼女があわててどこうとする前に、背後からさっきのメゾソプラノの声の主が金切り声をあげて飛んできた。彼女とは対照的に、おてんばそうな感じの女子だ。


    「げげっ、男子っ？　聖せい歌かに何やってんのっ、この変態ー！」


    　それは明るめの色の髪をポニーテールにまとめた、きっぷのよさそうな女子だった。両手に持っていた本を投げ出して階段を三段飛ばしで駆けおりると（危ないぞ）、俺からひったくるように聖歌とかいう女子を自分のほうへ抱きよせた。聖歌とやらは困り気味に、


    「蛍けい子こちゃんったら、いつも注意してるけど口が悪すぎです！　それにこの人はわたしを助けてくれたんですから……」


    「助けたと見せかけてるだけ、聖歌は世間知らずだからだまされてんの！　あんなエロい体勢で立つとか立てないとか、エッチエッチ変態のドエーッチ！」


    　確かに口が悪い。そして何を言っとるんだ、こいつは。俺は冷静に意見を述べた。


    「体の重心移動ができない場所に乗られたら、ふつう立てないと思うが？」


    「ほえっ？」


    　俺の主張に、蛍子とか呼ばれたそいつはすっとんきょうな声をあげた。


    「た、立てないって、そっち？」


    「俺の知っている範囲の日本語では、どっちもそっちもそれしかないが」


    「はわわわわ～！」


    　蛍子は顔から火を吹くほど真っ赤になった。聖歌が、きょとんとしてその顔をのぞきこむ。


    「どうしたんですか、蛍子ちゃん？」


    「わ、忘れて！　今の忘れて！　だって家政科は男子がいないから、独学で男子のこと勉強するしかないから、いろいろとその、とにかく忘れて、いっそ殺して～！」


    　蛍子は真っ赤な顔を押さえて、階段にへたりこんだ。何をそんなに恥ずかしがっているのか知らないが、散らばった本を片づけないとだめだろう。俺が黙って本を拾いはじめると、


    「あっ、すみません！　わたしがします！」


    　聖歌が恐縮しまくって俺に言った。


    「いや、手伝ったほうが早いし、おまえの友達は何か知らんが再起不能状態になってるし」


    「は、はい……ありがとうございます」


    　恥ずかしそうに、でもとても素直に聖歌は俺に礼を言った。ぺこんと頭を下げると、長い黒髪がふわっと揺れて、髪に飾った長いリボンが妖精の羽みたいにひらっと……って、ロボット工学に身を捧げた鉄と電子の世界の住人である俺の頭のどこから、妖精の羽なんてメルヘンな単語が飛びだしてきたんだ？　自分で自分にびっくりして、それ以上聖歌を見るのがどうもきつくて、俺は逃げるように顔をそらしながら、ひたすら本を拾った。


    　本は、どれも英語で書かれた物語の本だった。表紙を見ると、シンデレラとか白雪姫とか、童話っぽいイラストが描かれている。


    『これ、先週シャーリー先生の宿題で出たやつだ……家で読んできて、あらすじを発表しなさいってやつ。なんでこいつらが持ってるんだ？』


    　俺が頭の中であれこれ考えながらそれを見ていると、


    「あっ、この本ですか？　シャーリー先生の宿題で、英語教官室へ返すんです」


    　俺の疑問を言葉にする前に、聖せい歌かが答えた。なるほど、シャーリー先生は家政科の授業も受け持っていて、今週はこっちに宿題を出したんだな。っていうか、もしかして声に出してたっけ……と俺はとまどって聖歌に目を向けた。


    「いえ、あの、本の表紙をじっと見てたから……」


    　また俺の疑問の答えを先取りされた。ほよよんとしてるけど、たぶん彼女はものすごく周囲に気をくばるタイプで、ちょっとした相手の表情やしぐさから次の行動を読みとる、ひらたく言うと「すごく気がきく」タイプなんだろう。打てばひびくような会話に心地ここちよさを感じた。


    「あの、聖歌って、聖歌なに？　それともなに聖歌？」


    　自分の意思と無関係に、声が出た。聖歌は、不思議そうに首をかしげた。


    「なに聖歌、って？　何のことでしょう？」


    「えっと、だから名字と名前っていうか……」


    　なぜそんなものを聞く必要があるのか、俺のを教える必要があるのか、そのときの俺は混乱していてよくわからなかった。そして聖歌は、すごく困った顔をした。


    「え、『聖歌』が名前なんですけど……名字は、あの……」


    　その瞬間、俺は一気に冷静になった。


    「あっ、いやいやいや！　個人情報保護法とかあるもんな、悪い、変なこと聞いた！」


    「あ、ううん。ちがうんです、読みにくい名字だからその……」


    　聖歌はもじもじしながら、上目づかいに俺を見つめた。


    「アジム」


    「サッカーの元日本代表監督がオシムさんだから……まさか、ユーゴスラビア人？　どこからどう見ても日本人なんだが……」


    「日本人です。安あん心しん院いんって書いて、あじむって読むんです」


    「え？」


    　俺は頭の中で「安心院」の漢字を思い描いてみた。安はわかる、心もまあわかる。だが、院のどこに「む」成分があるというんだ？


    「わかりにくい名字でごめんなさい～！」


    「いや、別に謝ることじゃ……俺の名字の『千せん石ごく』も珍しめだと思うし。それに、おかげで小鳥遊たかなしや月見里やまなしに続いて読める名字のレパートリーが増えたよ」


    　でも、本人があまり気に入ってないんなら、名字じゃなくて名前で呼ぶべきかな。そもそも、ほぼ初対面の女子を名前の呼び捨てできるほど俺はコミュ力は高くない。


    「あの、それで……名前は？」


    　ふと、彼女が俺にそうたずねてきた。


    「え、だから千せん石ごく」


    「じゃなくて、下の名前です。その……フルネーム、知りたくて……ご迷惑ならいいですけど……」


    　彼女が俺のフルネームを知りたいっていうのは、俺が彼女のフルネームを知りたいのと同じ理由なんだろうか？　いや、俺がどうして彼女のフルネームを知りたかったのか自分でわからないからアレなんだが、わからないのに、なぜかみぞおちのあたりがくすぐったいような気持ちになる。


    「あ、新あらた！　千石新！」


    　思わず一瞬言葉につまるほど、俺は焦あせって答えた。すると彼女は、確かめるように小さくうなずくと、にこっと恥ずかしそうに笑った。


    「かっこいい名前、ですね」


    「そ、そうかな」


    　そんなこと言われたのは初めてだ。小学校のときとかは「新しい、だからアラタじゃなくてアタラじゃないのか」とさんざん間違い直しされてて、正直うんざりしていた。


    「あ……でも、名前で呼ぶのは恥ずかしいので、千石くんって呼びます」


    　俺も同じことを思ってた！　なので、今後は安あ心じ院むって呼ぼう。


    　……と、そこまで考えて、ふと俺はすごくさっき（時間的には一分ぐらいしかたってないはずだが、俺の体内時計的にはものすごくさっき）の安心院の「英語教官室へ本を返しにいく」という言葉を、ふと思い出した。


    「そうだ、シャーリー先生のところへ返しにいくって言ってたよな？」


    「はい」


    「俺も先生のところに用事があるから、運ぶの手伝ってやるよ」


    「えっそんな、いいです、わたしたちの仕事だし」


    　安心院は恐縮しまくって、首を横に振った。俺だってふだんならそこまでおせっかいはしないけど、安心院のことがなぜか気になったし、何よりまたどこかから落っこちでもされたら困る。背中でも打ったら、取りかえしのつかないことに……。


    「どうかしたんですか、千石くん？　顔色が悪いですよ？」


    　安心院が心配そうにたずねてきて、俺はハッとわれにかえった。観察眼が鋭いのも考えものだ、心の中がつつぬけになってしまう。


    「べ、別にどうもしない、大丈夫」


    「はっ！　わたしがお尻しりで押しつぶしたせいで、どこか痛くしたんじゃ……」


    「だから大丈夫だって。それより、さっさとシャーリー先生のところに運ばないと」


    　俺は安あ心じ院むの澄みきった目から逃げるように、本を顔よりも高くまとめて持ち上げた。俺が追及されたくなさそうなのを安心院も感じ取ったのか、


    「はい、そうですね」


    　と、すんなり引きさがって本をまとめはじめた。


    「千せん石ごくくんもシャーリー先生に授業持ってもらってるんですね」


    「え？　ああ、先生に用事があるって言ったから？」


    「シャーリー先生、いいですよね。わたし、おかげで英語が大好きになったし、発音もすごくよくなったんです」


    　安心院はニコニコしながら俺に語った。発音、という単語に俺の胸はチクリとする。


    「で……でも、ペーパーテストとリスニングができてれば、発音ってあまりいらなくない？」


    　自分へのエクスキューズに同意が欲しくて、ついつい安心院にそんなことを聞いてしまった。すると安心院は、当たり前のように首を横に振って、


    「そんなことないですよ。だって、ネイティブの人が東大の受験問題を解いても、合格点取れないんですって。日本の英語教育はガラパゴスで、文法とかばっかりやってて、いざ世界に出ると会話が通じないって。それって、日本人がどんなにすぐれた文化やすぐれたものづくりをしても、海外の人に伝わらないってことなので、もったいないです」


    　さくらんぼパンツ丸出しで落っこちてきた女の子と同一人物とは思えない、芯のしっかりした口調で安心院は語った。


    「わたしが家政科に来たのは、ウエディングドレスの仕立て職人になって、幸せなお嫁さんをいっぱいいっぱい祝福するお手伝いをしたいからなんです。子供のころ、親戚の結婚式におよばれして、花嫁さんがほんとにきれいだったから、そのころからの夢なんです。おしゃれな服を着るとその日一日ハッピーな気分で、いつもの自分と一味違った自分になったみたいな気がしません？」


    「いや……俺は服装とか、あまりこだわらないからよくわからんが」


    「あ、男子ってそうなんですか……。女の子の気分は服にすごく影響されるんです。コーディネートに失敗した日はテンションが下がっちゃうし……だからすてきなウエディングドレスは、シンデレラの魔法みたいに、お嫁さんを最高のお姫様にしてくれるんです。でもドレスは欧米が本場だから、欧米のデザインを勉強するには英語の本を読めないといけないし、海外でのコンテストに出すなら英語でプレゼンできないといけないし、欧米のデザイナーにいろんなことを教えてもらったり……だからシャーリー先生の英語はわたしの夢を支えてくれるんだなって、がんばって勉強してるんです」


    　落ちた。


    　安心院は階段から落ちたが、俺は目からウロコが落ちた。


    　大学はペーパーテストとリスニングでだいたい通る、英文科なら英語で面接があるかもしれないが理系ならまずないだろう。だからＲの発音ごときで補習なんて、と思っていたのだ。


    　だけど、俺は大学の工学部に合格した後のことまで考えてなかった。日本のロボット産業は世界でもトップクラスだが、トップ中のトップは、ＮＡＳＡとかマサチューセッツ工科大学とかアメリカの組織だ。お掃除ロボットを発明したのもアメリカの会社だし、ＮＡＳＡでは女性型ロボット宇宙飛行士「ヴァルキリー」を開発、数十体が火星に送られて火星開拓を始める計画らしい。


    　つまりＲの発音ができなければヴァルキリーのリの字が発音できないっていうか、そういう世界トップクラスの技術者から学ぶことができない。ペーパーテストで大学に合格はしても、それだけじゃ俺が求めるロボットを作るレベルに到達することはできないってわけだ。


    　補習を、受けねば。


    「ありがとう」


    「え、何が？」


    　唐突に礼を言われれば驚くのは当然で、安あ心じ院むは大きな目をぱちくりしていた。俺も、説明するのは気恥ずかしかったので黙っていた。


    「いや、何でも……やっぱりシャーリー先生のところに行く用事はなくなった、ってこと。でも本を運ぶのは手伝うけどな」


    　きょとんとしている安心院に、俺はそう答えた。


    　そういえば、ずっと安心院に気をとられて忘れていたが、本を運んでいた奴はもう一人いなかったか？　目を向けると、まだ階段のところで頭から湯気を出して座りこんでいた。


    「もう、何なのあたし……絶対耳年増の欲求不満って思われた、死にたい……」


    　まだ死ぬとか何とか言っている。ここまでずっと俺と安心院が話していたこととか、完全に聞いてなかったっぽい。


    「おい、行くぞ」


    　俺が声をかけても、聞こえてないみたいだ。


    「け、蛍けい子こちゃん、大丈夫ですか？」


    　安心院も心配そうに声をかけ、返事がないのでそっちに近づこうとした。


    　だが、安心院より先に階段を下りてきた女子が、蛍子のポニテ頭をわしゃわしゃっとかき乱した。背の高い、長い黒髪の上級生だ……そして、俺は彼女を知っている。


    「くぉ～ら一年生、何やってんの！　安心院さんも火ひ村むらさんも、もう授業始まってるわよ？」


    「もっへーっ！　滝たき川がわ先輩！」


    　蛍子が頭を押さえ、ハトが豆鉄砲を食らったような顔で彼女を見上げた。どうでもいいがこいつの感嘆詞は、いちいち何だかおかしい気がする。


    　そう、彼女は二年生の滝川七なな緖お。なぜ知ってるのかというと、俺の姉の幼稚園のころからの親友だからである。そして、


    『あっ、安あ心じ院むは一年生なんだ』


    　今さらではあるが、上級生じゃなかったことに、なぜかホッとした。ついでに蛍けい子この名字は火ひ村むらっていうのか。引き続き女子を下の名前で呼ぶのは抵抗があるので、今後は火村と呼ばせていただこう。そして七なな緖おの言葉で気づいたが、授業とっくに始まってるんじゃないか！


    　考えてみれば当然だ、残り三分の状態でダッシュして、ここですったもんだしてるうちに、どれぐらい時間がたってたのか？　七緖は（俺も幼稚園のころからの知り合いだから、こいつのことは下の名前で呼ぶことになんら抵抗を感じない）、俺のほうを見ると切れ長の目を大げさにまるくした。


    「霧きり絵えの弟！　どうして家政科棟にいるのよ、わたしを信用できないとでも？」


    　どうしてこいつは、いつまでも俺の固有名詞を覚えないのだろう。ちなみに霧絵というのが、俺の姉の名前だ。


    「いや、別に……」


    「いちいち見張りに来なくても、わたしと霧絵の関係はあくまでも純粋同性交友なんですからねっ！　後ろめたいことなんて、ほんのちょっぴりしかしてないんですからね！」


    　ほんのちょっぴりは、してるのかよ！　これはもう少し目を光らせておいたほうがよさそうだ。


    　俺が七緖に[image: ]しかられてると思ったのか、安心院がフォローを入れてきた。


    「ちがうんです、滝たき川がわ先輩。千せん石ごくくんはわたしが階段から落ちたところを助けてくれて、本を英語教官室に運ぶのを手伝ってくれるって……」


    「本？」


    「それなら、これを使う？」


    　廊下の後ろから、コロコロ、と車輪の軽い音が聞こえた。車くるま椅い子すに乗っているその少女はほかでもない俺の姉、千石霧絵だ。長い髪が車椅子の背もたれに挟まれて痛くないよう、サイドのところで三つ編みにしている。ひざの上にスポーツバッグが乗っているから、体育の授業だったんだろう。


    「霧絵～！　今日エレベーターの点検だって忘れててごめん！　クラスにいないなって思ってエレベーターまで行ったら、今点検中だってあったから……！」


    「ううん、わたしも忘れてたから。あれ、どうしてあらたんがここにいるの？」


    　姉はおっとりした口調で俺にたずねた。っていうか、


    「その呼び方やめろっていつも言ってるだろ！」


    　すると火村が、


    「ぷーっ、あらたん！　どこぞのゆるキャラにいそうな名前なんですけど！」


    　と、小さな声で吹きだした。続いて安心院がものすごく焦あせってひそひそと、


    「蛍子ちゃん、人の大事な名前をからかっちゃだめです！」


    　と、いさめる声が聞こえる。安あ心じ院むはいい奴だ、そして火ひ村むらは絶対許さない。


    「あーっ、今朝お姉ちゃんが直してあげたのに、またシャツがズボンからはみ出てるじゃない～。今日は体育があるから心配だなあって思ってたけど、やっぱり！　シャツのボタンとボタン穴は段違いだし、どうしてこうなっちゃうの？」


    　また姉のおせっかいが始まった。やれやれ、これが始まると長いんだ。


    「別に裸じゃなきゃ服なんてどうでもいいだろ、休み時間のあいだに読みたい本があったから急いでたんだよ。できないんじゃなくて、やらないの」


    「もー、『あえて』だったらなお悪いわよ～！」


    「あ、そうか。千せん石ごくも珍しい名字だと思ったけど、千石先輩の弟さんだったんですね」


    　俺たちのやりとりを見ていた安心院が、ポンと手をたたいて言った。無邪気に何気なく言ったはずのその言葉が、なぜだろう、俺の胸に妙にささった。七なな緖おに「霧きり絵えの弟」って呼ばれるのは平気だが、安心院に「千石先輩の弟」って呼ばれるのは何だろう、ちくちくする。


    「霧絵の弟の服装が崩壊してるのなんて今に始まったこっちゃないでしょ、放っときなさいよ。おしゃべりはそれぐらいにして、早く教室に行かないと」


    　七緖が姉に声をかけた。そうだ、エレベーターが壊れてるって言ってたっけ。


    「俺がおんぶしようか？」


    　そう、俺が補習を受けるのを断ろうと思った理由、「あいつ」というのはこの姉のことだ。バスや電車の駅はバリアフリーになってきてるとはいえ、こんなふうにエレベーターが壊れたり、不測の事態ってものは必ずある。それで、毎日姉といっしょに登下校しているのだ。


    　だから、補習クラスで残されて姉といっしょに帰れなくなるのは困る。俺が困るんじゃなくて、姉がきっと困るだろう。なぜって姉は人一倍遠慮がちな性格だから、他人に迷惑をかけるのは恐縮してしまうだろうからだ。


    　ところが俺をさえぎるようにして、いきなり七緖が姉をお姫様抱っこした。


    「必要なし、霧絵にはわたしだけいればいいの！」


    　それを見て、火村が思わず目を点にした。


    「ほげげっ、すごい！　千石先輩はたしかに軽そうだけど、まさかのお姫様抱っこ！」


    「な、七緖っ……おんぶでいい、わたし重いでしょ……最近また太ったし……」


    　七緖の腕の中で、姉が消え入りそうな声で言った。


    　そう、姉はいつも自分の重さを気にする。ふつうの女子ならダイエットとか美容とか自分のためだが、姉はちがう。


    　姉の登下校につきそうのは俺だけじゃない。同じマンションに住んでいて幼なじみでもある七緖が、毎朝迎えに来て、毎日いっしょに帰る。登下校はバリアフリーで行けるルートを通っているけれど、たとえばショッピングモールなどに買い物に行ってうっかり車くるま椅い子すで行きにくい段差などに遭遇したとき、姉を抱かかえるのは七緖の役目だ（俺は車椅子を運ぶ係だ……車くるま椅い子すより姉のほうが重いので、俺が姉を運ぶと言うのだが七なな緖おは譲ってくれない）。


    　だから姉は、自分を抱かかえる七緖のため太らないよう、いつも食べたいものもろくに食べず、甘いものが大好きなのに絶対食べない。


    　だが、申し訳なさそうな姉に、七緖はぱちんとウインクして見せた。


    「なーに言ってんの、ちょっとぐらい肉がないと、抱いたときに骨がささって痛くて逆に抱きにくいっての」


    「で、でも……」


    「霧きり絵えは今の抱き心地ごこちがベストなんだから！　とくにこの癒いやしのおっぱい、一センチでもしぼませたら怒るからね？」


    　たしかに姉は、体は細いのに胸の肉はなかなか落ちないので、七緖や俺に申し訳ないといつも言っている。俺だって別に気にしてないから、もっとのびのび好きなものを食べたりしてほしいんだが。


    「ってことで一年生、車椅子に本を載せて持ってっていいわよ。休み時間、三年三組の教室に返しにきてくれればいいから」


    　七緖が言った。その提案に、安あ心じ院むはちょっとためらう。


    「でも、千せん石ごくくんがせっかく手伝ってくれるって言ってますし、断るのは悪いと……」


    「霧絵の弟だって授業あるでしょ？」


    「そうよ、手伝ってもらうほうが悪いわよ」


    　火ひ村むらは何となく俺を警戒してるふうだ。これは、あまり深入りしないほうがいい感じだ。


    「じゃあ、大丈夫そうだから俺はここで……」


    「シャーリー先生の用事、ほんとにいいんですか？」


    　引き留めるような感じで、安心院が確認してきた。そういえば、補習を受けることにしたからシャーリー先生にはもう用事はなくなったが、逆に姉に用事ができたんだった。


    「姉ちゃん、俺今日の放課後、ちょっと用があって……」


    　補習に行く、と言うと心配させるかなと思って俺はちょっとごまかした。姉のことだから、「わたしの登下校につきあわせたせいで勉強する時間が減っちゃったから！」と自分を責めるにちがいないので。


    「用？　あらたんが放課後残るなんて珍しいわね、授業の課題か何か？」


    「だから、その呼び方はやめんか！　とにかく、放課後いっしょに帰れないとしたら、姉ちゃんのほうはそれで大丈夫かなって。人手が足りなくなると、困ったりしないか？」


    「『姉ちゃん』！　かわいい！　男子って『姉貴』とか呼ぶんじゃないんだ～、かわいい！」


    「け、蛍けい子こちゃん……」


    　そんなに男子が珍しいのか、火村は反応しすぎというか多感すぎだろう。安心院がめちゃくちゃ困ってるじゃないか、ふだんからフォローに困ってるんだろうなあ。


    「あ、うん。それはもちろん……」


    　姉が答えかけるのをさえぎって、七なな緖おが光の速さで答えた。


    「もちろん大丈夫よ！　むしろこの幼稚園からの幼なじみで霧きり絵えのことなら何から何までご存じのわたし一人で大丈夫だから、お邪魔虫……げふんげふん、霧絵の弟は一人で学校に行ってくれてＯＫよ、って今まで再三、言ってたでしょ？」


    　たしかに再三、七緖にはそう言われていた。今だって、ずっと姉をお姫様抱っこしているのに、七緖の腕は軽いウサギでも抱いているかのように、全然プルプルしていない。


    　しかし家まではバリアフリーとはいえ電車とバスを乗りつぐので心配だし、七緖が熱心であればあるほど何かビミョーな不安が胸にうずまいたりもして、再三そう言われて邪魔者ムードを漂わされつつも、今までは登下校についていってたのだが。


    　姉はそんな七緖に「いいの？」みたいな遠慮がちな視線を向けてから、俺に言った。


    「七緖もこう言ってくれてるから、大丈夫よ」


    「そっか、よかった」


    　とはいえ、いつまでも七緖だけに頼りっきりというわけにもいかない。早くＲの発音をマスターしなければ、と俺はあらためて心に誓う。


    　だが、そうだもうひとつ、ビミョーな不安があったんだ。俺は姉にたずねた。


    「最近、どこかで体操服がなくなってるとか何とか聞いたんだが……」


    「あ、体操服。それウチだわ」


    　七緖が、あっさりと答えた。何てこった、よりにもよって家政科での事件だったのか！　俺は姉に問いただした。


    「そ、それで姉ち……姉貴は大丈夫なのか？」


    　姉の呼び方を思わず変えたのは、さっきの火ひ村むらのセリフを妙に意識してしまったせいだ。


    「心配してくれてるの？　ありがとう、二年生は大丈夫。紛失があったのは、一年生のロッカー室みたい」


    「紛失、なのか？　嫌がらせがどうとか、噂うわさを聞いた奴がいるんだが……」


    「ええ、そういう噂もあるみたい。だって体操服なんてそうそうなくす物じゃないのに、この一週間で三人もなくしてるらしいから」


    「それ、泥棒じゃないのか？」


    「でも、ロッカーってダイヤル回して番号合わせるやつなのよ、文字合わせ錠ってやつ。それを開けて体操服を盗めるとしたら、番号を見られる人に限られるわよね。つまり近くのロッカーを使ってる同級生が怪しい、同級生が体操服を盗むなら一番考えられる動機は嫌がらせだろう、って……。デリケートな問題だから、先生たちも犯人探しは難航してるみたい」


    　なるほど、高校生ともなれば、「みんな机に顔をつけて、先生怒らないから正直に手を上げなさ～い」とは行かないだろうな。嫌な感じだが、姉が無事ならまあ俺には関係ないことだ。


    「じゃあ千せん石ごく先輩、お借りします」


    　ふと、火ひ村むらが声をかけてきた。俺たちがしゃべってる間に、本の積み込みを終えたようだ。


    「次の休み時間に返しに行きますね。聖せい歌か行こ、あんまり遅いとシャーリー先生にも、授業中に何ですって[image: ]しかられちゃう」


    「う、うん」


    　本を山積みにした車くるま椅い子すを押してさっさと歩きだした火村を、安あ心じ院むが積みきれなかった数冊の本を片手に抱いて、あわてて追いかけた。重心が前に行ってない、ポテポテした走りかただ。俺の知ってる走りかたとちがうんだが、女子ってこんなふうに走るもんなんだろうか。そして七なな緖おも姉をお姫様抱っこしたまま、


    「霧きり絵えの弟もさっさと戻りなさいよね」


    　と言い残して階段を上がっていった。姉が七緖の肩ごしにちょこっと顔を出して、俺に手を振った。


    「あらたんバイバイ～」


    「あらたん言うなっ！」


    　何だか、姉にはいつまでも幼稚園児ぐらいの扱いをされてるような気がする……俺的には、俺が姉を守ってやらなきゃって思ってるんだが。


    　そして俺も工学科棟に戻ろうとしたが、ふと後ろ髪を引かれて、一度振り返った。


    　長い廊下のつきあたり、火村はもう先に外へ出ていて、その後を追う安心院が片手でガラスのドアを押し開けている瞬間だった。外から吹きこむ風に、長い黒髪と長いリボンがふわりとなびく。あともう一歩で安心院は、建物の外へ出てしまうだろう。


    　俺は工学科で、安心院は家政科。学校生活上、全然接点がないから、もしかしたらもうこれっきり会えない可能性が高い。


    「安心院！」


    　自分でもわからないが、気づいたときには俺は安心院を呼びとめていた。安心院ははっと足を止めると、片手でドアを押さえたまま振りかえった。


    「何……でしょうか？」


    　本を抱いていたほうの腕に、わずかにぎゅっと力が入る。少しばかりの、緊張。


    「あ、え……と。その」


    　何の用でもなかった。ただその名前を呼びかけただけだったので、まさか足を止められると思っていなくて、俺はとまどった。そして緊張した。ここで「何でもない」なんて答えたら、小学生がよくやる「呼んだだけー」的な、ピンポンダッシュ系いたずらである。高校生がやるこっちゃない。ガキかバカだと思われてしまう。


    「そ、その……ええと」


    　何か会話を考えろ、と俺はものすごい勢いで脳内に思考をめぐらせた。何でもいい、ベタだけど「今日はいい天気ですね」とか……って、外くもってるー！　そして、こわばった表情で黙りこんでいる俺を、安あ心じ院むは不思議そうに見ている。いかん、このままでは怪け訝げんな不審者だと思われてしまう。何か、何か言わねば。


    　頭の中がぐるぐると、コイルを巻きすぎたモーターみたいに超高速回転している。オーバーヒートしそうになりながら、俺は必死に突破口を探して口を開いた。


    「あっ、そのっ……そうだ、さ、さっき」


    「さっき？」


    　きょとん、と安心院が首をかしげて聞き直した。急いでいるだろうに、まともに俺の与太話につきあわせて悪い。首をかしげた瞬間、長い黒髪がリボンとやわらかくからみながら、さらりと揺れた。澄みきった大きな目が、じっと俺を見ている。


    「さっきだ、その……。そ、そう、階段から落ちたとき！」


    　意識するとまた止まってしまう。俺は安心院から視線をそらしながら、必死に言った。


    「その、大丈夫だったか？　痛かったりしないか？」


    　そんなことはとっくに大丈夫でピンピンしてるので、間抜けな質問だと自分でも思ったが、これしか思いつかなかったんだからしかたがない。


    　すると安心院はちょっと考えて、俺のくだらない質問の答えを真剣に考えて、それから恥ずかしそうに少し横を向くと、
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    「あの……い、痛くはなかったです。ただ……くすぐったかった、です」


    　くすぐったい？


    　安あ心じ院むはそう言い残すと、火を吹くほど真っ赤になって、両腕で本をぎゅっと胸に抱きしめると、ドアを抜けて走り去っていった。


    　後には、誰もいなくなった家政科棟の廊下に、ぽかんと空虚な静寂が広がるばかりだ。


    　俺はしばらく、いつ「くすぐったい」ようなことがあったんだろうと考えていた。


    　考えて……そして、


    「あっ」


    　さっき、俺の顔がさくらんぼのパンツの下敷きになっていたときだ、と気づいた。


    　伝染するように、俺の顔も赤くなったのがわかった。


    　これは……補習に行って、Ｒの発音にでも集中しなければ、頭が爆発しそうだ。


    　俺はよろよろと、工学科棟へ戻った。
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    ２章　補習クラスで出会ったのは奇妙な奴らと奇妙な謎と


    



    　その日の授業は、ほとんど手につかなかった。俺の昼食はいつも母親が作ってくれた弁当で、とくに今日は俺が三度の飯よりも好きなカラアゲ入りのおにぎりがメインディッシュだったのに、ちっとも味を覚えていない。


    　午後の二時間は俺が一番好きな「機械制御実習」だったというのに、こっちもほとんど意識が飛んでいる状況だった。工作機械と、真っ黄色に黄ばんだ古いコンピュータやモニタに囲まれた広い機械工作室で、俺は本日の課題である「戦略性を持たせた自律型剣道ロボット」の部品を前に、ただただボーッと座っていた。


    「千せん石ごく、全然進んでないけどどうしたんだ？」


    　一人の男子が俺に声をかけてきた。それでやっと、固まっていた俺の脳みそに少し電気が流れたようだ。


    「あっ……いや。これからやろうと思ってた」


    「なんかずっと止まってなかったか？　バグったかと思ったぜ」


    　バグというのは、プログラムの中のミスのこと。ちなみに、英語でトコジラミのことをいう。ダニみたいに布ふ団とんにひそんで人を刺す害虫だ。


    　きれいな布団だと思って安心して寝たら、全身真っ赤な虫刺されだらけになる、しかも強烈にかゆいらしい。かゆさ度数でいうと蚊百匹分ぐらい。うっとうしいことこの上ないだろう。何か設計したものが予想に反してまともに動かない、どこかにミスがあって故障したままにっちもさっちも行かない、そのすさまじいイライラ感はまさにトコジラミに匹敵するだろう。


    『たしかに俺はちょっとおかしい。バグったと言われたら、そんな気もする。自分で自分が結構制御不能になってる気がする……』


    　これではいけない。俺には自律型ロボットを作るという大きな目標がある。せっかく英語の補習も受けると決意したのに、肝心の専門科目で成績を落とすわけにはいかない。


    　ぱん、と俺は一度自分のほっぺたを両手でたたいた。これで脳の再起動はＯＫだ。授業は残り三十分もない。俺は大急ぎで、目の前の金属プレートやビスから剣道ロボットを組み上げた。剣道ロボットはロボット工作の基本で、小学生のときから何度も作ってるから、本体を作るのはそんなに難しくない。十センチほどのサイコロ形の本体に車輪と方向転換用の部品と乾電池をつめたバッテリーパックを積んで、敵を感知するセンサーと、振り下ろす腕と棒をくっつければ、ほらもう完成だ。


    　あとは「敵のいる方向に方向転換して、敵に接触した瞬間棒を振り下ろすスイッチが入る」という、これだけのプログラムを組めばいい。そう難しいプログラムじゃないので、五分もあれば組めるだろう。俺は、黄ばんだキーボードをカタカタと指でたたいて、パソコンにプログラムを打ち込んだ。


    　機械が古いのは、二十年以上前、まだパソコンがマイコンと呼ばれてた時代あたりからの遺産もあるせいだ。物もの部のべ高校の創立は一九七〇年、大阪万博の年らしい。そして工学科は初期にできた専門科のひとつなので、校舎も備品もかなり古い物があるのだ。まあ高校生が授業でやる程度のプログラムなら、こんな古くてしょぼい性能のコンピュータで十分ではあるんだが、ブラウン管のテレビを流用したモニタがちらちらするのが、すごく見にくい。ここ一週間ほどは特にひどいので、本体裏の端子の配線をエアダスターでシューシューしたりしてるんだが、そろそろ寿じゆ命みようかもしれない。


    　工作室のパソコンの半分ぐらいは、新しい液晶モニタに変わっているので、毎回取り合いになる。俺は他人と取り合いをするのは好きじゃないし、少々モニタが見にくくても使えないほどじゃないから、どうでもいいけどな。って脳内雑談してるうちに、ホイできた。


    「うおー、すごい！　一瞬でプログラムが完成した！」


    「俺、ずっとやっててまだロボット本体も組み立て途中なのに、千せん石ごく速すぎ！」


    　クラスの奴らが俺をほめた。ふだんいるのかいないのかわからないとよく言われる俺だが、機械制御実習のときはやたらと話しかけられる率が高い気がする。


    「千石、終わったんだったら、ちょっとバグを見てほしいんだけど……」


    「俺のもデバッグ頼む、どういうわけだか右折したら止まるんだ」


    　デバッグとは、プログラムが想定どおりに動かなかった場合、その原因となるバグを探してプログラムがちゃんと動くようにすることだ。


    



    　自慢じゃないが、俺はデバッグが得意だ。小さいころから絵本の間違い探しは得意で五秒以内に全部見つけてしまうし、テレビでよくある「だんだん絵が変わっていくクイズ」も完璧だった。プログラムをざっと眺めれば、かんたんなミスはすぐに見つけられる。多いのはカッコの閉じ忘れ、「[image: ]ダブルクオーテーシヨン」のつけ忘れ、「：コロン」と「;セミコロン」の打ち間違いだ。


    　それに、一見ちゃんと動いてるプログラムでも、いろいろいじってるとバグが見つかることがある。俺の父親はゲーム会社のプログラマーなんだが、そんなに大きな会社でもないので、プログラマーもイラストレーターも、自分の仕事が終わったからといって解放されるわけではなく、あとはひたすらゲームをテストプレイしてバグを探してデバッグするらしい。それでバグを直すと、それが原因で別のバグが姿をあらわしたりする。そんなわけで納期前にはほとんど帰ってこられなくなり、会社のパソコンデスクの下に折りたたみベッドを入れてあって、疲れるとそこで寝るらしい。寝た人は作業の邪魔にならないよう、そのままパソコンデスクの下に収納されるんだとか。何だかちょっぴり、中学校の夏休みに課題図書で読んだ『蟹かに工こう船せん』を思い出したりした。


    　大変だなあって思うけど、そう言うと父親はいつもこう答える。


    「だって新あらた、自分が好きで選んだ道なんだから。ぼくは、ファミレスで自分が選んだメニューがマズかったからといって、ブーブー文句言って残すタイプじゃない。自分の見る目のなさを反省して次から同じ失敗をしないようにしつつ、感謝してきちんと食べるよ」


    　父親のたとえはだいたいにおいて俺にはよくわからんが、それでも俺は結構そんな父親を尊敬している。


    　イギリスでは、義務教育一年目（五歳）からプログラムの授業を教えるようになったらしい。父親が俺に初めてプログラムを教えてくれたのも、俺が五歳のときだった。


    　そしてあれは小学一年生のときだったか、俺は家にあるゲーム機（父親の仕事柄、いっぱいある）で遊んでいて、パスワードを知らなくても突破できるバグを見つけた。それでオンラインショップでいっぱいゲームを買ったのを父親が見つけて、びっくりしてゲーム機の会社にバグを連絡したら、お礼を言われ、買ったゲームが全部タダになったうえに、そのツテで父親のゲーム会社に新しいゲーム開発の注文がきたってことがあった。


    　それ以来、俺は父親が家に仕事を持ってかえってきたとき、遊び半分でいっしょにデバッグを手伝っている。俺は父親を尊敬しているから、その「すっごい奴」である父親より先にバグを探せるのがうれしくってしかたなかったのだ。


    



    　おっと、授業中だというのにうっかり幼き日の思い出にトリップしてしまっていた。今日の俺はほんとに、よくバグる。授業中ならまだしも、横断歩道を渡ってる途中とかにバグって行動停止したら大変なので、気をつけねば。


    　とりあえず話をもとに戻すと、俺はデバッグが得意で、まわりの奴らはプログラムで困った奴に、必ず「千せん石ごくに見てもらってこい」とアドバイスする。「あいつにつぶせないバグはないからな」とも。


    　人づきあいが面倒な性格なので、そんなふうに言われると、いっそうなんか面倒くさくなる。でも俺が頼まれてるってことは、それは俺にしかできないってことだから、俺がやるしかないだろう。


    「いいよ。わかった、見てみよう」


    　俺は、頼んできた奴ら一人ひとりの席に出張して、プログラムを確認して回った。


    「ごめんな、モニタが見にくくて何が何やらだろ。もう寿じゆ命みようなのかな、一週間ぐらい前から急に調子が悪くなっちゃって……」


    　困ったようにそう言った奴が使ってるのは、俺と同じ旧式のテレビモニタだ。旧式のテレビモニタの困ったところは、アナログテレビだってこと。今の液晶デジタルテレビなら、接続が悪かったりして十分なデータ情報が来ないと、完全に映らなくなるからすぐ交換できる。だがアナログテレビはデータ情報が弱くてもギリギリ映るから、なかなか捨てるタイミングが来なくて、いつまでも工作室に残っているのだ。


    「俺と同じだな、俺のモニタもここ一週間ほど調子が悪いんだ。まあ、まだギリギリ見れるかな……？」


    　俺はプログラムをザーッとスクロールしてみた。あったあった、「もし数値５以上なら腕を下ろす」と「もし数値５以下なら腕を下ろさない」っていう内容の、不等号のプログラム。ここが間違ってるんだ。


    「あったぞ、バグ。ＩＦもしもの条件が矛む盾じゆんしてる」


    　俺が画面を指さしてそう言うと、まわりで順番を待っていた男子の半分は、


    「もうかよ、すげー！　さすが千せん石ごく！」


    　とどよめき、残り半分は、


    「……え？　どこが矛盾？」


    　と、まだ気づかずに首をかしげていた。俺に頼んできた奴もそうだった。


    「なんで？　５以上で腕を下ろす、それ以外は腕を動かさない、でＯＮとＯＦＦの条件がきっちりできてるだろ？」


    「これだと、数値が５ぴったりのときに腕を下ろすのか下ろさないのかわからんだろ」


    　俺が画面上の不等号を指さしたとき、「ああ！」と言ったのが半分の半分、さらに残り四分の一はまだ首をかしげていた。


    「つまり、『５未満』と『５以上』にしなきゃ、以上と以下じゃ『５ぴったり』が両方にふくまれるってことだよ」


    　嚙かみ砕いて説明すると、ようやく俺に頼んできた奴も「ああ！」と言った。


    「そういうわけか！　不等号を『大なりイコール』と『小なりイコールなし』にしないといけないってことか！」


    「うわー、言われたら気づいたけどこれは俺も間違ったことある～」


    「うん、だいたい間違うところって同じだからな。そのへんの優先順位にそってバグを探していけば、結構すぐ見つかるんだ」


    　俺は説明しながら、画面上の不等号を「[image: ]」から「[image: ]」へと書きかえた。そして「ＲＵＮ」を押すと、机の上にあった剣道ロボットがギギギッと動いて、目の前のモニタに十分近づいたところでパシッと腕を下げて棒でたたいた。


    「はい、試運転成功」


    「ありがとう、千石！　もう一時間もループしてたんだよ～、助かった！」


    「やっぱ千石につぶせないバグはないよな」


    「こっちもオネシャス、千石大明神！」


    　提出までの残り時間が少ないせいで、わらわらと集まってこられて押しくらまんじゅう状態になってしまった。


    　俺がふだんクラスの奴らとあまり深くつきあわないのは、まずは俺がずっと自分の新しいロボットのこととかいろいろ考えたり本を読んだり、意識が別の方向に飛んでいて他人にかかわってる時間がないってのが大きい。だけど、こうやってワイワイ集まって盛り上がって頼られると、なんかすごい疲れる。油の切れた歯車みたいに、俺とそいつらの間でギシギシときしんだ違和感があることに気づくのだ。


    　だから俺は、昔っから友達を作らなかった。きしんだ違和感を我慢してまで人に合わせるのが面倒くさかったのだ。子供のころからの性格だから今さら変わらないだろうし、別に変える気もない。ただ、今日みたいに安あ心じ院むのことで脳がバグってるような日は、むしろこれぐらいわずらわされてるほうが気分が変わっていいな、とも思った。


    



    　おかげで、放課後には俺のバグった状態もそこそこ回復していた。補習クラスでまでボンヤリしていたら、シャーリー先生に永遠に補習を言いつけられかねないから、まあ回復できてよかったと思った。


    　補習クラスは中央図書館でやる、とシャーリー先生が言っていたので、俺はカバンを持って、図書館へつづく並木道をてくてくと歩いていった。


    　中央図書館は正門から続く大通りのつきあたり、物もの部のべ高校の敷地の一番中心にある十階建ての大きな建物だ。野球のドーム球場っぽいというか、コロッセオの上にドームが乗っかったような、ひらたく言うとカップケーキみたいな形をしている。てっぺんまでの高さは五十メートルぐらいあるだろうか。


    　周囲の窓も上のドームもびっしりガラスでおおわれているから、巨大な温室かＳＦ映画のスペースコロニーみたいにも見える。基地っぽくて、ちょっとかっこいい。この変わったデザインは、工学科の第一期の卒業生で、世界的建築家になった人の作品だそうだ。校内では一番新しい施設らしく、壁もガラスもピカピカしている。


    　工学科棟などそれぞれの専門棟には専門書を置いた図書室があるが、さらに専門的な本は共同で利用するこの中央図書館に置かれている。そのため、物部高校の敷地内の道は、フランスの凱がい旋せん門もんみたいにこの中央図書館を中心にして放射状に広がって、各専門科の棟につながっている。


    　なかでも正門とつながっている大通りは、幅二十メートルはあって、途中には大きな噴水もある。そのまわりは園芸科が実習がてら丹精こめて手入れした花壇（と言うと奴らは怒る。イングリッシュガーデンとかいうらしい）だ。


    　図書館のまわりもそのイングリッシュガーデンとやらの、花壇で囲まれていて、四季おりおりの花がとてもきれいだ。たいていの調べ物は工学科にある図書室で用がすむので、中央図書館に入るのはこれが初めてだ。いつも外からかっこいいなあって見ていたので、少しワクワクするけど、ちょっと緊張する。


    　そうして俺は、図書館の正面玄関、大通りに向かう一番大きなガラスの自動ドアをくぐったのだった。


    



    　初めて入った図書館の中は、外から見る以上に未来っぽかった。


    　円筒形の建物の真ん中に吹き抜けがあって、ガラスのエレベーターが最上階までつながっている。各階のフロアは回廊状で吹き抜けを取り囲み、エレベーターホールから四方に渡り廊下が伸びている。もちろん落ちないようガラスの柵がある。ざっくり見るとグラグラゲームみたいな構造だ。


    　壁際にはぐるりと本棚が取り囲んでいる。本棚のあいだにドアがあって、そこからガラスの外そと壁かべにそった階段室に出られるようだ。


    「えっと、中央講義室ってのは何階かな……？」


    　俺は入ってすぐのところに置いてある、ガラスの石碑みたいな案内板を見た。それによると十階、最上階のようだ。円筒形のガラスエレベーターに乗ると、各フロアが次々に下のほうへ流れていって、恥ずかしながら地味にテンションが上がってしまった。


    　エレベーターのドアが開くと、エレベーターの周囲をドーナツ状に取り囲むエレベーターホールに出る。頭上は全体がガラスのドームになっていて、まるで空中に浮かんでいるみたいな不思議な感じだった。やわらかな夕日がさしこんで、あたりは淡い黄金の光に包まれている。きれいだなあ、と素直に感じた。


    　エレベーターホールから四方へのびる渡り廊下のどれを渡ろうか……と、俺は悩んだ。十階フロアの壁には四方に大きなスクリーンがあって、その前に講義用の「テーブルつきイス」が並んでいる。この広いフロアのどこで、補習授業をやるんだろう？


    「おーい、こっち」


    　ふと、フロアのどこかから声が聞こえた。そっちに目を向けると、男子が一人、テーブルつきの椅い子すから立ち上がって手を振っていた。


    　身長は平均的だが、小柄な俺に比べるとそこそこ高い。ふわっとした茶髪で、顔は男の俺から見てもイケメンだと思えるほど整っていた。服装もかちっと着込んでいて、ボタンひとつも乱していない。どう見ても俺の人生とは接点のなさそうな、いかにもリア充って感じの奴だ。


    「こっちだって。補習クラスだろ？　シャーリー先生から一人増えるって聞いてる」


    　そいつは俺のほうへ歩いてくると、いきなり腕を引っぱった。慣れ慣れしい奴だ、しかし俺はちゃんと補習クラスに来ていたようなのでホッとした。ジョニーズ事務所に行っても、俺は踊れないし歌えないし華もないしトークは壊滅的だからな。


    「俺も補習クラスだ、狩かり谷や一いち狼ろう。おたくは？」


    「……千せん石ごく新あらた」


    「黒い徽き章しようをつけてるってことは、おたく工学科だよな？」


    　狩谷は俺の制服の胸についているバッジを指さした。専門科ごとの色分けがされているエナメルのバッジで、工学科の俺のは鉄（古語で「くろがね」）をあらわす黒である。


    「つまりロボットとか作ってんだよな？　じつは前から気になってたんだけど、よその科の奴と話す機会がないからさ。今聞けてよかった、どういうの作ってんの？」


    　俺が自分の名前しか語っていない状態からの大量のセリフ、しかもいきなりの専門分野に踏みこんだ質問に、俺はうろたえた。


    　俺は世間話というものはメチャクチャ苦手だが（「天気がいいですね」みたいなやつ）、専門分野の話を質問されて延々と語るのは得意だ。姉には「あらたんって投げられたボールを投げ返してキャッチボールするってのじゃなく、全力で打ち返して場外ホームランになっちゃうタイプよね」とよく言われる。会話のキャッチボールができないわよね、ってのをオブラートに包んでいるようだが、残念ながら俺は不器用で、バットを持ってもデリケートなバントテクニックとか絶対無理でフルスイングしかできないタイプの人間なのでしかたがない。そのせいでクラスに友達がいないのも自覚している。


    「入学して最初に作ったのは工業用ロボットの基本、ロボットアームだな。プログラムどおりに決まった作業をさせるやつ、自動車工場なんかで使ってるやつだ。二〇世紀初頭には自動車一台作るのに三か月かかってたのが、ロボットによる工程自動化のおかげで一分ごとに一台のペースで作れるようになったらしい。で、その次の課題が、常に同じ行動を繰り返すんじゃなく、自分で状況を判断して行動を選択できる自律型ロボットだ。今は簡単に安定移動ができる車輪型のを作ってるけど、次の課程が倒立振り子を使った二足歩行ロボットだから、予習として物理の授業でモーメントを……」


    　ほら、やはり俺はフルスイングしかできない。狩かり谷やもまた眠そうな目をして「あっ、き、聞いてたよ？」ってあわてて作り笑いをするだろうな、と完全にあきらめていたのだが、狩谷の返事は意外なものだった。


    「モーメントって何よ」


    　場外ホームランが、まさか打ち返されて戻ってくるとは！　姉なら「ロボットアーム」のあたりで「ぐう」って眠りに落ちてるところなのに。打ち返されたからには、俺も必死にそれを打ち返すしかない。気分はウインブルドンである。


    「モーメントってのは、物体をある点や軸のまわりに回転運動させようとする力を引き起こす能力のことだ」


    「なんだ、無口で陰があって即死魔法を使う系の修道女系銀髪美少女の名前っぽかったから期待したのに」


    　狩谷の言った言葉の意味が、俺にはさっぱり理解できなかった。


    「……今俺は、モーメントの話をしてるんだが」


    「あっそうか、なんでそういうイメージかと思ったら『モーメント』と『メメントモリ』って似てるからだな。メメントモリってあれだ、ラテン語で『人はいつか必ず死ぬことを忘れるな』って意味。もともと中世キリスト教の教会で流は行やった言葉だけど、あまりにも中二病心をくすぐるフレーズなんで、中学卒業のときの寄せ書きに『メメントモリ』って書いちゃって同窓会に行けなくなる恐れのある、危険な破滅の呪じゆ文もんだ」


    「ま、待ってくれ！　場外ホームランが全力で打ち返されるどころか、弾幕状態になっててとても打ち返せないんだが！」


    　思わず俺は悲鳴をあげた。今まで場外ホームランを飛ばして会話を強制終了させてばかりだった俺にとって、自分がその場外ホームランをピッチャーライナー状態で浴びる（しかも弾幕で）なんて初めてどころか予想だにしていなかったことだった。


    「弾幕って懐なつかしいな～、おたくってガチゲーマーなの？」


    　狩かり谷やが好奇心むき出しで聞いてきた。なんでこの状態で会話が続いてるのかさっぱりわからんが、俺の人生で会話のキャッチボール回数の記録を更新しつつあるかもしれない。


    「父親がいちおう、ゲーム制作会社勤務で……」


    「えっマジかよ！　どこよ！」


    「ピヨソフトってとこ……」


    「まーじーかー！」


    　狩谷は引っくり返りそうなほど大げさに驚いた。


    「ちっこいけど堅実にヒット作出してくるサードパーティじゃん、去年魔女っ娘こメイド育成ゲー出してただろ、最後泣けるやつ。あれよかったよなぁ～、ゲームバランスも神だったけど、ヒロインが最後魔界から戻ってきたところでガチ泣きした」


    「そ、そう？」


    　父親の仕事の大変さを知ってるだけに、ほめられるとちょっとうれしいし、なぜか俺が照れくさくなる。鼻の頭をポリポリかいてる俺に、狩谷は言った。


    「あの育成ゲーのプログラムをさ、メイドロボットの筐きよう体たいに組み込んだら、最萌もえのメイドロボットが作れると思うんだが、そういうの作らないの？」


    「お掃除ロボットに入れるプログラムはふつう『ぶつかったら一定時間後退ののち方向転換』『段差があったら一定時間後退ののち方向転換』『充電が切れそうになったら充電器に戻る』なんだが」


    「残念ながら俺は、床掃除をする円盤に萌えるほど上級者じゃない。俺の言ってるのは美少女メイドロボットだ、完璧なのもいいけどドジっ娘こでもいい」


    「……俺はロボットの話をしてるんだが？」


    「俺もロボッ娘この話をしてるぞ？」


    「最後一文字ちがう気がするんだが」


    「まあ俺も、ロボッ娘こはいわば二・五次元だからな。純粋な二次元とは違う気がするっていう意見はよくわかる、よーくわかりますぞ？」


    「いやごめん、俺にはおまえがさっぱりわからん」


    「だが、三次元世界に生きる俺が二次元世界への移行を現時点ではできない以上、『次元の壁』を越えて二次元嫁と結婚するための現在最も実現可能性の高い方法論は、ロボット嫁しかないんだ」


    　狩かり谷やはものすごく真剣な瞳で、俺の目を見つめてきた。いや、話聞けよ。


    「もちろん俺も二次元への努力をあきらめるわけじゃない。そのために補習クラスにいるんだからな。だけど賢い人間は何事にも『保険』をかけておくものだ。千せん石ごく、ぜひともロボット工学を究めて俺にロボット嫁を作ってくれ。メイドロボットの場合、『ご主人様』ってのはちょっと堅苦しくて距離感あるから、『ご主人くん』で頼むな」


    「ひょっとして、おまえどこかバグってるのか？」


    「失礼な。俺のどこがバグってるんだ」


    「だって狩谷みたいなイケメンだったら、二次元だとかロボットだとか代償行為を求めなくても、ふつうに三次元の彼女できるだろ」


    「何が悲しくて三次元の女なんかとつきあわにゃならんのだ。言っただろ、二次元への努力をあきらめないために補習クラスにいるんだって」


    　あれ？　今まで受けたことのないすさまじい弾幕状態のキャッチボールに圧倒されてうっかり一回目は聞き逃していたが、補習クラスと二次元とどう関係あるんだ？


    「ちょっと確認しておきたいんだが、これってシャーリー先生の補習クラスだよな？　ってことは、狩谷も英語の補習でここにいるんだよな？」


    「んなわけあるか、俺の徽き章しようが見えないのか？」


    　狩谷が制服の胸につけてる小さな専門科バッジを、少しイラッとした態度で指さした。狩谷のはイギリスの国旗をイメージした赤と青のツートンカラー、英語科である。英語科では通訳や専門分野の翻訳家など、日本の技術を世界に紹介する人材を育ててるらしい。


    「いや、見えてるから聞いたんだ。英語の補習を受けないといけないレベルの英語力で、英語科の入学試験に受かるものかと疑問に思ったから……」


    「おたく、結構失礼なこと聞くな」


    「失礼だったらごめん。俺、矛む盾じゆんというか不明点というか、バグがあると解決して納得するまで気になるタイプで……」


    　俺が他人にあんまり干渉しないようにしてるのは、そのせいもある。気になってあれこれ聞いてしまったら、何こいつストーカー、って思われそうだからだ。だから他人の話を聞くよりは自分が語ったほうが気楽ってのもある。逆に詮せん索さくされたくないから自分語りもしない。なのに狩谷は完全無防備状態でぼんぼんしゃべってくるもんだから……。


    「ひょっとして、シャーリー先生だから補習で英語しか教えないと思ってる？　シャーリー先生は、教員免許は全科目分持ってるんだぜ。物もの部のべ高校に就職したとき、ネイティブはシャーリー先生しかいないってことで英語を担当してくださいって言われただけで」


    「ええっ！　何だそれ、全科目って高校数学とか物理までってことかっ？」


    「あんまり詳しくは教えてくれないんだけどな、なんか貴族の家庭教師をしてたらしくて、その都合で大学卒業時に全科目の教員免許を取ったらしい」


    「貴族！　すごいな、イギリスってほんとに貴族いるんだ」


    「だから補習クラスを作ろうって言ったのもシャーリー先生だってさ。ふつうの教師は余計な残業したくないから協力は期待できない、でも自分で全部教えられるから一人でへっちゃらだからってさ」


    　すごいな、シャーリー先生。熱心な先生だと思っていたけど、ほんとに熱心だ。補習クラスを一度でも断ろうと思ったことが、ちょっと申し訳なかった。がんばってＲの発音を覚えようと思った。ちゃんとここに来てよかった、あの娘の……安あ心じ院むのおかげだ。


    　はっ、しまった！　安心院のことを考えたら頭がバグるのに、午後の実習でやっと記憶が薄らいだかなっと思ったのに、わざわざ思い出してしまった！


    「だから俺は補習クラスで、数学を教えてもらってるんだ。ここの願書を出した時点では、俺はまだ二次元の素晴らしさを知らなかったから、得意な英語で願書を出したんだよ。俺はもともとクールっていうか何に対しても興味を持てなくてシラけてて毎日退屈でさ、とくに何をしたいって将来の目的もなかったし、この高校に来たのも単に家から近いからだしな。だけど受験勉強中に夜更かしして深夜アニメにふれ、俺は二次元の素晴らしさを知った。今まで人生つまらなかったのは三次元しか知らなかったからだと理解した。俺の本当の人生は二次元にあったんだと理解したんだ」


    　狼ろう狽ばいしている俺をスルーして、狩かり谷やは楽しそうに自分語りをしている。話の切り口がものすごい角度から来てる気がするぞ。安心院のことも気になるが、狩谷の話も微妙に気になる。


    「そのときもう願書の締め切りは過ぎてたから、俺はとりあえず高校は英語科でいいから、大学で二次元を極める勉強をしようと思ったわけよ」


    「漫画やアニメの専門学校に行くってこと？」


    「何言ってんだ。二次元の勉強といえばユークリッド幾何学だろ、数学的に考えて」


    　涼しい顔で狩谷は言った。


    「いやいや、おまえこそ何言ってんだっ？」


    「とりあえずリーマン幾何学にユークリッド幾何学を統合できれば、三次元空間を湾曲平面と見なして二次元平面と融合することが可能になるんじゃないかと思うんだ」


    「ごめん、別の意味でおまえが何を言ってるかわからない」


    「要するに俺は大学で数学を専攻して次元の壁を越え、愛天使エンジェリーナたんを嫁にしてみせるってことな。だけど理学部数学科を受けるには微分積分の授業が必要で、文系クラスじゃそれはやらないから、困って相談したらシャーリー先生が補習クラスで教えてくれるってことになったわけよ」


    　俺は、狩かり谷やのおでこにそっと手を置いた。


    「……何やってんすか、おたく」


    「いや、バグじゃなかったら熱暴走かなーって」


    「俺はいたって平熱だぞ。だから、俺も努力はするけど、でも次元の壁を越えることに成功できなかったときのための保険としておたくにロボッ娘この製作を頼んだじゃないか、心の友よ」


    「いつ心の友になった？」


    「ロボッ娘この製作に情熱を燃やすロボット工学者と、ロボッ娘ことの結婚に情熱を燃やす幾何数学者、見ている方向は同じ……だよな？」


    「いやいや、小首をかしげて『正解かな？』みたいな目やめろ！　俺がロボットを作る目的は萌もえキャラ作りとかそんなヌルい理由じゃないからなっ！　俺のせいで姉ちゃんが歩けなくなったから、コンパクトな二足歩行ロボット補助スーツを作って、姉ちゃんが子供のころから抱いてたケーキ屋さんの夢を叶かなえてやりたいからなんだからなっ！」


    「へーそうなんだ」


    　はっ！　つい興奮して、避けていた自分語りをしてしまった。「姉のために」なんて、あの気をつかう性格の姉は「わたしのためじゃなく自分の好きなことをしてちょうだい」って申し訳ないと思ってしまうだろうから、今までずっと黙っていたのに。プログラムやロボット作りがもともと好きってのもほんとだし。っていうか、狩谷に煽あおられて興奮するあまり、うっかりまた『姉ちゃん』って言っちまったー！　『姉貴』で統一することにしたのに！


    「メンゴメンゴ、同じにして悪い。俺は二次元専門だけど、千せん石ごくはナマモノでおねショタ専門だったんだな。わかってやれなくてごめん」


    「すべて自分の枠にはめて語るのやめてくれないか」


    「でも、やっぱり俺たちの目ざすべき場所は同じだと思うぜ。俺の嫁は二次元だがおたくの嫁は実の姉、どっちも現在の日本の法律的に結婚が許されてないだろ？」


    「おまえの嫁に関しては法律の域外な気がするが」


    「おまえの嫁？　ってことはやっぱ、『お姉ちゃんは俺の嫁』という認識なんだな」


    「ちがいます」


    「その問題もすべてロボットが解決してくれるわけですよ。がんばれ千石、お姉ちゃんロボとの結婚式には友人代表で俺のこと呼んでね」


    「あのなー、なんで俺が姉貴と結婚したいなんて思わなきゃならんのだ！」


    「きゃー顔真っ赤、照れてるぅ～」


    「怒ってんだよおおおおおお！」


    　からかう狩谷の胸ぐらを摑つかんでブチ切れていると、


    「どっせーい！　男子、席につきなさーい。もうすぐシャーリー先生来るってよ」


    　あれっ、どこかで聞き覚えのある声と聞き覚えのある変な感嘆詞が聞こえてくるぞ？


    　渡り廊下のほうへ目を向けると、そこにいたのは家政科棟で会ったポニーテールの女子……火ひ村むら蛍けい子こだった。火村は俺を見ると、ずざざっと大げさに後退した。


    「げげっ！　新入りって千せん石ごく先輩の弟のことだったのっ？」


    「えっ……？」


    　とまどったような声とともに、火村の後ろから誰かがひょこっと顔をのぞかせた。渡り廊下の幅は駅のエスカレーターぐらいの、二人だと微妙に狭いぐらいの幅だったから、火村の後ろについて歩いてきてたみたいだ。


    　火村の背後にすっぽり隠れてしまう、きゃしゃで小柄な体格。顔を斜めに出したことで、さらさらっと音を立てて揺れる長い黒髪と、からみあうような細い長いリボン。やっぱりバグっていたのは狩かり谷やではなく俺だったようだ、安あ心じ院むのことを考えすぎて幻覚まで見えてきた。それとも熱暴走かな、これは。


    　俺は狩谷から手を離しておでこに手を当ててみた。平熱だ。


    「どうしたんですか、千石くん……風邪ですか？」


    　心配そうな声は、明らかに安心院の声だ。というか、火村といっしょにいる時点で安心院であることに疑う余地などないじゃないか。


    「あっ……安心院ぅ～っ？」


    「はい」


    　安心院が返事した。いや、今のは呼びかけたわけじゃないんだが。


    　安心院と火村は、教科書とノートとペンケースをブックバンドで巻いて手に持っている。ということは二人も補習クラスなのか？　そんな奇跡が、起こり得るのか？


    「ちょっとー、蛍子ちゃんもいるんですけど？」


    　火村がふくれっつらをして見せてから、安心院を振り返ってニヤニヤと笑った。


    「でも会えてよかったじゃん、聖せい歌か。今日ずっと千石先輩の弟の話してたもんね」


    「はわわわっ、蛍子ちゃん、言わないでくださいって言ってたのに～！」


    　安心院は火村の背中をポカポカたたく。ポカポカっていうか、性格には「ぽすっ、ぽすっ」て空気の抜けたような音だ。女の子のパンチだなあ、って感じだ。っていうか、えっ？　安心院が今日ずっと俺の話って……俺が今日ずっと安心院のこと考えてたみたいに？


    　今度こそ頭がオーバーヒートしそうになった。俺が硬直していて、安心院も火村の後ろで硬直していて、火村は、


    「あれ？　そうだっけ？」


    　と、微妙な苦笑いをしている。空気が硬い。指一本も動かせない。


    　そのとき、ずっと火村の背後にいた安心院が、おどおどしながら、体を半分横にずらして火村の背後から出てきた。まるで日食の月の陰から出てくる太陽を見たようにまぶしい。そういえば天体観測館の「流星群を観察しよう！」のときに「日食のしくみ」の講義で教えてもらったが、日本神話の太陽神アマテラスオオミカミが天あまの岩いわ戸とに隠れた伝説は、日食をあらわしているんだそうだ。


    「な、何か……偶然、ってあるんですね……」


    　安あ心じ院むは真っ赤な顔でうつむいて、ブックバンドでしばった教科書を両手でぎゅっと胸に抱きしめ、消え入りそうな声でそう言った。


    　まだそこにいるのが信じられない安心院の姿が、天窓から入る午後の黄金の光に溶ける。だめだ、安心院の姿を見てはいけない。頭が安心院でいっぱいになってほかのことを考えられなくなる。プログラムが安心院で埋めつくされて行動不能になってしまう。


    　いや、すでに手遅れで行動不能だ。安心院から目を離せという命令すら、俺の目の筋肉に伝わっていない。目すら自分の思ったとおりに動かせない。さっきの、腕を動かせない剣道ロボットみたいに。


    　俺は今、完全にバグっている。にっちもさっちもプログラムが動かない。


    　俺につぶせないバグはないと自負しているが、この状況からのデバッグは困難を極めていた、というか不可能だった。


    　生まれて初めてのデバッグ不能、この俺がまさか！


    



    　このまま永遠に時間が固まってしまうような気がして、俺は息がつまりそうだった。


    　ところで、バグで機械が動かなくなったときの最終手段は「再起動」である。パソコンがフリーズしたときと同じだ。俺の「再起動」ボタンを押してくれたのは、シャーリー先生だった。


    「あっ、ミスター千せん石ごく。来てくれたんですね！」


    　シャーリー先生は駆け寄ると、俺の頭をぎゅっと抱きしめた。


    「むぐう！」


    　巨大な胸の谷間に顔が押しつけられて窒息しそうになったが、そのおかげで俺の目はようやく安心院から解放されたのだ。


    　バグっていた脳内が明晰になって、やっと動けるように……い、いや、やっぱり動けない。シャーリー先生の二本の腕と二つの胸と、四点でがっちりホールドされてしまって、全然動けない。しかも脱出するため力を込めようとしても、呼吸ができない。人間にとっての呼吸は、ロボットにとってのバッテリーパックと同じ。バッテリーがなければロボットは動かないし、人間は呼吸ができないと力が……入……ら…………。


    「シャーリー先生、千石先輩の弟の耳が紫になってます～っ！」


    「きゃっ、いけない！」


    　きれいな花畑が見えそうになったタイミングで、シャーリー先生は俺を引きはがした。火ひ村むらがまだ俺の名前を覚えてないのはともかく、命を助けてくれたことは素直に感謝しておこう。


    「すみません、ミスター千せん石ごく。本当に来てくれるかどうか心配だったので、姿を見てうれしすぎて、つい……」


    　俺の背中をさすって謝るシャーリー先生に、火ひ村むらが言った。


    「もー先生、物もの部のべ高校に幽霊を増やさないでくださいよ」


    「幽霊？」


    　俺は、家政科棟に行く途中で見かけたあの白い着物の女の子のことを思いだした。まさか……あれは本当に幽霊だったのか？　そんな非科学的な物が実在するのか？　深呼吸をして息をととのえながら、俺は火村にたずねた。


    「ひょっとして、小学生ぐらいの、金髪の？」


    「あっ、千石先輩の弟も見たんだ、あの……」


    　火村も見たのか！　俺のテンションが、ぶわっと上がった。


    「そう、あの白い着物の！」


    「そう、あのフランス革命風のドレスの！」


    　……あれっ？　指さしあって同時に叫んだ俺と火村のセリフに、かなりのズレがあるぞ。


    「ドレスじゃないぞ、幽霊っぽい白い着物だぞ」


    「フランス革命当時のドレスよ、家政科の服飾史で勉強したもん。あたしだけじゃなくてほかにも見た子がいるんだから間違いないわよ、被服実習室の外で恨めしそうな顔をして立ってたって……。半月ほど前かな、三年生の先輩が被服実習室に残って課題をやってたときに見たんだって。近所の小学生が遊んでるのかと思って、注意しようと近づいたら目の前で消えて、どこにもいなくて、それで幽霊だーってなったわけ」


    　目の前で消えて、どこにもいない……俺が見たときと同じだ。


    「その後、何人も目撃証言があって……おいでおいでされたとか、血まみれだったとか、追いかけられたとか、どんどん怖い噂うわさが増えて……それで、服飾コンテストの前なのにみんな怖がって家政科棟に残りたがらないのよ。作業が進まないって先生はボヤいてるけど、怖い物は怖いでしょ？　フランス革命でギロチンの露に消えた貴族の令嬢の幽霊だって噂よ。怖すぎる、あたしなら絶対見たくない！」


    　火村は自分の腕で自分を抱きしめ、ぶるぶるっと震ふるえて見せた。ということは、幽霊らしき不審者は、俺が見たのとそのドレスのと、二人いるってことなのか？　少なくとも、俺の目の前でスッと姿を消したあの幽霊は、他人を追いかけてくるようなアグレッシブなようすではなかったしな。安あ心じ院むは唇くちびるに人差し指を置いて、うーんと考え込む。


    「でも、わたしは幽霊さんに会ってみたいですかねー……。当時のファッションとか詳しく聞いて、ウエディングドレスのデザインの参考にしてみたいです」


    「幽霊を有効利用しすぎだろ。そもそも、なんでフランス革命で死んだ幽霊が日本にいるんだよ」


    「あっ、でもフランス王妃マリー・アントワネットは自動人形オートマトンが好きだったんですよ。ダルシマーっていう琴みたいな楽器を弾くやつとか……オートマトンってロボットのご先祖様みたいなものですよね、じゃあ千せん石ごくくんの参考になるかも。いっしょに幽霊さんの話を聞きませんか？」


    　安あ心じ院むは勉強熱心である。まさか幽霊なんて実在するはずがないと、やっぱり俺はそう思っているけれど、しかし万一本物の幽霊だったとしたら、会話に困る。Ｒの発音ができない俺が、ボンジュール（こんにちは）とかヴォワテュール（車）とかトゥルヌソール（ひまわり）とか、何かっちゃー巻き舌Ｒの暴力的なフランス語をしゃべれるわけがない。


    　俺たちがそんなバカ話をしているのを、シャーリー先生はしばらくじっと黙って聞いていたのだが、ついにあきれたように深くため息をつくと、


    「……みなさん。幽霊なんて非科学的なものはいませんわ。そういう不謹慎な噂うわさ話は紳士淑しゆく女じよのすることではありませんわよ」


    　そう注意したシャーリー先生だが、いつもの、教きよう鞭べんを指先で曲げながらちょっと釘をさしておく、っていう感じじゃなかった。妙に緊張したような、けわしい顔をしていた。


    　イギリス人は幽霊の話題が好きだそうで、今でも心霊写真が大人気だし、自分の家に幽霊が出るっていうのは自慢だし、幽霊見学ツアーまであるらしい。それはたぶん幽霊が出るほどうちの国は歴史が古いんですよっていう老舗アピールで、そう教えてくれたのがシャーリー先生なのに、先生自身は幽霊話が好きじゃないんだろうか？


    　そして、横でつまらなそうに俺たちの話を聞いていた狩かり谷やも鼻で笑った。


    「そうそう、幽霊なんて非科学的なもの信じるとか、これだから三次元は！」


    「二次元に行けるとか思ってる奴のほうが非科学的でしょー！」


    　火ひ村むらはムッとして狩谷をにらむ。どうもこの二人、仲が悪そうである。狩谷は、スカした表情で言いはなった。


    「ブッブー残念でした。多次元理論は電子陽電子対の観測で証明できるから、二次元は科学的に存在するんですぅー」


    「何言ってるかぜんぜんわかんないけど、こっちだって二次元オタクに生身の女の子の気持ちをわかれとか最初から期待してないもんね、ちゃあんと三次元の男子が話を聞いてくれますよーだ」


    　火村が俺にぎゅっと腕をからめた。おいおい、胸が当たってるんだが！　とまどってる俺のかわりに、シャーリー先生が間に入って引き離してくれた。


    「こらこらミズ火村、お嫁入り前の娘さんが軽々しく男子と腕を組んではいけませんよ」


    「ほへっ？　そ、そうだったの？　女子とはふつうに腕組むよ？」


    「同性はいいんです、でも異性はだめです」


    　シャーリー先生が、両手の人差し指で×バツを作って、「めっ」と眉まゆを寄せた。火村は軽くショックを受けたようすで、


    「し、知らなかった……。男子との距離感の取り方って難しいんだ。千せん石ごく先輩の弟、腕組んじゃってごめんね。嫌じゃなかった？」


    　と、心配そうに俺に聞いてきた。


    「いやまあ、別に……姉でなれてるし」


    「うっきゃー、良かった～！　せっかく補習クラスにふつうの男子が来たのに、お近づきになるまえに嫌われたらどうしようかと思ったよ～！」


    　よっぽど嬉しかったのか、火ひ村むらは両手を広げて俺にむぎゅーっと抱きついてきた。そしてまた、大きめの胸がぎゅうぎゅうと押しつけられている。


    「いえ、ですからその距離感を修正しなさいと言っているのですが……」


    　シャーリー先生は、疲れたようにふうっと一度息を吐いた。大きな胸がそれに合わせて一度、たゆん、と揺れた。


    「まあ異性間の距離についてはこれから慣れていっていただくとして紹介しますわ、ミスター千石。英語科のミスター狩かり谷やと、家政科のミズ安あ心じ院むにミズ火村、補習クラスの生徒は全部でこの四人ですわ。ミスター狩谷は微積分、ミズ安心院は方程式、ミズ火村は長文読解の補習を受けています」


    　ああ、火村が長文読解の補習ってのは、人の話を聞いてないからだな。


    　安心院は席につきながら、どうしてだか俺のほうを気になる様子で何度もちらちら見ていた。でも俺はまた機能停止するのが怖くて、安心院のほうを見られなかった。


    　シャーリー先生はスクリーンの前に置かれた講義台の横に立つと、書類ケースからプリントを取り出した。


    「では、今日の課題を配りますから取りにきてください。わたしはミスター千石と発音練習をしますが、質問があれば遠慮せず聞きにきてくださいね。ではミスター千石……」


    「あ、はい」


    　うっかり顔を上げた瞬間。俺は、ちょうどシャーリー先生のところに課題のプリントを取りにきた安心院と目が合ってしまった。


    　俺たちが赤くなったのと、目をそらしたのは同時だった。


    　やばい、頭がバグる。Ｒの発音。何だったっけそれ？　頭がワヤクチャになって、何が何だかわからなくなってしまう。完全にバグってる。


    　俺がバグった頭でたったひとつわかったことは、今まで神様だの運命だの奇跡だの、チャラチャラした歌謡曲の歌詞のありきたりの文句なんて、非科学的な思いこみ、妄想にすぎないと思っていたんだが、案外世の中には本当に奇跡ってものがあるのかもしれない、っていうことだった。

  


  
    ３章　幽霊のたたり？　バグったモニタは事件の予感


    



    　補習が終わったのは二時間後だった。授業は三時で終わるから、もう五時になっていた。


    　たかがＲの発音ごときでどうしてこんなに長かったのかというと、結局頭がバグった俺は、最後までＲの発音ができなかったからだ。


    　安あ心じ院むたちは自分の課題を一時間ほどですませて、先に帰ってしまった。安心院が何度も俺のほうを気にしている様子で見ていたので、ひょっとして同情されてたのかもしれない。だけど、どうしてもＲの発音ができなかったのだ。


    　いや、頭がバグっていたからだとか、安心院のせいにするのは男らしくない。一番の原因は、ぶきっちょな俺の舌のせいだ。


    　そのうえ、英文の音読のときに「psychologyサイコロジー（心理）」という単語が出てきて、Ｒの発音に集中していた俺は、Ｒが入ってない単語だったもんでうっかり油断した。そして「ぷしちょろぎー」と発音するという、基本的すぎる大ポカをやってしまったのである。


    　俺が凍りついた瞬間、リンゴーン、と重厚なチャイムの音が響いた。続いて「遠き山に日は落ちて」が流れてきた。天窓から入る太陽の光はずいぶん弱くなり、空はオレンジから赤みを増していた。部屋が薄暗くなりはじめていたので、中央講義室には明かりがついていた。天井のガラスをはめている枠にＬＥＤがびっしり埋まっているので、コンビニみたいに明るい。


    　シャーリー先生がニコッとほほえみながら、白い指先で教きよう鞭べんを折れそうなほどにしならせて、


    「ミスター千せん石ごく、Seeシー youユー tomorrowトウモロー.（ではまた明日）」


    　と言った声が、わずかに低くて怖かった。ああ、明日もか、でしょうね、っていうか俺はいつになったら補習クラスを脱出できるんだろう……と途方にくれながら、


    「シーユートゥモロー、マム」


    「トゥッモルォォー！」


    　うわー、ここにもＲの発音がひそんでいたあ！


    「下校時間を過ぎての生徒の居残りは厳禁ですから、明日からはもう少し早く終わりましょう。では寄り道せずにお帰りなさい」


    「は、はい、さよなら」


    　これ以上Ｒの発音が出ないよう、俺は急いでカバンに荷物をまとめて図書館を出た。シャーリー先生は、最後に図書館のカギをしめる用があるので、これから順番に階段を下りていって各フロアに残ってる生徒がいないか見回るそうである。


    　ちなみに階段はどこにあるのかというと、建物の外壁と内壁の間にらせん状に置かれている。スクリーンや本棚の間にある非常口から出ると階段ホールで、外壁はすべてガラスがはめこまれているから、外の景色を見ながら空中を歩いているような感じで階段を上り下りできるんだそうだ。


    



    　でも俺は早く帰れと言われているので、興味はあったけどエレベーターで下りた。そしてばか正直に急いで、小走りに図書館を飛びだした。


    　薄暗かったうえに急いでいたせいで、俺は目の前にしゃがんでいた女子が見えなかった。もう下校時間で、まさかまわりに人がいるだろうとも思ってなかったのだ。


    「きゃあ！」


    「わっ、ごめん！」


    　彼女は俺と向かい合わせの状態で後ろにすっ転んだ。しゃがんでいて体を丸くしていたので、背中からころんと転がり、ゴツンといかなかったのは幸いだった。ただ、ころんと勢いよく転がったので、スカートがくるりとまくれ上がってしまった。


    「きゃっ……！」


    　彼女はあわてて身を起こし、スカートのすそを両手でギュッと押さえた。長い三つ編みの、おとなしそうな女の子だ。真っ赤になって、涙目になっている。


    　まわりには花が散らばっている。二十センチぐらいある大きな赤い花だ。長い茎がついてる。スカートを押さえる彼女の手には、緑に染まった軍手。そして緑の徽き章しよう……園芸科の生徒みたいだ。見ると、タイツが破けてしまっている。
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    「うわああああっ、ごめん！　すみません、ケガはっ？　どうしよう、まずは保健室、あっ、タイツも弁償します！」


    　彼女は、思いっきりうろたえた俺にびっくりして、呆ぼう然ぜんと見上げていた。それから、おどおどしながらも、軍手のこぶしを口もとにあててくすりと笑った。


    「いいんです。タイツは、さっき花壇の柵に引っかけて、もう破けてたんです。ここの作業が終わったらはきかえるつもりで……。心配させてしまって、すみません。ありがとうございます……優しい方なんですね」


    「いや、優しいっていうか、俺がぶつかって転ばせたのは事実だし。すみませんでした」


    　俺はとりあえず、まわりに散らばっていた花を集めた。全部で十本以上あるうえに、茎が数十センチぐらいあって、集めるとひと抱かかえの花束みたいになった。


    「い、いえ、わたしこそすみません。ここ通路なのに、図書館にはもう誰も残ってないと思ってふさいでしまったから……。あっ、もしかして補習クラスの方ですか？」


    　焦あせり気味に彼女は立ち上がり、俺は、集めた花を彼女に渡した。


    「うん、今日入ったばかりですけど。あ、これ花。これで全部だと思うけど……」


    「シャーリー先生の補習クラスなら同じ１年生ですよ。敬語はいいです、照れくさいです」


    　落ちついた感じの娘こだが、同じ学年だったのか。そして自分は敬語なのか、別にいいけど。


    「それと、この花ですけど……アマリリスの花が終わりかけていたので、球根を太らせるために切ったんです。よかったらおすそ分け、もらってください」


    「えっ、いいのか？」


    　姉が花を好きなので、思わず声がはずんでしまった……い、いや別に姉のことなんてどうでもいいけど？　物をもらったらふつううれしいもんだし？　彼女はおどおどとうなずいて、


    「は、はい、もしよかったら……ですけど」


    「もちろん！　花が好きな奴がいるんだ。すごくありがたい。だけどこんな立派な花、こんなにたくさんもらってもいいのか？」


    「はい、花は喜んでくださる人のところへ行くのが一番幸せですから。あ、でも……ほんとは包装フィルムやリボンできれいにラッピングしてお渡しすべきなんですけど、もう下校時刻で園芸科棟まで取りに行けないので、裸のままですみません」


    　園芸科棟は敷地の一番奥にある。一番奥に圃ほ場じようや花壇があるからだ。


    　園芸科では花を育てるだけじゃなくて、花屋さんみたいに花を包装したりも勉強するんだなあ。うちの高校は規模が大きすぎてほかの科のことをあまり知らないが、その中で園芸科は、学校のあちこちの花壇や大噴水のまわりのイングリッシュガーデンで、水やりをしていたり花がらつみや剪せん定ていなどの手入れをしているので、見かける頻ひん度どが高い。男女半々ぐらいの感じだ。


    「タダでもらうのに、そこまでしてもらうなんて悪いよ。下校時刻ギリギリまで世話してるような大事な花なら、なおさらだ」


    「いえ、わたしが好きでやっているだけです。虫食いを見つけたり花がらを取ったり肥料をやったり、花は手をかけるほど応えてくれるので、うれしくて……」


    　彼女はそう言ってから、ふと何か思いついたように顔を上げた。


    「えっと、補習クラスに入ったっておっしゃってました……よね？」


    「おっしゃってましたが」


    「わたし、あの、春はる山やま野の菊ぎくといいます。いつもここで花の手入れをしているので、次はちゃんとかわいくラッピングしてお渡ししますね」


    「いや、そんな気をつかってもらわなくても……あ、俺は千せん石ごく新あらた」


    　自己紹介をしたところで、図書館のガラスの窓ごしに、シャーリー先生が階段を下りていく姿が視界に入った。もう五階ぐらいまで下りてきている。ぐずぐずしてたら俺も春山も、早く下校しなさいって怒られてしまう。俺のせいで怒られたら申し訳ない。


    「シャーリー先生がもうすぐ出てくるみたいだから、春山も早く帰ったほうがいいぞ。花ありがとう、ぶつかってごめんな。じゃっ……」


    「そうですね。もう遅いし、幽霊に会ったら怖いですもんね」


    「幽霊っ？」


    　何気ない春山の言葉に俺は引っかかり、ダッシュしかけた体の重心を気合で後ろに戻して止まった。


    「園芸科にも幽霊の噂うわさがあるのか？　ひょっとして金髪の？」


    「それそれ、そうです。イングリッシュガーデンによく出るらしくて、わたしも造園実習の早朝当番のときに一度、目撃したんです。近づくと突然消えてしまったんですけれど、金髪で、小学生ぐらいの女の子で……」


    「白い着物の！」


    「水色ワンピと白いエプロンのアリス風の……」


    　あっれー？　三人目の幽霊ってことか？　しかもアリス風って、不思議の国のアリスのモデルになったアリス・リデルの幽霊？


    　いやいや、そこにはバグがあるぞ。アリス・リデルは黒髪ブルネツトだし、そもそも享年八十二である。落語か何かで「源頼朝十四歳のときのしゃれこうべ」みたいなギャグがあるが、それに近いものがあるぞ。アリス風の金髪少女の幽霊がイングリッシュガーデンにいるってのは、いかにも絵になるだろうけれども……。


    



    　どうにも引っかかる。シャーリー先生に出くわさないよう今日のところは急いで帰ってきたけれども、そのうちハッキリさせないと気になって夜も眠れない。


    「ただいま」


    　モヤモヤしながら、俺は片手にカバンをさげ、もう片手で十本以上のアマリリスを丸太みたいに脇にかかえて、家に帰ってきた。この格好でバスと電車を乗りついだから、結構注目を浴びまくってしまい、家に着くころには精神力がすり減っていた。他人に注目されるのは苦手なのだ、緊張してしまうから。


    　俺の家は十階建てのマンションの五階だ。ちなみに七なな緖おは七階に住んでいるので、毎朝階段でうちまで下りてきて、姉を迎えにくるという日課になっている。


    「あらたん、お帰り」


    　家に入ると、姉は居間のでかいクッションにもたれてテレビを見ていた。先に家に帰って、とっくに私服に着替えている。家の中だから、ラフな格好だ。


    　クッションの前にはローテーブルがある……要するにちゃぶ台だ。姉は家の中では車くるま椅い子すを使わないので、我が家は床上暮らしメインのライフスタイルだった。


    「あらたんはやめろ、それからこれお土産みやげ」


    　俺は姉の上に、どさどさっとアマリリスの束を落とした。姉は目を真ん丸にして、アマリリスを手に取った。


    「わあ、きれい。これどうしたの？」


    「中央図書館に行ったら、園芸科の奴にもらった」


    　補習を食らっていることは姉には内緒なので、俺はちょっとぼかして答えた。


    「あ。ひょっとして、一年生の三つ編み二つの、おとなしそうな娘？」


    「春はる山やま野の菊ぎくとか言ってた。知ってるのか？」


    「わたしも図書館に行ったとき、ときどき花をおすそ分けしてもらったことがあるわ。七緖ももらったことがあるし、そういえば教卓の花もだいたい春山さんのじゃないかしら。安あ心じ院むさんと火ひ村むらさんが、シャーリー先生の補習クラスのときによく会って、花をもらうらしくて……その花を家政科棟に持って帰って、あちこちのクラスに配ってくれてるのよ。花を捨てるのはかわいそうだし、切った花は枯れるまでに一人でも多くの人に見てもらいたいし……って、三人ともすっごく優しいわよね」


    　姉はアマリリスの茎をまとめて花束にして、抱かかえながらほほえんだ。姉の笑顔はアマリリスよりも晴れやかで、人をこんな幸せな笑顔にしてくれるなんて花ってすごいと思ったし、そんな幸せをみんなにおすそ分けしてくれるなんて春山はいい奴だなって思った。


    「お袋は？」


    　姉の笑顔が気恥ずかしくて、俺はちょっと視線を外しながら会話を続けた。


    「忘れたの？　今週は夜勤のシフトって言ってたじゃない。だから晩ごはん何か取ろうと思うんだけど、中華とピザとどっちがいい？」


    「病院勤めも大変だな。じゃあ、これは俺が花か瓶びんにさしておくか。それと晩飯はピザがいい、こないだのやつ」


    「お姉ちゃんのスペシャルオーダートッピング『ゴールデンピザ』？」


    「それ。わりとうまかった」


    　俺は台所からガラスの大きな花か瓶びんを持ってくると、姉からアマリリスを受け取って、花瓶に水を入れてさした。別れ際に春はる山やまが「切り花は茎の先を水の中で切ると、水を吸い上げやすくなって長生きするんです」とか教えてくれたので、そのとおりにやってみる。


    「ゴールデンピザのトッピングって、パインとコーンとたまごにダブルチーズ、お子様向けのトッピングばっかりだから、高校生にもなってこんなガキっぽいピザ食えるかー、ってちゃぶ台返しされるかと思ってたわ。あらたんが気に入ってくれたんならよかった」


    　姉はニコニコしている。俺がピザを好きって言ったぐらいで、何をそんなにうれしそうにしてるのかわからん。俺が幼稚園のころ、がんばってピーマンを食べるのを姉が見守ってるときも、こういう目をしてた気がする。ということは、十年以上たっても俺は子供扱いされてるってことか？　ここはビシッと言っておかないと……。


    「あのなあ、それは高校生にもなった男に適切なニックネームじゃないだろ？」


    「高校生にもなった男子なら、服ぐらいちゃんと着なさいよね。なんでいつもシャツのすそがズボンから片方はみ出してるの？　そして、なんでボタンがいつも一段ずれてるの？　お姉ちゃんが朝直してあげたのに！　あえてだか何だか知らないけど、その幼稚園児以下の服装は高校生としてどうなんですかぁ？」


    　はうあっ！　まさかの、姉からのビシッとした反撃をもろに食らって、今けっこう精神的ダメージを食らったぞ。


    「べ、別に裸じゃなきゃいいだろ。服装が乱れてるぐらいで死んだ奴はいないし、ほらどうせもう脱ぐし！」


    　姉がうるさいので、俺はとっととワイシャツを脱ぎすててタンクトップ一枚になった。姉は、やれやれと苦笑する……あれっ、逆に子供扱いに拍車をかける結果となってしまった？　俺はひょっとして、墓穴を掘ってしまった？


    「もう、あらたんはちっちゃいころからほんと頑固ねえ。わかったわ、服のことはもう言わないから、かわりに耳かきだけさせなさい」


    　そう言うと、姉は床に座ったまま、立っている俺の腕を引っ張った。姉はきゃしゃだが、足が動かないぶん腕を使うことが多いので、結構腕力がある。俺はよろけて、ビーズクッションの上にぽっすんと倒れた。すると姉は俺の頭を器用にひざに乗せ、ローテーブルの上に置いてあったリモコン立てから、いっしょにさしてあった耳かきを取った。


    「さーて、狩りハンテイングを始めようかしら」


    「ぶっそうだな！　っていうか別に耳かきとか必要ないし、姉貴もう宿題したのかよ！」


    「ブッブー。あらたんの前回の耳かきは先週だったから、もうそろそろやらないと耳の中がかゆくなるわよー」


    　耳がかゆくなるのも困るが、姉に耳かきをされると、くすぐったくて何か腹の底あたりがモゾモゾするので苦手だ。それに案外姉はぶきっちょで、結構痛いのだ。


    「それにお姉ちゃんの宿題は今日は栄養学のメニュー作りと英語の音読だけでーす、もうすませましたー。あらたんは音読はどうなの、補習でＲの発音はちゃんとできるようになった？」


    「なんで俺がＲの発音で補習食らったって知ってんだよ!?」


    「それで今日、いっしょに帰らなかったんでしょ？　シャーリー先生が教えにきてくれたのよ、弟さんをお借りしますが不都合ありませんかって。七なな緖おが『もちろん』って」


    　おお、ちゃんと姉のことも把握して気をつかってくれていたのだ、シャーリー先生。


    「……いや。明日もまた補習だけど……」


    「まあ、なかなかうまくはいかないわよね。風船ガムをふくらませるときみたいに、何かコツを摑つかめば一気にうまくなるけど、そこのブレイクスルーが難しいってのはあるわよね」


    　姉の言うことはなかなか的を射ている。なんかこう、越えられない見えない壁みたいなものがあるのだ。それが俺の中にひそむバグだと思うので、つぶしたい。でもこのバグをつぶすと、補習クラスは卒業となって安あ心じ院むに毎日会う理由がなくなるわけで……いや、でも安心院に毎日「この人まだＲの発音できないんだ」と思われるのもキツいわけで。


    「ということで、あらたんの耳がよーく発音を聞きとれるように耳かきしてあげましょうってわけ。お姉ちゃんの心づかいに感謝しなさいよぉ～？」


    　そう言って、姉は俺の耳をほじくりはじめた。それで姉は、あんなに執しつ拗ように耳かきをしてやると言ってきてたのか。自分が一番大変なはずなのに俺の補習のことまで心配しなくても……って、痛い痛い痛い！


    「おいっ、痛い！　強すぎる、ヘタクソか！」


    「まあまあ、これぐらい痛いのがだんだん気持ちよくなってくるんだって。七緖も絶賛の耳かきなんだから、お姉ちゃんに任せなさい」


    「七緖にもしてるのかっ？」


    　あいつのことだ、絶対よこしまな考えに決まっている。髪は黒髪ストレートだし背は高いし色白で顔立ちは涼しめにととのっているから、電車の中とかですれ違う他校の男子も女子も「うわっ超美人」とか「超クール」とかざわめいているし、七緖は姉以外の人間に興味がないので（十年以上のつきあいがある俺ですら「霧きり絵えの弟」だし）冷ややかに視線すら向けないし、それがまた超クールだとか大人っぽいだとかどよめかれているが、しかし俺は知っている。


    　七緖はすごいかわいいもの好きで、パンツは必ずピンクでレースがついてるキャラクターものだ。リボンのついた猫とか花のついたウサギとかの顔が、お尻しりのところにででーんとプリントされている。旅行に行くとご当地キャラのパンツを必ず買ってくるのが趣味らしい。なんで俺が七緖のパンツを知ってるのかというと、新しいのを買うと必ず五階のわが家に遊びにきて姉に見せびらかすからだ。そして姉にもおそろいではくよう強要しているのだが、姉は「うーん、また今度」とそれとなくかわしている。


    　いや、七なな緖おのパンツの話などどうでもいい。俺が言いたいのはつまり、あいつは見た目に反してかわいいものが好きだから、姉のことも大好きだって話だ。いや、俺が姉のことをかわいいとか思ってるわけじゃないぞ？　実の姉をかわいいと本気で思ってる弟なんて、あたかも男子が友達を家に呼んだときに家にそいつそっくりの妹がいて、友達が「あっお邪魔しますっ」って気をつかってあいさつした瞬間に、一オクターブ低い声で「おまえら、妹に手を出すなよ」ってそいつに言われた「あっえっ……お、おう」みたいなもんだ。たとえが長くなったが、つまり俺の主観ではなく、客観的に見て姉がかわいいという意味で言っている。


    　だから七緖はそんなかわいい姉のひざの上で耳かきをしてもらいたいので、痛くても下へ手たでも我慢して「うーんちょうどいいわ、気持ちいいわ、霧きり絵えは耳かきの天才ね」とかいいかげんなことをぬかしているのだろう。そのしわよせが今、俺に来てるというわけだ。耳の中が、ドリルでほじくりかえされているかのように痛い。


    「お姉ちゃん、耳かきは得意なの。わたしに見つけられない耳アカはないって感じ」


    　自分の実力に寸分の疑問も感じていない姉のあやうさに、俺は生きた心地ここちがしなかった。


    　生きた心地がしない理由は、それだけではなかった。姉の乳が巨大すぎて、俺の顔の上にぽにぽにと接触するのだ。とくに下乳の部分がものすごくやわらかいのが、どうにも気になる。


    「……あの、まさかとは思いますが、下着のご着用をお忘れでは？」


    「ふつう家の中でしないわよ、結構胸にくいこんで苦しいもん」
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    　俺の顔を見てしゃべろうとしたのか、姉が少し身を乗りだした。すると、俺のほっぺが姉の乳肉でぷにーと圧迫されることとなる。


    「ちょっ、もういい！　終われ！」


    「よくないわよ。ほらここ、おっきいのあった」


    　俺はもがくが、本気で暴れたら、言っても男と女の力の差はあるから、姉をケガさせたりするかもしれないので、本気で抵抗はできない。姉にあっさり押さえつけられて、耳の中をぐりぐりされた。耳の中をよく見ようとして姉が前のめりになっているので、ほっぺには乳がぎゅうぎゅうと密着しているし、姉の息が耳にかかって、なんかもぞもぞとこそばゆくてたまらない。少し逃げようとして体を動かすと、姉に引き戻された。


    「だめっ、まだ動かないで！　ケガしちゃうでしょ！」


    　そして姉の耳かきが、ごそごそと俺の耳穴をひっかく。


    「もうちょっと、もうちょっとで取れっ……あっ、やだ、おっき……」


    　姉はせっぱつまった声で、俺の耳クソの実況中継をしている。


    「何これぇ、やだ、おっきすぎるぅ～！　無理っ、こんなの出せないぃ～！」


    「おい」


    「あっだめ、動かないでったら！　いけそう、いけそうなの！」


    「姉貴、うるさい。黙って耳かきできんのか」


    「あっ、やっ……よしいけるっ、出る出るっ……」


    「なんでこのうるさい耳かきを七なな緖おが絶賛してるんだろう」


    「出たぁぁぁーっ！　見てこれ、すごいおっきい！　新記録かも！」


    　姉が無邪気のかたまりみたいな笑顔で、手のひらにでっかい耳アカを乗せて俺に見せてきた。めっちゃ得意げな顔で、フンスと鼻息の音がしそうだ。ゴキブリとってきた猫ってこんな顔するよなあ、と思った。


    「あーよかったな、すごいすごい」


    「もー、あらたん全然感動してないでしょ？」


    「俺は耳クソに感動できるほど感動屋さんじゃないもんでな」


    「ぶーぶー思春期の弟がクール気取っててつまんないですぅ～」


    「耳クソに熱い涙を流す弟のほうが気持ち悪かろう」


    　俺がそう言うと、姉はふと黙ってしまった。耳かきをする手も、ぴたりと止まっている。


    　あれ？　耳クソに感動しなかったことに、本気で怒ってるんだろうか？


    　ちょっと気になってちらっと姉のほうを横目で見ると、姉はなぜかすごく深刻な表情をしていた。


    「……あらたん。補習クラスのことだけど、わたしに遠慮ならしなくていいからね」


    「いきなり何の話だよ」


    「わたしの自意識過剰かもしれないけど、あらたんはクール気取ってるけどわたしのこといつもすごく心配してくれてると思うの。今日あらたんが家政科棟にいたのも、補習に行くけど大丈夫かって確認しにきてくれたんでしょ？」


    　厳密にはそうではないが、まあ結果的にはそうなった。


    「わたし、七なな緖おと二人でちゃんと帰れたわ。七緖はすごく優しいし気をつかってくれるし、わたしもあらたんが思ってるほどか弱くないのよ。これから受験で実践英語はどんどん大事になるって、今日シャーリー先生も言ってたわ。あらたんが将来なりたい夢を実現するために、わたしのことは気にせずに補習をがんばってほしいの。家であらたんの音読の宿題を隠れて聞いてると、Ｒの発音以外にも微妙なところたくさんあるから……」


    　うっ、姉にはやはり聞かれていたのか。今日も「ぷしちょろぎー」と言ってしまったし、発音が全体的にまずいのは自分でも自覚はしている。


    「ロボットのことってよく知らないけど、ニュースとか見てると、マサチューセッツ工科大学とかがすごいんでしょ？　そこのえらい先生とかと話すのに英語いるでしょ？」


    　すごいな、姉。俺が今まで一度も言えたためしのないマサチューチェッチュ（脳内でも言えてない）をすらすら言えるか。だがロボットに興味のないはずの姉がそういうニュースを見てるってのは、やっぱり俺はかなり心配されてるんだろうなあ。それこそ姉が「俺が思ってるほどか弱くない」んなら、俺だって「姉が思ってるほどガキじゃない」のに。


    　そして、姉の言ってることがわりと的を射てるってのもまたシャクである。


    「それぐらいわかってるよ、いちいちうっせーよ」


    「ほんとにわかってる？　わたしのことはいいから、ちゃんと補習受けなさいよ？」


    「わかった、わーかった」


    「あっ、そういえばあの子もたしか補習クラスだっけ……あらたんがサボってないかどうか、毎日安あ心じ院むさんにチェック入れるからね？」


    「ぬあっ？」


    　予想してなかったタイミングで安心院の名前が飛びだして、思わず変な声が出てしまった。その瞬間、姉の眉まゆ毛げがいたずらっぽく、ぴこん、と上がった。


    「むむ？　なーに、今の反応？」


    「い、今の反応って何だよ！」


    「安心院さんのこと、ひょっとして気になっちゃってたりする？　かーわいいもんねぇ彼女、あらたんの好みど真ん中って感じ」


    「勝手に俺の好みを決めるな！」


    　めっちゃ大正解だが、そんなことは死んでも言えない。姉は意地悪っぽく笑いながら、俺の顔をのぞきこもうとして、ぐぐっと前のめりになってきた。


    「ごまかしても無駄無駄、わたしに見つけられない耳アカはないって言ったでしょ？　お姉ちゃんパワーは何でもお見通しなんだからねっ」


    　すごいな、お姉ちゃんパワー。万能すぎか。


    「あーもう、うっせー！　そんなんじゃねーから！」


    　押しつけてこられる姉の乳を振り払いつつ、俺はさっさとこの場を退散しなければと思って動こうとした。が、乳を振り払ったはずみに、


    「ひゃあんっ！」


    　姉はびっくりして、手にしていた耳かきを取り落としてしまった。ころころっ、と耳かきが俺の視線の先へ転がっていくのが見える。


    「もうっ、耳かきが落ちちゃったじゃない。まだ片っぽの耳が残ってるでしょ、おとなしくしてなさいよね！」


    　姉は怒りながら、俺の頭をひざに乗せたまま、そっちへ腕をのばした。


    　むにゅう。思いっきり前のめりになった姉の乳は、俺の頭を越して、鍾しよう乳にゆう石せきのように顔の正面に垂れ下がった。耳かきを取ろうと腕を下げると、その乳肉は押しやられて、俺の顔にぎゅむむむむぅ、と密着する。


    「うぐー！　うぐぐー！」


    「もうっ、暴れないで！　取れないでしょ！」


    「うぐぐぐぐー！」


    　もがいてはみたが、本気で暴れられないので脱出できないし、姉は自分の乳肉の容積をおそらく理解していないので、俺が窒ちつ息そくしていることに気づいてない。俺も夏になると身長が小さいなりにも伸びるんだが、自分のサイズが変わってることに慣れなくて、ドアを抜けるときに肩をぶつけたり、学習机の足もとにある棚から辞書を取ろうとして頭をぶつけることが何度もあった。ということは、姉の乳もまだ巨大化してるのか？　すでに破裂寸前の水風船みたいになってるのに？


    　遠のく意識の中に、お花畑が見えてきた。お花畑の向こうに、白い着物を着た金髪の女の子が立っていて、俺のほうにおいでおいでをしている。ああ、やっぱりあの娘こは幽霊だったのか……それとも、バグをつぶさなきゃ気がすまない俺がこの世に残した解けないままの謎なぞ、最後の心残りってやつなのか……？


    　いや待て。そうだ、バグをつぶさないまま死ねない。あの金髪の少女の幽霊が何なのか、確かめなければ。何より俺がもしこのまま死んだら、警察の検死報告書の死因の欄に「姉の巨乳による窒息死」と書かれてしまう。


    　今死ぬわけにはいかない。生きねば！


    「うんがー！」


    「きゃあ！」


    　最後の力をふりしぼって、俺は姉の乳の下からゴロゴロゴロッと転がりだした。脱出成功だ。姉はびっくりして、ほっぺをふくらませ怒っている。


    「もうっ、いきなり何なの？」


    「あ、これ。耳かき」


    　俺は脱出したついでに、姉が転がした耳かきを取ってやった。


    「あら、ありがと。どうしたのあらたん、顔色が青紫色よ。幽霊みたい」


    「さて、誰のせいでしょうねえ」


    「幽霊といえば、家政科棟に幽霊が出たのよ。知ってる？」


    　ぴくっ、と俺の耳が動いた。


    「フランス革命時代風のドレスの？」


    「それそれ、あらたんも知ってたのね。工学科には出る？」


    「いや。……姉貴は、見たことあるのか？」


    「姉貴じゃなくて、お姉ちゃんって呼んだら教えてあげる」


    「何だよそれ、今の話とそれ関係ないだろっ？」


    「だってあらたんが急に大人っぽくなっちゃったからお姉ちゃんさびしいんだモン♪」


    　何がモンだ、何が。……とはいえ、バグをつぶすには情報が必要だ。『姉貴』で統一するとは決めたが、あの世から帰ってくるぐらい気になるバグを消すためならば。


    「お、お、お……お、姉、ちゃん……！」


    　やばい。少し前まではふつうに呼んでいたのに、意識してしまうとなぜか恥ずかしい！


    「はい言ったー！　お姉ちゃんいただきましたー！」


    「なんでそんなにテンション高いんだ」


    「じつはわたしも見たことあるのよ、その幽霊」


    「話バラバラだな。しかもなんでひそひそ声だ、テンションの落差激しすぎだ」


    「わかってないわね。怖い話は、ひそひそ声で聴く人を集中させるから怖さが増すのよ」


    「そんなテクニックいらないから、ふつうに話せよ」


    「さては怖いな？」


    「怖くねーし！」


    「はいはい、じゃあふつうに話してあげまちゅからね」


    　姉は俺の背中をポンポンとたたく。なんで赤ちゃん語だ、弟だからって見くびるなよな。


    「家政科全学年参加の服飾コンテストがもうすぐだから、今みんなドレスとか縫ぬってるんだけど、七なな緖おが裁さい縫ほうが苦手で全然進んでなくて、いつもより一時間早く出て被服実習室で仮縫いを手伝った日、あったでしょ？」


    　あった、たしか先週だ。俺も同行するため一時間早起きさせられたのでよく覚えている。


    「課題前とか文化祭前とか、どうしても必要なときは先生の許可さえ取れば、下校時刻後も残れるのよ。でもみんな幽霊が怖いから居残りはしなくて、わたしも怖いから、それで朝にしたの。だけど、朝なのに幽霊が出たのよ……恨めしそうな顔で、被服実習室の外からのぞいてたの。わたしも七なな緖おも噂うわさは聞いていたから『あれだ！』って思って……。あらたんに言ったら『ロボットの時代に幽霊とかバカかよ』とか言われそうだったから言わなかったんだけど、あらたんも興味あったんだ？」


    「べ、別に興味あるとかじゃないが……」


    　いや、これだけ胸に引っかかってるってことは、興味があると言っていいのかもしれない。好きの反対語は嫌いじゃなくて無関心、って言葉もあるし。


    「それって、やっぱ幽霊っぽいのか？　ほかの何かではなく？」


    「みんな幽霊だって言ってるし、幽霊でしょ。七緖が捕まえようとして、すぐ窓を開けて外に飛びだしたけど一瞬で姿が消えたって言ってたし」


    　どんだけワイルドなんだ、あいつは。幽霊をトンボか何かだと思ってんのか。


    「わかった、サンキュー」


    「こら待ちなさい、まだ耳かきが半分残ってるってば」


    　まだ忘れてなかったのか。姉に腕を引っぱられて、俺はしぶしぶ姉のもとに戻り、ふとももの上に頭を置いた。ふわっ、とスパッツに包まれた姉のふとももが、俺の頭を受け止めた。


    　姉のふとももはすごくやわらかい。歩けないので筋肉が落ちているせいだ。昔、姉はかけっこが速かった。ずきん、と胸が痛くなった。


    



    　俺は自分語りが好きではないが、正直に告白しよう。俺なんかに興味ないかもしれないが、誰かに告白しないとたまにすごくつらくなるんで、聞いてほしい。


    　うっかり狩かり谷やには白状してしまったが、俺がロボット工学の道を選んだのは姉のためだ。もちろん姉にはそうは言ってないし、俺自身もともとバグチェックが好きでロボットのプログラムもその延長線上にあるっちゃあるので、一〇〇パーセント姉のためってのではないが。


    　あれは俺たちがまだ小学生で、姉がまだ元気に歩けていたころのことだ。いつも七緖とかと同じ登校班で学校に行ってたんだが、その日、俺は学校に行きたくなくてだだをこねていた。体育が面倒くさいとか、そんなささいな理由だったと思う。


    　母親はあきれて、姉に「登校班に置いていかれるから、ほっといて先に行きなさい」と言った。だが姉は、俺を一人で行かせるのは心配だから、と待っていた。


    　そしてようやく、ぐずぐずした俺は姉に連れられ、学校へ向かった。途中に歩道橋があった。俺は歩道橋を先に立って上がってて、ガキだから調子に乗って駆け上がってたんだろう。姉が階段の下から「危ないわよ」と言った声を覚えてる。


    　次の瞬間、俺は歩道橋から下りてきていた人にぶつかった。ぶわっと大きく跳ね飛ばされて、空中で意識が静止した。これは死ぬな、って直感した。


    　だが、俺が階段に激突する前に、姉が間に飛び込んでいた。かけっこが得意だったからか、それとも姉がいつも言う「お姉ちゃんパワー」の力なのか、姉は間に合って俺は姉にぶつかり、姉とからまりながら歩道橋の階段を下まで転げ落ちた。


    　俺にぶつかった人は怖くなって逃げたっぽい。歩道橋のまわりにいた通勤途中のサラリーマンとかがあわてて駆け寄って、救急車を呼んでくれたりしたのは覚えてる。そう、俺は意識があったのだ。だが俺の下敷きになった姉は、頭から血を流していて意識がなかった。


    　結局、俺は左腕と左の鎖さ骨こつ、それから肋ろつ骨こつを何本か折っただけですんだ。だが姉は集中治療室に運びこまれ、何とか命は助かったが、背骨を折って歩けなくなってしまったのだ。


    　昼間、家政科棟で安あ心じ院むが階段から落ちたときに必要以上に俺が心配していたのは、そのときのトラウマのせいだと思う。


    　ｉＰＳ細胞が発明されて、再生医療ってやつがすごく進歩して、切れた神経も再生できるようになったらしい。神経の一種である網もう膜まくの再生手術はもうできるし、いつかきっと姉も再び歩けるようになるだろう。でも、再生医療手術の後遺症など安全性を確認できるまでには、まだ五年から十年ぐらいかかるらしい。運が悪ければ、実用化までさらに何年もかかることになる。そんなに待っていられない。


    　俺はバイオテクノロジーとかは全然わからない、俺にわかるのはコンピュータやプログラムのことだけだから、ロボット工学で、俺の力で、姉をもう一度歩けるようにしようと誓ったのだ。


    　俺が「流星群を観察しよう！」のイベントに行ったのは、流れ星に願いをかけに行ったのは、姉のためだ。あれは姉がケガをした直後で、あのころの俺は星に願うことしかできなかった。


    　だが流れ星はただの宇宙の塵ちりにすぎず、俺の願いを叶かなえてはくれなかった。けれども流れ星は俺に教えてくれた。目視で〇・二秒を測る方法と、自分の願いは自分自身でなければ叶えられないっていうことを。


    　だから俺は、がんばらなくちゃいけない。


    　だから俺は、Ｒの発音ができるようにならなきゃいけない。


    



    　翌朝、俺はいつもどおり七なな緖おと二人で姉につきそって登校した。


    　そして工学科棟に入ると、クラスの男子が二人、泣きそうな顔で駆け寄ってきた。たしかきのう課題の提出に間に合わず、今日までにやってこいと言われていた二人だ。


    「やった、千せん石ごくが来た！」


    「神様仏様千石様、助けてくださいー！」


    「……どうしたんだ？」


    　二人があまりにもせっぱつまっていたので、俺は気け圧おされてしまった。二人は俺の腕を摑つかんで、待ちきれないように機械工作室へ連れていった。


    「剣道ロボットのプログラムが完成しなかったから、家に持って帰って組んだんだよ。それを学校のコンピュータに入れて、いざ試運転と思ったら……」


    　機械工作室に入って、俺は呆ぼう然ぜんとした。


    　プログラムを表示しているモニタが、ゆらゆらと揺れていた。ブラウン管のアナログテレビを利用した古いモニタ、きのうも結構やばい状態だったが、今日はほとんど画面の文字が判読できないレベルでノイズが入りまくっていた。


    「アナログモニタがまとめてオシャカになってる？」


    「そうなんだよ、デバッグでどうにかならないか？　この状況ってどう考えても、俺たちが学校の窓ガラス割りまくるアホみたいに、いたずらで壊したって思われるよな？」


    　二人はすごくおろおろしていた。古いといってもコンピュータ機器だから、弁償となればかなりの金額になりそうだってのもあって、青くなってるみたいだ。


    　二人が壊したとは思わない。ここ一週間以上、調子が悪かったからだ。アナログモニタの入力端子はネジ式になっていて、ケーブルの被膜をはがしたりワイヤーをねじったりして接続しないといけないので、サビとかそういう原因で、電気信号がうまく伝わっていないのかもしれない。


    「これはバグっていうより、単なる故障だとは思うが……」


    「単なる故障が同時発生するか？」


    　そいつらに言われるまでもない、俺も同じ疑問を感じている。それは小学生のとき、たまたま学校の図書室で借りてきた探偵小説……シャーロック・ホームズだったと思うが、それが前後編で、犯人がわからないまま翌日まで悶もん々もんと過ごさなければならなかった、あのときのモヤモヤによく似ている。


    「これってさあ、最近家政科に出てるっていう幽霊のせいだったりして。深夜映画で見たことあるぞ、墓地をつぶして建てられた家の中でポルターガイストが起こるやつ。何も映らないノイズ状態のテレビがあの世への入り口で、テレビを通じて幽霊としゃべったりしてたぞ」


    「あ、それならアナログモニタだけまとめてぶっ壊れた説明がつくな。デジタルモニタは電波を中途半端に受信するってことがないから、映るか映らないかの二択で、砂嵐みたいなノイズにはならない。だから幽霊が俺たちに何かを訴えるため、アナログモニタを砂嵐にしたんじゃないか」


    　二人は真剣な顔で、そんな話をしている。工学科なのに本気で幽霊のような非科学的な物を信じているのか、それとも自分がモニタを壊したと思われたくないから幽霊のせいにしているだけか？　俺はやっぱり、幽霊なんて信じられない。このモニタが修理できれば、単なる故障であって幽霊なんて存在しないって事が証明できる。あの白い着物の女の子にしてもそうだが、幽霊なんているはずがない、納得できないバグは証明してつぶさなきゃ気がすまない。だから、持って帰って修理してみよう。


    　俺はとりあえずそいつらには別の機械を使うように言い、それから担任に、一台持ち出してもいいか聞いてみた。学校としてもモニタが故障してクラスの生徒の三分の一ぐらいが困って苦情が出てるし、かといって高価なモニタをまとめて買いかえるわけにもいかないし、その上アナログモニタの生産はもう終わっていて補修用部品の保管期間も過ぎているから、メーカーに問い合わせても修理できないことが多いらしい。何より修理代のほうが高くなるらしい。


    　だから、俺が修理を申し出ると担任は喜んで持ち出しを許可してくれたのだった。


    



    　ということで、今日は補習クラスが終わったら工学科棟に戻ってモニタを持って帰ることにした。一度工学科棟に戻るんだから、カバンは置きっぱなしで、英語の教科書とノートだけでいいよな……そうか、安あ心じ院むたちもそれで補習クラスに来るとき軽装だったんだな。家政科棟も工学科棟も、中央図書館より正門に近いから、どうせ帰りに寄るからってことだろう。


    「おーい、千せん石ごく」


    　二時間目の休み時間、俺は自分の席で本を読んでいたんだが、窓ぎわの席の男子に手まねきされた。何だろうと思ってそっちへ歩いていくと、そいつは窓を開けて、斜め下のほうを指さした。ちなみに俺たちの教室は二階なので、地上に何かあるようだ。


    「工学科棟の入り口で、長い黒髪にリボンつけたちっさい女子がさっきからウロウロしてるんだけどさー。図書館で見かけたことがある子なんだけど、ひょっとして補習クラスの女子じゃない？　ってことは、おまえに用があるんじゃない？」


    「黒髪にリボン？」


    　安心院だ、と瞬時に理解した。窓から顔を出して地上を見下ろすと、たしかに安心院がいた。家政科棟と工学科棟の中間あたり（つまり、俺がきのう金髪の幽霊を見たあたり）で、檻おりの中のトラみたいにうろうろしている。


    「ずっとぐるぐるしてるんだよ。用があるなら入ってくりゃいいのにな、むさ苦しい工学科棟に女子が入ってきてくれたら大歓迎なんだけどなあ」


    　いや、よその専門科棟に入りにくいっていうのは、俺も経験がある。それに、女子がいると聞いて教室の男子の半分ぐらいが窓に鈴なりになって、「結構かわいいじゃん」とか「胸がないのが惜しい」とか「だがそこがいい」とか、安心院のことを知りもしないのに（いや俺もよく知らないが）値踏みするようにあれこれ言ってるのを聞くと、どういうわけだかムカッとした。俺は急いで一階に下り、工学科棟を出た。


    「あ、千石くん」


    　安心院はホッとした表情で俺を見た。二階の窓で鈴なりになっているむさ苦しい男どもの視線に、ちょっとひるんで緊張している様子だ。


    「女子の姿を見るなんて久しぶりだ～！」


    「しかもすごいかわいいぞ。何、千石の補習クラス友達で確定なの？」


    「あんなかわいい娘こが補習クラスにいるなんて！　シャーリー先生だけじゃなかったのか、おいしすぎるぞ千せん石ごく！」


    「ああ、俺ももっとアホに生まれてきていれば補習クラスに入れたのに～」


    　アホとは失礼な。Ｒの発音ができないだけだ。安あ心じ院むだって方程式が苦手なだけで、頭の回転は速いし直感的な部分はドキッとするほど鋭い、つまり天才タイプじゃないか。


    　デバガメは二階の窓だけじゃなく、ほかのクラスや学年の窓からもいっぱい顔を出していた。しかもそいつらは事情を知らないので、


    「なーんだ、せっかくかわいいと思ったのに彼氏持ちか。解散解散！」


    「どんなイケメンを待ってるのかと思ったらあれが彼氏？　あれでＯＫなの？」


    「制服の着方がムチャクチャなんだが、じつはあれが彼女にモテる流行の最先端のオシャレだったりするわけ？」


    　などと勝手なことを言っている。安心院の耳にもそれは入って、


    「か、彼女っ……」


    　安心院は、かあああっと真っ赤になって、ぎゅっとにぎった手を所在なげに口もとに寄せた。これ以上、安心院をデバガメどもの好奇の目にさらすわけにはいかない。


    「こっちで話そう」


    　俺はそいつらの死角になるよう、建物の陰に入った。


    「あー、隠れた！」


    「ブーブー！　女子とどういう話をしてるのか、お手本見せてくれよー！」


    　激しいブーイングが聞こえてきて、安心院はとまどっていたが、


    「失礼なこと言ったかもだけど、ごめんな。女子が珍しくてテンション上がってるみたいだ」


    「は、はい」


    　まだとまどいながらも、少しホッとした様子でそう返事した。俺たちが見えなくなってすぐにブーイングもやんだ。外に出てきてまでのぞこうとするほどゲスい奴はさすがにいないようだ。これで安心して話ができる。


    「何してたんだ？　もしかしてだけど、俺に用事、とか？」


    　自意識過剰って思われるかな、と内心ヒヤヒヤしながら、俺はたずねた。すると、安心院は恥ずかしそうにこくりとうなずいた。ああ、よかった。


    「あの、シャーリー先生から伝言を頼まれたんです。今日の補習クラスは中止、って」


    「えっ、中止？」


    　俺はハトが豆鉄砲食らったみたいになった。きのうは「シーユートゥモルルルォー」とか言ってたのに、えらく突然すぎる。安心院は、もう一度うなずいた。


    「わりとよくあるんです。シャーリー先生、もうひとつ補習クラスを持ってるらしくて、そっちとの折り合いがつきにくいとか……」


    「俺たちのほかにも教えてるってことか？　だとすると、二年生や三年生ってこと？」


    「よくわからないんです。聞いてみても、まあそうですねー、って感じで……」


    「たしかにほかの学年なら、中央講義室はガラガラだからいっしょにやればいいよな。ザワザワしてうるさいようなら、壁パーテイシヨンで区切ることもできるわけだしさ」


    「わたしも言ったことあるんですが、そうもいかないんですよーみたいな感じで……」


    「皆といっしょに教えられないぐらい成績の悪い奴を教えてるのかな？」


    　だが、物もの部のべ高校は偏差値的には結構上のほうだ。トップクラスの進学校ほどじゃなくて、中の上あたりだが。でも、トップクラスの進学校に行けるレベルだけどものづくりがしたくて物部高校に来た、っていう生徒もいるから、たまにびっくりするほどの秀才も混じってる。そいつらが底上げしてるから、結構受験は難関になる。つまり、そこまで成績が悪かったら入学試験は受からないはずなので、それはそれでおかしい。


    　まあ今日補習クラスがないなら、モニタの修理の時間がゆっくりとれるってことだから、助かるっちゃ助かる。……安あ心じ院むに会えないのが残念とか、思ってないし。


    　そのとき、チャイムが鳴った。休み時間の終わりだ。安心院といるとあっという間に時間がたってしまうようで、俺はびっくりした。


    「おっと、引き留めて悪い。じゃあ、また明日な」


    「いえ、あのっ……ま、待ってください！」


    　工学科棟に戻ろうとした俺の上着の袖そでを、安心院が意を決したようにぐっと摑つかんだ。がくん、と俺の重心が後ろに引っぱられる。


    「な、何だっ？」


    　あわてて振りかえると、安心院はうつむいたまま顔を真っ赤にして、絞り出すような声で言った。


    「そのっ、また明日ではなくてっ……！　も、もしよかったら補習クラスとは別に、お話ししたいことがあるんですが……っ！」


    「は、話？」


    　ドキン、と心臓が躍った。


    「一瞬ですむ話なら、今でもいいけど？」


    　いかん、認めたくないが俺は期待している。期待しているからこそ、一瞬ですむ話なら……とか、期待していないかのようなそぶりを見せる自分が浅ましい。あたかも二月十三日に「バレンタインデー？　何だそれ、聞いたことないなー」と、周囲に聞こえるように大声で謎なぞアピールしている男子のように。


    「今じゃだめです。ほかの人が聞いてないところで、後で話したいんです……」


    「俺に？」


    「千せん石ごくくんでなきゃ、だめなんです……二人っきりでなきゃだめなんです」


    　安心院が、必死の表情で俺を見上げた。大きな目が不安そうに揺れている。


    「ふ、二人っきり、って？」


    　俺の全身から脂汗が噴ふきだした。妙に暑い、そして息苦しい。


    「だって安あ心じ院むって、いつも火ひ村むらといっしょじゃなかったか？」


    「今日は蛍けい子こちゃんにも内緒です、だから恥ずかしいけれど一人で工学科棟まで来たんです。放課後、あの……家政科棟に来てもらってもいいでしょうか？」


    　思いつめたような安心院の、真剣極まりない表情。ロボット工学以外のものに興味も経験もなかった俺でも、これはもしかして、と思ってしまうシチュエーションである。


    「ま、まあいいけど。じゃな、授業遅れるなよ」


    　俺はクールを気取って、なんかちょっと偉そうなことまで言っちゃったりしながら工学科棟に戻った。


    　が、内心は心臓ばくばくだ。教室に戻ったらクラスの奴らに取り囲まれて、すっごいゲス顔であれこれ聞かれた。


    「おい千せん石ごく、何の話だったんだよー」


    「なんで見えないとこに隠れたんだよー」


    「もしかしてキスですかっ？　千石さんったら不潔ー！」


    「うるせえええええ！」


    　俺にしては珍しく、腹から声を出してどなったのだった。


    



    　安心院が俺を呼び出すだなんて、火村にも内緒だなんて、いったい何なんだろう？


    　今まで経験したことのない状況なので、どう対応すべきか見当もつかない。いっそ逃げ出したいような気持ちにかられているうちに、無情にも時は流れ、放課後がおとずれた。


    　工学科の男子に詮せん索さくされるのが嫌だったし、安心院にも迷惑だろうと思ったし、何よりものすごい迷いと葛かつ藤とうがあったので、俺はすぐには家政科棟には行かなかった。


    　三十分ほど待ってあらかた生徒がいなくなって他人の目がなくなってから、意を決して家政科棟へと移動したのだった。


    「おじゃましまーす……」


    　家政科棟もひっそりして、人の気配がない。俺の声を聞いて、ちょっと奥のほうのドアから安心院がひょこっと顔を出した。不安そうな表情をしていたが、俺の顔を確かめると、ぱああっと明るくなった。


    「よかった！　ほんとに来てくれたんですね」


    「う、うん。待たせたかな、悪かったな」


    　全力で俺になついてくるような安心院の笑顔がまぶしくて、俺は視線をそらしながらとまどってしまう。安心院は、俺の胸のあたりにじっと視線を向けると、恥ずかしそうに小さな声で言った。


    「いいえ、わたしこそお忙しいのに呼び出ししてしまってすみません……。でも、きのうからずっと千せん石ごくくんのことが気になっていて……」


    　き、気になってるって、何が？　俺は今すごくドキドキしてるんだが、これはやっぱり告白とかそういうことなのか？


    「ここじゃだめですから、こっちに来てください」


    　安あ心じ院むに腕を引っ張られて俺が向かったのは、家政科棟の一階の廊下を工学科棟と反対側に歩いていって右手にある、ロッカー室だった。かなり広くて、スチールロッカーがずらっと並んでいる。そしてロッカーの扉には、文字合わせ錠がついていた。


    「ここでいいですね。誰もいないし……」


    　安心院はドアから外をきょろきょろ確かめてから、ドアの内カギをガチャッと閉めた。窓はあるが、窓の外にはヒマラヤ杉と塀しかないし、出入り口はドア二枚だけなので、ここを閉めると外から完全に部屋の中が見えなくなってしまう。ふと、俺は体操服がなくなったという噂うわさを思いだした。確かにこれだと、外部の者が文字合わせ錠の開錠番号を知るのは不可能だ。っていうか李り下かに冠を正さずと思っていたのに、今の俺は完全に李の木の真下にいる状態じゃないかっ？


    「あ、安心院、ここはちょっと……」


    　動揺しすぎて声がかすれ、安心院には聞こえていない。安心院は「よし」とつぶやいてポンと手をたたくと、


    「では、失礼しますね」


    　そう言って俺の前に立ち、いきなり俺の上着をべろんとめくり（ボタンをとめてなかったので）、続いてワイシャツのボタンを外しはじめた。何だこれ、何だこの展開！


    「うわあ！　何をする！」


    　この状況では、さすがに叫んだ。でも安心院は、人差し指を唇くちびるに当てて「シーッ」とつぶやく。そのときのクセなのか、ウインクというのではなく、眠るように優しく片目をとじる。そういえば幼稚園のときの先生も、「しずかにしてくださーい……はい、耳をすましてー……」って両目を閉じていたっけ。たぶんその系統のクセなんだろうけど、あまりにもかわいいクセなので、思わず固まって見入ってしまう。


    　俺が固まってるすきに、安心院はシャツのボタンを全部外し、えいっとひっぺがした。


    「失礼します。脱がないとケガしますからね」


    「ケガ……？」


    　イマイチ状況がのみこめてない俺を尻しり目めに、安心院はロッカーのひとつを開けた。ネームプレートに「安心院」と書いてある。その中には白いドレスや、小学校の給食当番のときに着たみたいな白衣が吊るしてあって、上の棚にはソーイングケース、下の棚にはスリッパが入っていた。ドレスは真珠みたいにツヤツヤ光って、かすみみたいなレースだかチュールだか知らんがいっぱい使われていて、ロッカーはほとんどそれ一着でぎっちぎちになっていた。


    「あ、このドレスですか？　服飾コンテストので、ウエディングドレスをイメージしてて……まだ仮かり縫ぬい中なので、ボロボロでお恥ずかしいんですけど……」


    　安あ心じ院むはそんな話をしながらソーイングケースを取ってくると、ロッカー室にいくつか置いてあった木のスツールに座り、もう一つのスツールの上にソーイングケースを置いた。そして自分のひざの上に、俺のワイシャツを広げて見せた。


    「ほら、このボタン。糸がほつれて、取れかけているでしょう？」


    　たしかに、シャツの一番下のボタンがぶらぶらしている。ふだんボタンなんてまともにとめないから、気にもしてなかったし気づいてもいなかった。だって一着の服を着るのにボタンを何個もボタンホールにくぐらせる繰り返し作業をするなんて、面倒くさいじゃないか。ネクタイも面倒だが、これは毎朝姉が「ネクタイは物もの部のべ高生としてのうんたらかんたら」とか言いながらしめるので、いちおうしめてきてる。でも自分ではしめ直さないから（というかしめ直せない）、放課後にはユルユルになってるし、体育があった日は結び直さずに丸めてズボンのポケットに入れてるけどな。


    　それにしても安心院は、よく俺も気づかないようなボタンに気づいたもんだ。


    「きのうから気になってたんです。でも、もしかして自分で気づいていたら指摘するみたいで失礼かなって思って……。でも家に帰ってやっぱり気になったので、明日お会いしてもしボタンがまだほつれたままだったら、気づいてないってことだからつけ直してさしあげなくちゃと思っていたんです」


    　それで安心院はきのうから、俺のほうをチラチラ見ていたのか。これでひとつ謎なぞが解けた、ひとつ俺の中のモヤモヤとしたバグがつぶれた。


    「そうだったのか。ありがとう、全然気づいてなかった」


    「よかった……。制服のシャツの貝ボタンってよく見ると、校章や学校名が線彫りされているものがあるので、落としちゃったらなかなか同じものが手に入らないんです。だから、早く補修しなくちゃってずっと気になってたんです。わたし、糸のほころびってすごく気になる性格で……自分でも細かすぎるかなって反省してはいるんですけど……」


    　安心院は恥ずかしそうに語りながら、ソーイングケースから針を一本、それから太めの糸を一本取り出した。それは何だか、俺はものすごーく共感する部分がある。


    「いや、それわかる。俺もバグがすごく気になって、夜寝れなくなるんだ」


    「千せん石ごくくんもですか？　よかった、自分が神経質すぎるんじゃないか、変なんじゃないかって思ってたんです。でも、千石くんといっしょなら全然変じゃないですよね。安心しました」


    　安心院はすごくうれしそうにほほえんだ。いや、俺が基準ってどうなんだろう。……とも思ったが、安心院が安心したっていうなら、まあいいか。それに俺も、安心院と感性が同じってのは、悪い気はしない、かも……。


    「それに、神経質かなとは思うけど、被服実習の課題を提出するときって、糸くずや針が残っているとすごい減点になるんです。だってお店で売ってる服に針が残っていたらケガをするでしょう？　だから最後に必ず『検針』っていうチェック作業があるんです。糸がほつれていたりして縫ぬい目がほどけてくるのもいっしょにチェックします、でないと着てるうちにジーンズのお尻しりがビリビリって裂けてきちゃったら大変ですから」


    「あっ！　服を買ったら中に入ってる『検針済』って書いた小さい紙って、そういうことだったのか」


    　プログラムのデバッグにそっくりだな。何でも物を作るときは、やっぱり最後のタイミングが一番大事なんだなあ。それに人としゃべるのが好きじゃない俺が、安あ心じ院むとは会話のタイミングが合って話をしやすい理由も、何となくのみこめた。こんなこと安心院に直接言ったらキモいと言われそうなので言わないが、俺たちは何だか似てるのだ。


    「それです。わたし、ちょっと偉そうですけど、わたしに見つけられないほころびはないってぐらい、検針には自信があるんです。というか検針以外、自信がないんですけど」


    　いやいや、その美少女さは自信を持っていいレベルだと思うのだが、そうか、家政科は女子しかいないから、自分の希少価値をわかってないんだな……と考えていて、ふと俺は鼻がムズッとした。


    「ぶぁっくしょん！」


    　思いっきりくしゃみが出た。肩が冷えたせいだろう。安心院はあわてて顔を上げた。


    「あっ、ごめんなさい、千せん石ごくくん。おしゃべりに夢中になってしまって……シャツを脱いでもらっていたから寒いですよね。すみません、すぐにボタンをつけますね」


    「いや、別に寒くないし大丈夫だが」


    　遠慮してそうは言ったが、たしかに寒い。安心院は細い針に白い糸を通そうとしていたが、なかなかうまく通せないみたいだ。安心院が苦戦してるっぽいので、ほかの専門科の人間が僭せん越えつながらとは思ったが、俺は口をはさんだ。


    「安心院、その糸結構太いんだが、もっと細い糸じゃだめなのか？」


    「ええ。ボタンの糸はあまり細いと布が切れてしまうから、二十番ぐらいの太い糸を使うんです。糸通しがちょっと見当たらなくて、すみません、ちょっと待ってください」


    　安心院は軽く口を開くと、桜貝のような小さな舌をちょっとだけ突き出した。そして糸の先を少し舐なめて固定すると、唇くちびるをとがらせて糸の先を全体的に湿らせ、そのままちゅぽんと引き抜いた。それを右手の親指と人差し指の指先ではさんで何度かこすると、片目をつぶり、針の穴をめがける。


    　あまりにも精密な作業に、安心院はもちろん俺まで無言になって、息をのんでそれを見ていた。糸が少しでも穴からずれると、太い糸の先が割れてしまう。


    「ああ～、また失敗しちゃった……」


    「俺がやってみようか。初めてだからヘタクソかもしれないけど」


    　見ていられなくて、俺は木のスツールを一個引いてくると、安あ心じ院むの近くに座った。


    「そうですか？　すみません、お願いします」


    　安心院は俺に針と糸を渡した。それで俺はそのまま針に糸を近づけてみる。人がやってるのを見ると俺ならうまくいきそうなのに、って思うが、いざやってみると確かにこれは厳しい。摩ま擦さつが微妙に嫌な仕事をする。糸を穴にぴたっと当てても、そこからまっすぐに押していかないと、少しでも斜めになると摩擦の差で糸がクルッと曲がって穴から勝手に外れてしまうのだ。これはなかなかイライラする。


    「ううー、やっぱり圧倒的に穴が小さい気がする」


    「だめだったら、無理しなくても糸通しを捜しますから……」


    「いや！　糸の先をとがらせたらいけるかも！」


    　そして、単純なだけに案外これはムキになる。俺はさっきの安心院のまねをして糸の先を舐なめて、先をこよりのようにより合わせ、細くとがらせて、再挑戦した。


    「いくぞ……！」


    　そーっ、と俺は糸を針に近づける。安心院が至近距離から、じっとそれを見つめている。力が入りすぎて、ぎゅっと拳を握った腕を、小さく上下に振っている。


    「おっ、これは……入る、かも」


    「あ、急いで押しちゃだめです！　糸の先が曲がっちゃいます！」


    「わかってる、さっきもそれで……うぐっ、だめだ、また曲がりそう。これ、一度抜いたほうがいいか？」


    「大丈夫、まだ先っちょは穴の中にありますから復帰できます、抜かないでください。少しだけ引いて、ゆっくりゆっくり押してください」


    「こ、こうかな？」


    「上手です、そのままゆっくり……」


    　糸の先が、針の穴の向こう側にチョロッと見えた。思わず俺の口から言葉がこぼれた。


    「あっ、入った？　入ったかな、これ？　入ってる？」


    「はい、入りました！　大丈夫です、入ってます」


    　安心院も両手のこぶしをぶんぶんさせて、かなり興奮している。


    「こ、ここからどうするんだ？　俺、初めてでよくわからないんだが……」


    「それじゃわたしに任せてください。落ちついて、穴の反対側から糸をつまんで、引っぱるんです。糸の先を押しちゃったら戻っちゃうから気をつけてください」


    「こ……こう？」


    「そう、そうです。あっ、急がないで、ゆっくり！」


    「ゆっくり、ゆっくり……」


    「あっ、そのまま、そう、上手です、そのまま引っぱって……」


    「やったあ、入ったー！」


    「入りましたぁー！　千せん石ごくくん、すごいですっ、すごいぃー！」


    「ゴラアアアアアッ、学校で何エッチなことやってんのおおおおおお！」


    　俺たちが盛り上がってる中、ドアを吹っ飛ばす勢いでどなりながら飛び込んできたのは、火ひ村むらだった。さっき安あ心じ院むはドアを閉めたときに内カギもかけていたが、ロッカー室の出入り口は二つあるので、もう片方のカギはかけ忘れていたようだ。


    　俺と安心院が、同時に「えっ」とそっちを見た。火村が何を言ってて何を怒っているのか、とんと見当がつかなかったからだ。


    　そして一呼吸遅れて、火村が「えっ」と言った。それから、その顔がボッと火を吹いたように赤くなり、ものすごくうろたえて顔中からダラダラと脂汗を流しはじめた。


    「ふひゃああああっ、ごめんなさいいいい！　ちがうの、変な想像したわけじゃないし、思春期の好奇心をくすぐられてどさくさまぎれに見学しにきたわけじゃないのおおおお！」


    「相変わらず感嘆詞が変だ。そして変な想像って何の話だ？」


    　俺も安心院もさっぱりわからなくて首をかしげるばかりだが、火村は両手で顔を隠し、イヤイヤするように首を激しく横に振った。


    「ごめん、気づかなかったならお願い、そのまま武士の情けでスルーして！」


    「武士の情けって、今度は武士の幽霊が出たんですか？　古戦場みたいな感じで？」


    「うん、まあ、そんな感じで」


    　火村の返事がとってもやぶれかぶれである。よくわからんが、話題を変えたほうが火村にとっていいのかなっと思って、俺は火村に聞いた。


    「なんでおまえが残ってるんだ？　今日、補習クラスないぞ？」


    「わかってるわよ、シャーリー先生に最初にそれ聞いたのあたしだもん。いっしょに帰ろうと思ったら聖せい歌かがいなかったから、建物じゅう捜してたのよ」


    「ごめんなさい。千石くんのシャツのボタンが取れかけてるからつけ直す、なんて、あまり言いふらすと千石くんに失礼だと思って、蛍けい子こちゃんに何も言ってなくて……」


    　安心院がすごく申し訳なさそうな顔をした。なるほど、それで火村には内緒でってことだったのか。放課後までずーっとあれこれ深読みしすぎていた俺は、ドッと脱力した。


    「なるほー、聖歌らしいわ。まあでも千石先輩の弟がロッカー室にいるってのはある意味ラッキー、この機会に捜し物を手伝ってもらっちゃおうかなぁ～ん？」


    「蛍子ちゃんも何かなくしたんですか？」


    　安心院が心配そうに聞いた。蛍子ちゃん「も」っていうことは、


    「安心院も何かなくしたのか？」


    「わたしじゃないんですけど、なくなった体操服のこと……もしかしたら単なる紛失かもしれないから捜して欲しいって、先生に頼まれてるんです」


    「そうそう、聖せい歌かって裁さい縫ほう実習の後でみんなに検針頼まれるのよ。聖歌に見つけられないほころびはないって、定説になってるからさ。だから聖歌なら体操服も見つけられるかな、って先生は期待してるみたいだけどさあ……先生は嫌がらせなんかじゃなかったって平和的な解決を望んでるけど、状況的に見てどう考えても嫌がらせで盗まれたとしか思えない。逆恨みされたら大変だから、断れば？」


    「えっ……でも、先生も困ってらしたし、断ったら悪いですよ」


    「んもーっ、聖歌お人よしなんだから！　人に頼まれたこと何でもかんでも聞いてたら、自分が損しちゃっても知らないよ？」


    「は、はい。ありがとうございます、蛍けい子こちゃん、心配してくれて……」


    　火ひ村むらが少し怒ってるのは安あ心じ院むを心配してるから、ってことは火村も人のことを言えないお人よしってことなんだがな。俺は、ちょっと安心院をフォローするつもりで言った。


    「でも頼まれて断りにくいのはわかる。俺もほかの奴のプログラムのデバッグをよく頼まれるけど、それはいいんだが、今日は壊れたテレビを直してくれって頼まれてさ。それはデバッグじゃないだろって思ったけど、いちおう持って帰って直すけど」


    「千せん石ごくくんもですかあ。頼られてると思うと断りにくいから、大変ですよね」


    　大変ですよね、と言いながら千石くん「も」と言ったところで、それまで困り顔だった安心院がちょっとうれしそうに笑った。


    「あたしの捜し物は、だいたい見当ついたのよね。家のカギを先週落としたんだけど、落とし物コーナーにも届けられてなくて、移動教室も全部見たけどなかったってことは、ロッカー室しかないって」


    「それって体操服みたいに、盗まれたんじゃないのか？」


    「えー、それだとあたしのロッカーの番号知ってる聖歌とかが容疑者になるじゃない。友達を疑うとか、ありえないって」


    　そう言いながら火村が指さしたロッカーは、安心院の隣にあった。確かに安心院なら、火村の開錠番号を盗み見られるだろう。


    「ロッカーの中にはなかったから、ロッカーの下とかに落ちてるかなって思って。ロッカー動かすの大変だしどうしようかなって思ってたんだけど、千石先輩の弟、動かしてくれない？」


    　火村は両手を合わせて、ぺこぺこ頼んだ。俺は背が低いほうだけど、それでも女子よりは背が高いし力も強いはずだから、少しは役に立つのかなと思いつつ、ロッカーを動かしてみた。


    　スチールで重いし、ぴったり入ってるから左右にずらしながら動かすこともできない。二足歩行用の倒立振り子について調べてるときに知ったが、イースター島の巨石像モアイだって、ふつうに運ぶには重すぎて動かせないが、傾けて支えて、倒立振り子のように左右に振るようにずらしながら、にじりにじりと前進させて運んだらしい。つまりふつうに運ぶよりずっと小さい力で効率的に移動できるのだ。


    　でも今回それができないので、たしかに女子の力では厳しいかも。ロッカーの幅が狭くて持つところが少ないので、数人がかりってわけにもいかないし。


    　ロッカーの扉を開けて、内側のわずかなでっぱりに指先を引っかけての作業なので、力を込めにくくて大変だったけど、少しずつ引っぱってやっとロッカーを引き出した。


    「すごい、力持ち！」


    　ぱちぱちぱち、と火ひ村むらが拍手する。安あ心じ院むはロッカーをどけた後ろをのぞいた。ロッカーをどけた後ろには何もなかったが、そこからロッカーの裏を、直接は見えなかったみたいで、ポケットから小さな手鏡を出して反射させて見ていた。さりげなく頭がいい。


    「ありました、蛍けい子こちゃん。茶色い丸いストラップがついてます？」


    「それそれ！　お好み焼きストラップ、コテつき。見つかってよかったぁ～。ああは言ったけどもし見つからなかったら、あたしも誰かに嫌がらせで隠されたかなってブルーになるとこだったわ」


    　確かに、犯人がわからなくてもわかっても嫌な気分になりそうだな。体操服に関しては、大きな物だし紛失はありえないと思うんだが、安心院がその捜索を引き受けたっていうのは、犯人なんかいなかった、紛失だったんだ、ってわずかな希望をつないでるのかもしれない。


    「それにしても、変わったストラップだな」


    「珍しいでしょ？　あたし将来鉄板焼きレストラン開くのが夢だから、お守りがわりに中学の修学旅行で買ってきたんだ」


    「あっ、あれですね。覚えてます、京都へ修学旅行に行ったのに一人だけ大阪土産みやげ買っていたから、変わった人だなって疑問で、疑問って確かめずにはいられなくて……」


    「あー、それであのとき話しかけてきたのかー。すっごい美少女で、うち女子校だったけど女子の中でもあこがれの存在で、無口で誰ともしゃべらなくてお高くとまったお嬢様って感じだったから、何をいきなり話しかけてきたのかってびっくりしたんだ。そのときからの親友なんだよねー♪」


    　それでいっしょに家政科を受けて、仲良く二人で補習を食らっているのか。俺も安心院に手鏡を借りて見てみたけど、安心院のロッカーとは反対側の、三つ隣のロッカーの裏だった。他人のロッカーはカギがかかっていて扉を開けられないので、それだけ引き抜くのは不可能だ。なので俺は火村のロッカーがなくなった場所を利用して、隣のロッカーを倒立振り子方式で動かしながら、ズルズルと引きずって移動させた。


    「ほんと力持ちだなー。身長的にはあたしとそんなに変わらなく見えるのに、男子ってすごいんだ～！　女子と何が違うんだろう、筋肉のつきかたとかがちがうのかな、どれどれ」


    　火村が俺の胸から腕から背中から、ナデナデしてきた。うひゃっ、くすぐったい！


    「ばっバカやめろ！　ロッカー運んでる最中だぞ！」


    「あっごめん、好奇心をおさえられなくて」


    「おさえとけ！　状況を考えろ、状況を」


    「蛍けい子こちゃん、取れました」


    　安あ心じ院むがロッカーの裏からカギを拾いあげ、不思議そうに壁を見上げた。カギが落ちていたロッカーのちょうど上には、校内放送用のスピーカーがあった。


    「でも、どうしてこんなところに落ちたんでしょう？　ロッカーの下ならまだしも、裏だなんて……？」


    「ロッカーの上に置いて、そのまま別のものを置いて後ろに押されて落ちたんだと思うが」


    「ロッカー三つ分も横に落ちるでしょうか？　よっぽど力いっぱい勢いよく落ちたとしても、壁とロッカーの間にぶつかって減速して、せいぜい隣のロッカーぐらいで止まる気がするんですが……落としたときの状況、蛍子ちゃん、覚えてません？」


    　たしかに、安心院の疑問はもっともだと思った。火ひ村むらのちゃらんぽらんな感じからすると、友達のロッカーの上まではみ出して使ってたっていう可能性もなきにしもあらずだが。


    「えー、そんなの覚えてないよ。どこで落としたかもわかんなかったぐらいだし。聖せい歌かは細かいこと気にしすぎだよ、検針のときだけにしとかないとストレスでニキビできるよ？」


    「ごめんなさい、どうしてもクセってなかなか直らなくて……」


    　安心院はしゅんとしている。そうだ、ふつうの人間なら「そんな細かいこと気にするな」って言う。気にしすぎる奴は細かいとか神経質とか言われて、それは嫌な奴と同意語みたいになっている。姑しゆうとめの嫁イビリの定番、障しよう子じの桟さんを指でスッとやってホコリのチェックするみたいなイメージで。逆に細かいことにこだわらない奴が、おおらかとか大物とかいい人扱いされている。


    　自分も細かいからかもしれないが、そういうのに違和感があったから、それで俺は友達を作らないってのはある。神経質だな気にするなよって言われたら、ムッとする。そこでムッとするのが神経質なんだよって笑う、そういう「おおらか」な奴って、結局人の気持ちにもこだわらない、他人の気持ちに気を配らない自分勝手で傲ごう慢まんな奴なんじゃないかと思うから、友達になれない。そう思うのは神経質だからかもしれないが……。


    　でも、安心院も同じ疑問を持ってるなら、二人とも神経質なだけかもしれないが、だけど何か共通して「おかしい」と感じさせるようなバグがどこかにあるのかもしれない。いったい、どこに……？


    「ふー、やっと課題ができたよー。服飾コンテストとか考えた奴、死ねばいいのに」


    「なんかファッションショーになってるよね。制服しか着れない学校でドレス着てみたいーみたいな、自己顕けん示じ欲よく強い層のお祭りにつきあわされてるって感じ。マジ死ね」


    　ものすごい陰口が廊下から聞こえてきた。女子しかいない世界ってこうなのか怖い、っていうか課題（ドレス）ができたっていうことは……。


    「きゃー！　人が来るー！　ロッカー室に来るよこれ！」


    　火ひ村むらと安あ心じ院むが、ものすごく青ざめてうろたえた。


    「ど、どうしましょう、客観的に見て男子がロッカー室にいるって……」


    「うん、どう見ても変態だな。最悪の場合、体操服泥棒の変質者にされると見た。どうしよう」


    「落ちついてる場合じゃない！　あたしと聖せい歌かがこっちのドアから出て足止めと目隠しするから、その間にそっちのドアから出て逃げて！」


    「あのっ、わたしのせいですみませんでした！」


    　火村と安心院がばたばたとドアから飛びだした。いや俺のほうこそボタンをつけてくれてありがとう、とお礼を返す暇ひまもなかったし、ロッカーもそのままだったが、まああと二人来るんなら皆で力を合わせて片づけられるだろう。ロッカーを引っぱりだすのに比べれば、押し込むのはそう難しくないはずだ。


    　ここが一階だったのが幸いだ。安心院がボタンをつけてくれたシャツと脱いだ上着を抱かかえて（って、何か見つかった間男が逃走するシーンみたいで間抜けだが）、俺は窓から外へ無事脱出したのだった。
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    ４章　乱れた映像……そしてバグは見つかった！


    



    　家政科棟を脱出した俺は、適当に上着を着ると、工学科棟へアナログモニタを取りに戻った。液晶テレビは板みたいだけど、アナログモニタはでかいサイコロみたいに厚みがあって、重さも十キロぐらいある。ブラウン管の大きさ分のガラスだけで結構な重さなんだろう。サイコロ形で持つところもないので、俺は荷造り紐ひもをかけてリュックサックみたいにして、背中に背負ってえっちらおっちら帰りはじめた。


    　結構重いが、家で姉の手伝いをいろいろしてるから、力はあるほうかもしれない。そういえば火ひ村むらも、力持ちーとか言ってたし。あいつは中学も女子校って言ってたしほんと男子のことをよく知らないし、それで好奇心ばかりが先行して妙な距離感になるんだろうなあ。ほんと人の話を聞いてないし物事も全然深く考えないタイプで、家のカギが一週間もなくなっていたのにのん気だし、ロッカーの裏の不自然な場所から出てきても気になってないみたいだし、案外その何も考えてない感じが、安あ心じ院むみたいにいろいろ気をつかって（俺のボタンにまで気をつかって）考えてしまうタイプには、いっしょにいて楽なのかもしれない。火村もいいところあるのかもしれないなあ……などと考えて歩いていたら、ちょうど校門を出たあたりで、後ろからリンリンとベルの音がした。


    「よう、千せん石ごく。その大荷物は何だ、さては家政科から盗んできたのか？」


    　それは狩かり谷やだった。授業終了からまだ一時間ほどだが、もう私服に着替えて自転車に乗ってる。そういえば家が近所だって言ってたな。俺は私服というと適当なＴシャツと適当なズボンなんだが、狩谷はなんかすごい。長袖そでシャツの上に長袖ジャケットを着ていて、首には短いマフラーみたいな布を巻いているのに、シャツとジャケットの袖はひじの上までまくっている。暑いのか寒いのかわからんファッションだが、これがおしゃれなのだろうか。


    「いや、これは修理してまた持ってくるんだ」


    「冗談だよ、冗談。それよりどう見てもそれ重いだろ。荷台に載せてやるよ」


    　狩谷はそう言うと、なかば強引に俺の背中からモニタを取って、自分の自転車の荷台にゴムでグルグルと巻きつけた。人の話は聞いてないけど、たぶん悪い奴じゃない。


    「サンキュー、じゃあ駅まで頼めたら……」


    「あっ、おたく電車通学か。ならいいよ、家まで運ぶの手伝ってやる」


    「電車賃わざわざ払ってか？　いや、いくらなんでもそこまでは悪い」


    「いいんだよ。だってこれアナログテレビだろ？」


    「接続詞『だって』に続く文脈の意味がよくわからん」


    「晩ごはんは気にしなくていい、コンビニで適当に弁当買ってくるから」


    「なんで晩ごはんの時間までうちにいる前提になってるんだ」


    「気にするな、二時には帰るから」


    「どんだけ長居する気だ！」


    　まだ俺たちそんな親しくないですよね、リア充の距離感怖い。


    　すると、狩かり谷やはものすごく真剣な表情で俺を見つめた。ふざけてるけど、まじめな顔をするとこいつはほんとにイケメンである。王子様みたいだし、モテそうだなあと思う。


    「まあ聞け、心の友よ。うちのアナログテレビが壊れたんだ。だからおたくがアナログテレビを直したら、一時半から『愛天使エンジェリーナ』の放送が始まるんで、見せてくれ」


    「要するにテレビが壊れて、深夜アニメが見られないからウチに？」


    「そうそう」


    「町の電器屋さんでテレビ買ったほうが早いだろ、即日配達で配線までしてくれるぞ」


    「今売ってるテレビは全部デジタルテレビだろ」


    「そりゃ地デジ放送が始まって、アナログテレビ用のデジアナ変換サービスも終わりかけだから、今アナログテレビ売ってたら客からクレーム来るだろ」


    「デジタルテレビの長所はくっきり映ること、逆に言えば電波が弱いと全然映らない。アナログテレビは微弱な電波を拾っても映してくれるから、他県で放送されてる深夜アニメが画質は悪くても見られるんだよ。『愛天使エンジェリーナ』は毎回作画崩壊してるから画質はどうでもいいんだ、だが声優は神キャストなんだよ！　来週までにはアキバのジャンクショップでアナログテレビ掘りだしてくるから今週だけ！　お願い！」


    　狩谷はすごく真剣に頼んできた。アナログテレビを見られるところなんて今どきそうそうほかにない。俺しかいないなら、ひと肌脱ぐしかないような気がする。頼まれすぎ、って火ひ村むらには怒られそうだが。


    「わかった、いいよ。晩ごはんもうちで食えよ、どうせ母親は今週夜勤でいないし」


    「知ってるぞそれ、ギャルゲーで百回ぐらい見た。俺相手にフラグ立てても無駄だからな、三次元はお断りだって言っただろ」


    「文脈のとおり母親がいないってだけだ！　ついでに姉はいるからな！」


    「おたくの姉ちゃんって、二次元？」


    「『おまえの姉ちゃんって美人？』みたいなノリで聞くな。三次元です、実在してます」


    「三次元か……ゴミめ」


    「顔がいいのがほんとにもったいない性格だよなあ、おまえ」


    　ほんとにもったいない。こうして自転車にテレビを載せて歩いているだけで、道行く女学生とか女の人が、思わず振り返って二度見するほどのイケメンなのに。でも、女からの逆ナンとかは都市伝説みたいだな、別に誰からも声かけられないし。いや、声かけたそうにソワソワしてる女はときどきいるけど、たいていいっしょにいる友達が腕を引っ張って、首を横に振って止めている。ということは、最初から無理だって思って声かけないだけってことか。イケメンの世界は、俺が見てる世界とは全然ちがう並行世界なのだなあ。


    　でも、その狩かり谷やは狩谷で並行世界どころか、別次元宇宙しか見ていない。だから「妹に手を出すなよ」の自意識過剰な兄の例じゃないが、姉は俺に似ず客観的に見て美人だしかわいいけれども狩谷なら家に呼んでも大丈夫だな、という安心感もあったのだった。


    



    　そうして俺は、狩谷と二人でえっちらおっちらテレビを抱かかえて駅から家へと帰っていった。


    　狩谷は見かけはヤサ男っぽいけど、意外に力が強い。俺も姉の手伝いのおかげでそこそこ力が強いほうみたいだけど、テレビを運んでみると、狩谷のほうが力が強い感じだった。


    「狩谷、何かスポーツとかしてるのか？」


    「スポーツじゃないけど、ダンスならやってる」


    「ダンス！　さすがオシャレだな。ヒップホップとか？」


    「ＢＢＲ、ビートビートレボリューション」


    「ゲームかよ！」


    「全国大会で優勝したことある」


    　さらっと狩谷がそう言った。ＢＢＲはゲームセンターにある大型筐きよう体たいで、床のボタンを決まったステップで押すやつだ。スピードと正確性はもちろんのこと、全国大会ともなると芸術点が加算され、選手たちは足のかわりに手や頭で華麗にボタンを押して、ブレイクダンスみたいに重力無視で回転しまくる。


    「……運動神経、メチャクチャいいんだな」


    「優勝したらビートガールの等身大フィギュアもらえるから、ちょっと本気出した」


    　顔がいい上に運動神経までいいのに、とことん才能をムダづかいする男である。


    「ただいまー」


    　やっと家に着いて、疲れた俺は大きく息を吐いた。


    「お邪魔しますー」


    　狩谷は元気だ。ハードなダンスで瞬発力だけでなく持久力も鍛きたえられているんだろう。


    　家には七なな緖おがいた。まだ制服姿だったので、姉を家まで送ってそのまま、母親が夜勤なのをいいことに居座っているもようだ。七緖は居間からちらっと玄関に目を向けて、


    「チッ、お帰り。今日の補習クラス早かったのね」


    「チッて聞こえたぞ！　補習クラスは今日はなかったんだが、友達の用事でいっしょに帰れなくて、連絡しようと思ったんだが……」


    　もとい、連絡しようと思えるような精神状態ではなかった。補習クラスが休みだと聞いてから放課後までずっと俺は、安あ心じ院むの呼び出しのことで頭がいっぱいだったからだ。補習でもないのに姉のことを七緖に丸投げして悪かった、ってことに俺はそのとき気づいた。


    「……その、いや、ほんとにごめん」


    　すると七なな緖おは、いきなり俺の頭をガシッと摑つかんでワシャワシャと髪を乱した。


    「なーに謝ってんのよ！　霧きり絵えの弟のくせに、ガラじゃないっての！」


    「うおっ！　何すんだ、このヤロー！　頭ぐっしゃぐしゃじゃねーか！」


    「髪の毛とかしもしないくせに、髪型なんかどうでもいいでしょ。霧絵のことはわたしに任せなさいって言ってんでしょ、弟ごときがしゃしゃり出てくるなんて一兆年の一兆倍早いっての！」


    「一兆年の一兆倍後だと、宇宙のすべての陽子が崩壊して完全なる無の空間だけが広がるんですが、それは」


    「完全なる無の空間にあたしと霧絵の友情だけが残るなんて、超ロマンチックじゃないの。お邪魔虫は友達と遊んでろっての。女子は女子どうしで遊ぶからっ、ねー霧絵♪」


    　七緖が姉にぎゅっと抱きついた。ほっぺたが融合するぐらい密着している。


    「うん、わたしたちのことは気にしないで。あらたんが友達を家に連れてくるなんて初めてだから、すごくうれしい。ずっと思ってたからもっと友達の家に遊びにいったり、男子高校生らしい青春してほしいなって……。えっと」


    　姉が狩かり谷やに、ちょっと迷ったような視線を向けた。狩谷は礼儀正しく答えた。


    「狩谷一いち狼ろうです。英語科ですが、弟さんとは補習クラスでご一緒させていただいています」


    「姉の霧絵です、よろしくお願いします。弟と仲良くしてやってくださいね」


    「狩谷くん、晩ごはんは？　今日はわたしが作るから、よかったら食べて行って。メニューは霧絵の大好物のとり天でほかのリクエストは受け付けないけれど、それでよければ」


    「七緖が作るのかよ」


    「当然よ、大事な霧絵に栄養のかたよる店屋物とか食べさせられないわ！　下校がわたし一人になるからって、体重ふやさないよう今日もお弁当わざと残してたでしょ？」


    「あ……やっぱり七緖にはバレちゃってた？」


    　しくじったー、みたいな顔をした姉に、七緖はビシッと人差し指をつきつけた。


    「そんなのぜーんぶお見通しなんですからねっ、霧絵のダイナマイトおっぱいはわたしが守る！　それにそんなんじゃ、霧絵の弟ものんびり友達と遊べないでしょ？」


    「……それもそうね。じゃあお言葉に甘えます」


    「甘えて甘えて、チューとかしたかったらしてもいいのよ？」


    　狩谷みたいなイケメンを前にしてもふつうに姉といちゃついている七緖は、本気で姉にしか興味がないんだろうなあ。その一途さはあっぱれですらある。そして、狩谷がそわそわしていたので、そういえばこいつはアニメを観に来たんだったと気づいて、


    「じゃあ、俺たち部屋にいるから」


    　と、居間から退散したのだった。


    



    　俺の部屋は３ＬＤＫのマンションの一番小さい部屋で、風呂とトイレの横にある。窓がないので壁面にはびっしりとエレクター棚を並べて、そこに機械部品やら工具やらを詰め込んである。寝るのは布ふ団とんで、敷きっぱなしだったから俺はあわててたたんだ。


    「すごいな、スチームパンクみたいな部屋だな。ここが、俺の未来の嫁が生まれてくるかもしれない部屋となるわけか」


    　狩かり谷やは、物珍しそうにきょろきょろしている。そうまじまじ見られると、少し恥ずかしい。


    「だから俺の作りたいロボットはそっち方向じゃないって。あと、友達が来たことないから、座布団とかないんだけど……」


    「別に床でいいし、俺も三次元の友達の家に来るのは初めてだし。ギャルゲーなら、複数股同時攻略で全女の子の部屋に上がってるけどな。『愛天使エンジェリーナ』ももとはエロゲーなんだけど、エロなんだけど純愛なんだよ。わかるかな、千せん石ごく」


    「わかった、要するにさっさとテレビを直せって意味だろ」


    「ま、そういうこと」


    　しれっと狩谷はそう言って、たたんだ布団をソファがわりにして座った。


    　俺はテレビを作業台の上に置いて、まずは動作確認、コンセントを入れてみた。


    「ブウン」


    　ブラウン管独特の音がして画面が光る。入力端子に何もつけてないので、ザーザーと灰色の砂嵐のようなノイズ画面があらわれた。映画ではここから幽霊が出てくるわけで、幽霊なんか信じていないはずの俺だが、最近幽霊の話ばかり聞くのでちょっと気味が悪い。俺は鉄のハサミの先で、入力端子にちょっと触れてみた。


    『……すの天気は、曇りのち晴れ……』


    　お天気お姉さんの声が流れてきた。画面を見ると、灰色の嵐の中に隠し絵のように、日本地図らしきものがゆらゆらと揺れている。狩谷が目をまんまるにした。


    「なんでハサミくっつけたら天気予報が始まるんだっ？　木工用接着剤くっつけたらニュースが流れたりするのかね？」


    「じゃなくて、金属はアンテナのかわりになるんだよ。アナログテレビ用のアンテナを持ってないから、動作確認のためにテレビの電波をハサミで受けて受像したんだ。ちなみにテレビの中の回路基板も金属だから、入力端子に何もつながなくてもテレビ自体が電波を受信する。それで電磁波を出す電子レンジとかが近くにあると、電波障害を起こして画像が乱れるんだ」


    「今も電波障害ってことか？　全然映り悪いじゃん」


    「狩谷って、ラジオとか聞くか？　ＷＥＢラジオじゃなくてＡＭとかＦＭとか」


    「ロンモチですよ、声優の番組多いからな」


    「聞こえにくいときアンテナをのばすだろ。それといっしょ、アンテナは大きくて高くて外にあるほうが電波を受信しやすい。ってことで……」


    　俺はエレクター棚から、でかいアルミ鍋を下ろしてきた。ふつうに台所の料理用のやつだが、部品の洗浄とかに使ってる。狩かり谷やが怪け訝げんそうに皮肉った。


    「なるほど、テレビはゆでて直すのか」


    「違う、鍋は大きくて薄くて金属製だからアンテナのかわりに最適なんだ」


    　俺はアルミ鍋の取っ手の金属部分に銅線の端っこを結んで、もう一方の端っこをテレビの端子に結びつけた。すると青い海に浮かぶ緑の日本地図、お天気マークに気温の数字まで映った。きれいに、とまではいかない。砂絵の色砂をぶちまけたみたいにノイズは入っているけれど、でもそれは鍋アンテナのせいだろう。少なくとも学校であったみたいに、画面の判別不能なほどというのとは雲泥の差だ。


    「おお、声も割れてないしこれで十分。スピーカーの前にスマホ置いとけば録音できるな。テレビは鍋つないだら直るって、覚えておこ」


    　狩谷は喜んで、スマホのボイスレコーダーの残量確認を始めた。いやいや、と俺は狩谷の言葉を訂てい正せいする。


    「それも違う。鍋はアンテナがわりにしただけで、それで直ったわけじゃない。『何もしてないのに正常に動いた』ってだけなんだ」


    　それはつまり「最初から故障してなかった」ってことになる。


    　もちろん持って帰ってくるときにかなり揺れただろうから、それで偶然直った可能性もないではない。たいていアナログテレビの故障の原因はハンダづけの甘さで、電気を通して発熱して金属が熱膨張と収縮を繰り返しているうちに、ハンダがはがれてしまうのだ。そこで揺らしたり殴ったり空手チョップしたりすれば、その慣性モーメントではがれかけのハンダが動いて、回路が再びちゃんと接触して直るというわけ。


    「よくわからんが、つまりテレビは直ったんだろ？　『愛天使エンジェリーナ』が観れるんだろ？　マジ感謝、明日テレビ学校に運ぶのも手伝うからな」


    　狩谷はうれしそうだし、テレビは労せずして直ったし、まあ結果オーライだからこれでいいか……ほかのテレビもチョップしたら直るかも……五台同時につぶれたのは、掃除の時間に荒っぽい奴がいて場所を変えるときにガンガン乱暴に扱ってギリギリで保ってたハンダがはずれてしまったから、か、も。


    　と、そのときはそれなりに、俺は納得していたのだ。


    



    　だが翌日、納得できない事態を、俺は翌日目の前につきつけられることとなった。


    　狩谷は前夜、深夜アニメを観て家に帰れなかったので、俺の家に泊まった。母親はもちろんだが、父親も開発中の新作ゲームの納期が近くて帰ってこなかった。そして七なな緖おも泊まったから、何か修学旅行みたいだった。


    　朝は七緖が作ったごはんを食べて（姉の好物の、ベーコン巻き卵とジャムトーストだった）、俺と狩谷は通学ラッシュの時間帯にテレビを持ってバスに乗るのはいくらなんでも迷惑だろうと思ったので、一時間早く家を出ることにした。


    　駅につくと、狩かり谷やは駐輪場にとめていた自転車を飛ばして自宅に帰った。俺がテレビと並んでベンチに座って待っていたら、制服に着替えた狩谷が十五分ほどで戻ってきて、テレビを自転車の荷台に載せて運んでくれた。


    　何だかんだで、俺たちは始業時間よりも三十分以上早く学校についた。もう中央大通りぞいのイングリッシュガーデンには、園芸科の生徒たちがいた。春はる山やまはいるかなっと思って目で捜したが、中央図書館まわり担当だから、やはりここにはいないようだ。


    　俺と狩谷はテレビを工作室へ持っていき、パソコンにつないで、電源を入れた。


    　俺は結構余裕しゃくしゃくだったのだ。テレビはきのう直ったから、ばっちり映るはずだと。ところが、ブウンと音を立ててついた画面は、相変わらず文字が判読不能なほどに激しく揺れていた。


    「あれ？　やっぱり壊れてる？」


    「きのうはちゃんと映ってたのになあ」


    　狩谷は首をかしげていた。俺の心の中には、強い違和感がうずまいていた。


    　故障の原因はテレビ本体にあるとばかり思っていた。だが、バグはテレビではなくこの部屋にあるんじゃないだろうか？


    「鍋！」


    　俺は直感した。狩谷はその一言で、ハッと察したらしかった。


    「家政科棟で借りてくる！」


    　狩谷は廊下に飛びだし、一分後に戻ってきた。戻ってきたときにはなぜか、鍋のほかに家政科の女子を五人ぐらい、ぞろぞろと連れてきた。みんな、あの安あ心じ院むのロッカールームで見た給食の白衣みたいなのを着ていたので、たぶん一時間目から調理実習があって調理室で下ごしらえでもしていたグループなんだろう。


    「ただいま。鍋は借りられたけど、壊さないよう監視させてもらうってさ」


    「はい、しっかりみっちり監視させていただきます」


    　そう言った女子たちが鍋じゃなく狩谷の顔を見ているので、なるほど、話をする口実だなって思ったが、鍋を貸してもらえるなら下心などどうでもよかろう。狩谷は二次元にしか興味がないのに、期待させてしまってちょっと気の毒にはなったが……。


    　俺は狩谷から鍋を受け取ると、銅線を結んでテレビにつないだ。すると、パソコンをつないでいるとき以上にテレビの画像は激しく揺れて歪ゆがんで、コーヒーとミルクを高速で混ぜ合わせてるみたいな感じになった。狩谷がのぞきこんでくる。


    「なんだ、さらに壊れたぞ」


    「さらに壊れたんじゃない。強い電波を受信して強く反応してるんだから、受像システムは正常に動作してるっていうことだ。つまりバグがあるのは電波のほうだ」


    「……あっ！　なるほど、アナログテレビは感度がいいから……」


    「そう、この部屋のまわりで『雑音』になる電波が発生してるんだ。テレビ内部の回路基板がその電波の影響を受け、電波障害を起こしてるんだ」


    「そういえばアナログモニタが同じときに全部壊れたって言ってたよな。同時に故障したってより、同時に雑音電波を受信したってほうが自然だわな」


    　狩かり谷やが言った。確かに、きのう俺に修理を頼んだ工学科の生徒が、アナログモニタだけが同時に壊れたのは幽霊の影響かと言っていた。幽霊なんて非科学的だと思っていたが、半分は当たっていた。幽霊ではなく電波の影響だったわけだ。


    　俺たちが話している後ろで、調理実習組の女子たちは三歩ほど下がったところで微妙に遠慮するように立っていた。機械工作室をきょろきょろ見回しながら、


    「すごーい、これが工学科棟なんだ。機械いっぱい、男子ってこういうのが好きなんだ」


    　と感心していたり、友達とひそひそ小声で、


    「何しゃべってるのかわかんないけど、なんかすごいことしゃべってる。かっこいい」


    　って内緒話してるのが漏れ聞こえてきたりする。俺たち工学科にとって女子が珍しいように、女子しかいない家政科は男子が珍しいんだろう。


    「でも、電波って何だ？　電波を出すような機械って、家政科の電子レンジ？」


    「電子レンジ？　今は使ってなかったわよ、野菜を切ってるだけだったもん」


    　家政科の一人が口を開いた。それに電子レンジはよほど側になければ影響は及ぼさないはずで、隣の建物の電子レンジの影響を受けるとは考えられない。しかし工学科棟にも機械がいっぱいあって電磁波を出すものもあるだろうが、今はまだ授業開始前である。機械は全部止まってるはずだ。


    「ずっと電波が出つづけてるっていうのは、違法電波か……？」


    　俺の頭の中に浮かんだのは、いわゆる不法無線局だった。許可をとらずに放送電波を出したり、強すぎる放送電波を出して電波障害の原因となっている、違法アマチュア無線とか不法市民ラジオとかだ。


    「だとすれば、ラジオのチャンネルを合わせるみたいにアナログモニタで受信する周波数チャンネルを変えていけば、その電波をばっちり受信して正体がわかるはずだ」


    　俺は工具を取り出しやすいよう、機械工作室の工具棚から工具ベルトを取ってきて腰に巻き、ドライバーを取ってアナログモニタの背面のカバーを取り外してみた。巨大な電球のようなブラウン管がゴロンと入っていて、まわりには回路基盤や配線がある。


    　テレビとラジオのチャンネルのちがいは、ラジオのチャンネルはダイヤルで連続的に変えられてものすごくたくさんの放送局があるが、テレビのアナログ地上波は12までの偶数番号チャンネルのみ、たまに奇数もあるていど。奇数チャンネルがないのは、電波障害を防ぐために、放送電波の周波数に「すきま」を作っているからだ。だからテレビのチャンネルは飛び飛びの数字になっていて、ボタンでチャンネルを変える不連続式だ。


    　でも基本の受信装置はラジオと同じだから、ラジオのようなダイヤルをつければ連続式の周波数調整ができる。ふつうのチャンネルのほかにＵチャンネルっていうのがあった昔のテレビには、そういう微調整用のダイヤルがついてたらしい。


    「すごい、なんか機械いじりしはじめた」


    「真剣な男子の横顔って、なんかかっこよくない？」


    「何あのベルト、わけわかんない、かっこいい」


    「ドライバーとか使ってる、かっこいい」


    　女子のひそひそ話が気になる。ドライバーぐらいでほめられるとかありえないので、からかわれてるのかなと思ったけど、振り返ってみると目が本気だった。そういえば姉も、ネジを外して電池ボックスを開けるタイプの電池交換は「無理ーやってー」と俺に頼んでくるよな。


    　受信装置との配線が終わってダイヤルを回転させると、だんだん映像が出てくる。さらに回転させると映像のノイズが減って色も白っぽいものから鮮やかになり、ザーザーいう雑音の間から、はっきりした声が聞こえはじめる。


    『……ょうのＡ型さんの運勢は……』


    『……ょうのおとめ座さんのラッキーカラーは……』


    『……ょうの一白水星さんのラッキーアイテムは……』


    「すげーな、朝の番組ほとんど内容同じだ」


    　狩かり谷やが思わず笑っていた。


    「俺のラッキーカラーは黒か。なんか全然ラッキーっぽさのない色なんだが。千せん石ごくは？」


    「……あおしろつるばみ。ってそもそも色の名前かどうかすら不明すぎるんだが……」


    　しゃべりながらダイヤルを回すうち、ふと、異質な映像があらわれた。


    　ロッカールームに見えた。ピンボケした感じなのに、輪りん郭かくはぎらぎらしていて。色がシャボン玉みたいに虹色がかっている。朝のテレビ放送なら時間の表示があるはずだが、それもない。無音だし、映像が動かない。


    「監視カメラみたいだな」


    「これ盗撮カメラじゃないか」


    　と、狩谷が口を開いた。


    「無線で電波を飛ばすタイプのやつ。百メートル以上の比較的遠距離に飛ばす大出力のやつなら、電波障害の原因になるんじゃないか。監視カメラならたいてい有線だし、無線でも同じ建物内に監視室があるはずなんだからそんな遠くに電波飛ばす必要ないだろ」


    「鋭いな。その可能性大だな」


    「『盗撮した映像をネタに美少女にムフフ』ってエロゲの広告見たことある。俺、二次元の女の子にひどいことするとかありえないんでそういうゲームはやらないけど、好きな絵師さんがイラスト描いてて、イラストを盗撮カメラ風の映像に加工するのにこんな工夫しましたーってメイキングを画像投稿サイト『ピクルス』にＵうＰぷってたのは見た」


    「この映像を解析するにあたって全然重要じゃない情報をありがとう」


    「これ！　家政科のロッカー室じゃん！」


    　ふと、俺たちの背後からモニタをチラ見していた家政科の女子が叫んだ。ほかの女子も、徐々に「あーほんとだ！」と騒ぎはじめる。


    「やだー、どうしてロッカー室に盗撮カメラなんて仕掛けてあるのっ？　誰のしわざよ！」


    「何年のロッカー室？　着替えとか見られてたりしたらヤバくない？」


    「これ一年生のロッカー室だわ。だってここに映ってるの、これあたしのロッカーだもん！　体操服はなくなるし盗撮カメラは仕掛けられるし、何これ何これ、気持ち悪い～！」


    　突然、一人の女子が真っ青になって、震えながら泣きだした。知らない女子だが、すごく怖がっているのでさすがに気の毒になって、俺はフォローするつもりで言った。


    「でも、体操服はどこかに置き忘れてるだけかもだし……」


    「ううん！　いつもロッカーに入れてるし、きちんとカギをかけたのも覚えてるわ。ぜったい無くしたんじゃないわ、誰かに盗まれたんだわ。っていうか、この盗撮カメラを仕掛けたときに、ついでに盗んでいったのかも！」


    　彼女は興奮してまくし立てたが、その瞬間、俺の頭の中に何かがピカーッとひらめいた。


    　彼女のロッカーは、盗撮カメラの真正面にある。つまり盗撮カメラの映像を鮮明化処理すれば、彼女の開かい錠じよう番号がわかる……犯人は、近くのロッカーを使う友達とは限らないってわけだ。


    「ロッカーにはカギがかかってるんだから、盗撮カメラを仕掛けにきたときにはまだ開けられないはずだ。じゃなくて、ロッカーの開錠番号を盗み見するために、まず盗撮カメラを仕込んだんじゃないか？　もしそうなら、犯人は外部の人間で確定ってことになる」


    「同じ家政科の生徒が犯人なら、こんな小難しいことしなくても直接開錠番号を見る手はいくらでもあるってことか」


    　確かめるような狩かり谷やの問いかけに、俺はうなずいて応えた。体操服を盗まれた女子は、狼ろう狽ばいしながら俺を問いつめる。


    「つまり盗撮カメラを仕掛けたあと、また別の日に忍びこんで体操服を盗んで行ったってこと？　その人は体操服なんか盗んで、どうするつもりなの？」


    「それは犯人に聞くしかないな。まずはこの盗撮カメラが犯人の最大の『遺留品』になるわけだが、どこにあるのかな？」


    「わたしの向かい側になるから……火ひ村むらさんのロッカーの上あたり？」


    「そうよ、蛍けい子こちゃんとか聖せい歌かちゃんとかのあたりよ」


    　火村や安あ心じ院むのあたりのロッカーだって？　きのう火村のカギを捜すためにロッカーを動かしたが、壁には盗聴器らしき物なんてなかったはずだ。いったい、このカメラはどこに隠されてるんだ？


    　きのうの様子を必死に思い出そうとしていたところ、モニタの中のロッカー室に何人かの女子が入ってきた。何だかんだしてる間に、始業時間が来ていたらしい。盗撮カメラに音声はついてないようで、無音の中で映像だけが流れるのが不気味な感じがした。


    　そして次の瞬間、俺の背筋は氷をかけられたみたいになった。ロッカーの陰から数人の女子があらわれ、それに続いて安あ心じ院むと火ひ村むらもあらわれたからだ。


    「安心院っ？」


    　安心院はロッカーを開けると、ドレスを取り出してロッカーの扉にひっかけ、上着をスルッと脱いだ。


    「うわっ、やばい！　だめよ安心院さん、そこで脱ぐのだめ！　盗撮されてる！」


    「被服実習で仮かり縫ぬいの仕上げって感じじゃない？　だったらこれ全部脱いじゃうわよ！」


    「ダメだって、安心院さん、ストップー！」


    　もちろん叫んでも聞こえるわけもなく、モニタの中で安心院はワイシャツのボタンを外し、ぱっと前を広げた。レースとリボンがたっぷりで、レースのところには小さなさくらんぼの飾りがいっぱいついた、ふわっとしたシュミーズの胸元があらわれる。


    　それを見てるのは、このモニタの前の人間だけじゃない。どこかで盗撮犯も同じ映像を見ているかもしれないのだ。


    「安心院っ、脱ぐなー！」


    　俺はいてもたってもいられなくなって、廊下に飛びだすと家政科棟に向かってダッシュした。狩かり谷やが、あわてて後から追いかけてくる。


    「どこ行くんだ千せん石ごく、ちょっと待て！」


    　待ってられる状況じゃない。ありえないぐらいのスピードで俺は廊下を突っ切り、きのう行ったロッカー室へ行くと、ドアを激しくノックした。


    「安心院、聞こえるか！　すぐに服を着るんだ！　この更衣室は盗撮されている！」


    「こらこらこらこら、ノックうるさい。遅刻してきたのは誰ですかー？」


    　ぱかっ、とドアが開いた。開けたのは火村だ。火村も着替える最中だったのか、ワイシャツの前ボタンがへそのあたりまで開いていて、色気もそっけもないスポーツブラがのぞいていた。俺の目の前、五十センチぐらいの距離で。


    　さらに火村の背後では、ロッカー室の中で女子たちが着替えていた。安心院はさっきよりも着替えが進行していて、スカートも脱いでひらひらしたシュミーズだけになっていた。


    「「「「「きゃー！」」」」」


    　黄色い悲鳴が、サラウンドで鳴りひびいた。どうして狩谷が「待て」と言ったのか、頭に血がのぼっていて聞いてなかった俺だったが、今その言葉の意味をようやく理解した。


    『しまった、この状況では完全に俺が変質者！』


    　奥のほうで安あ心じ院むがびっくりして、あわてて胸を隠して俺のほうを見たのがショックだ。絶対変態だと思われた、軽けい蔑べつされた。


    「ぎゃっぴー！　何やってんのよー変態ーっ！」


    　相変わらず変な感嘆詞とともに、火ひ村むらが俺を思いっきり突きとばしてきた。反射的に俺はよけたんだが、火村はよけられることを想定してなかったみたいで、マジで全力で俺に突進してきていたので、


    「ひゃわわわわっ！」


    　前方へダッシュする運動エネルギーを止めてくれるものがいなかったため前のめりになって、そのまま俺を巻きこんでドシーンと倒れたのだった。


    「ぐえっ！」


    　俺はしこたま背中を打った。腰に工具ベルトを巻いたままだったので、お尻しりのほうにさしていたスパナなどを下敷きにしてしまい、激痛が走る。息ができない。


    　確か保健体育の授業で習った。背中を打つと横おう隔かく膜まくが衝撃を受けて動かせなくなる。五秒ぐらい、横隔膜を動かせなくなるので息が止まってしまうらしい。しゃっくりみたいにそのうち動かせるようになって息ができるようになるらしいが、息が止まってる間はマジで焦あせる。


    　いや、俺の横隔膜は動いてるぞ。息ができないのは、鼻から空気が入ってこないからだ。そういえば一昨日おととい、チェリーパンツに包まれたお尻に踏みつぶされて息ができなかったことがあった。でも、今俺の顔をおおってるのはお尻ではない。胸だ。それもスポーツブラジャーに包まれた、肉まんみたいにやわらかい胸……。


    「ほええっ！　やだぁあっ、千せん石ごく先輩の弟のエッチー！」


    　あわてて俺の上から火村がどいた。スポーツブラに包まれた胸が、ぷるんと揺れた。こいつ、元気がよくて活発だから何となく胸は小さいような錯覚を起こしていたのだが、かなり大きい。鉄板焼きレストランを開くのが夢だと言っていたから、味の研究のために美食して栄養が行き届いているのだろうか。そんな大きい胸はかっちりしたブラジャーにしっかりしまっとけと思ったが、そういえばうちの姉も、大きいからこそブラジャーが苦しいから家の中ではノーブラで……って、なんでブラジャーのことばかり考えてるんだ、俺は！　バグりすぎだろ！


    　ロッカー室の女子たちは、目が三角になっている。冷静になって考えると、このままのぞき犯として袋だたきにされてもしかたない状況である。どう釈明するか……と迷っている俺の背後に、狩かり谷やが立った。


    「友人が先走ってしまってすまない。このロッカー室に盗撮カメラが仕掛けられているようなんだ。今から調べるから、気づかれないようにそれとなく服を着て、部屋を出てくれないか」


    　礼儀正しい狩谷のイケボイスを聞いたとたんに、女子たちの三角の目がハートになった。


    「キャーッ！　図書館でときどきお見かけしていましたわ、英語科のプリンス様！」


    「わたしのＤカップごときでよろしければ、どうぞごらんになってください！」


    　すごいなイケメン。しかし狩かり谷やは、涼しい表情で視線をそらした。


    「申し訳ない、ぼくは完全な平面でないと興味を持てないので」


    「キャー、プリンスは貧乳派なのね！　何かストイックな感じでますます素敵！」


    「いいかげんにしろっ、早く服着ろよ！」


    　俺は床に仰向けになったままどなった。まったく、イケメンは無敵だな。


    　女子たちは急いでロッカー室に戻り、上着を羽は織おった。火ひ村むらも、あわててワイシャツのボタンを上までとめた。


    「盗撮？　あたしの着替えをのぞきに来たんじゃないの、男子ってちょっぴりエッチな萌もえ萌えキュン展開を期待してるんじゃないの？」


    「おたくねえ、それって男は全部犯罪者予備軍って言ってるのと同じだぞ。耳年増が勝手な狼男のイメージ作ってちゃ、こういうときに助けにも来にくいだろうが」


    　狩谷がビシッと釘をさした。こいつ三次元に対しては厳しいな。


    「狩谷、火村がびっくりするような登場のしかたをした俺がそもそも悪いんだから、あんまりキツく言うなよ」


    　俺が火村と狩谷の間に入って意見すると、突然火村のテンションがぶわっと上がった。


    「ふああっ、千せん石ごくくんがかばってくれた！　ヤバい、男子にかばわれるってメチャクチャ萌えるものなのね！　千石くんの背中が広く見える不思議～！」


    　火村が俺の背中に抱きついてくる。相変わらずこいつの距離感は近すぎる。


    「おい、くっつくなって！」


    「あっそれ知ってる、ツンデレってやつよね？」


    「ポジティブすぎるだろ、今のどこにデレ要素あったんだ」


    　俺が困ってると、狩谷が俺と火村のあいだに強引に割りこんできた。


    「やめろ、俺の大事な義理の父さんが困ってるだろ！」


    「いつから千石くんが狩谷のお父さんになったのよ」


    「そんな事より盗撮カメラを探そうぜ、義と父うさん」


    　いや、なんで俺がおまえの義父さんなんだ……と問いただす間もなく、狩谷はロッカー室のドアをノックする。中から「ハァーイ♪」と黄色い返事が返ってきて、女子たちがぞろぞろと出てきた。


    「カメラに映らないよう、ロッカー沿いに近づこう」


    　狩谷がそう言ってロッカー室に入り、俺もうなずいてついていく。後ろから火村が、


    「がんばれ、千石くん！」


    　と、何をがんばるのかよくわからん応援をしていた。今気づいたが、火村はいつのまにか俺のことを「千石先輩の弟」じゃなくて「千石くん」って呼んでいる。いつ変わったんだろう、さっき倒れたときに俺がかばったから？


    「なあ千せん石ごく、あれ怪しくないか？」


    　狩かり谷やが安あ心じ院むのロッカーの上のほうを指さした。そこにはスピーカーがある。きのうはあまり注意して見ていなかったので気づかなかったが、


    　カメラに写らないようギリギリのところから見ると、スピーカーカバーの木枠の表面に張られた黒いスピーカーネットに、直径一センチほどの穴があいていた。スピーカーネットは化学繊せん維いでできているから虫食いではない。虫食いではないが「虫バグ」である。


    「うん、他にそれらしい物はないし、あの中に仕込んでるとしたら、火ひ村むらのカギがロッカーの裏に落ちてたのも説明がつく」


    　犯人はスピーカーをいじるために、ロッカーを移動させて作業スペースを確保した。それを戻すとき、床に落ちていた火村のカギをロッカーで押してしまったんだろう。


    「スピーカーのカバーを取って、確かめてみようか？」


    「でも、もしあそこにカメラがあってカバー外すところが映ったら、バレたと思って犯人が証しよう拠こ隠いん滅めつして逃げるかもだぜ。どうしたものか……」


    　考え込んでいる狩谷に、俺は言った。


    「馬になってくれよ、狩谷」


    「俺はケモミミとか人外は好みじゃないし、そもそもコスプレに関しては否定派だ、あれは二次元を愚ぐ弄ろうしてる」


    「じゃなくて、一週間以上もモニタが乱れてるってことは、盗撮カメラは一週間以上前に仕掛けられたってことだろ？　それで遠距離まで届く強い電波を出してるってことは、すごく電気を食ってるはずだから電池ってことはありえない。スピーカーの中の配線から採電してるはずだから、スピーカーにつながってる配線を切ればいいんだ」


    「すげー、かしこすぎか」


    「いちおう工学科だから、ほめられるようなこっちゃないが、それなら見つかったんじゃなくて、カメラの故障って思うだろ」


    「じゃあ任せたぞ、乗れよ」


    　狩谷はロッカーに手をついて頭を下げ、馬になってくれた。俺はその腰に足を置き、ぐっと力を入れて二歩目で肩の上に上がった。こういうのは中学三年生のときの運動会の組体操で何度も練習したので（俺は背が低いので上担当だった）慣れっこだ。両足を狩谷の肩の上に置いて、腰の工具ベルトからペンチを探してごそごそしていると、女子たちがロッカー室のドアを細く開けてのぞいていた。


    「すごーい、かっこいい」


    　ひそひそしゃべっている。たぶん俺の下で重さをこらえながらじっと我慢している狩谷のことを言っているのだろう、何かに耐えるイケメンの表情は男前だからな。そして狩谷にあまり負担をかけるわけにはいかないので、俺は急いでペンチを取ると、プッツン、と電線を切った。それから手をのばし、スピーカーカバーのまわりのネジをドライバーで外すと……。


    　ころり、と取れたスピーカーカバーの中には、大きな丸い反響板と、電気の線と内線の線が配線されていた。穴の真後ろのあたり、反響板の手前には、カブトムシぐらいの大きさのカメラがあった。反響板の配線を途中で切断し、その間に挟みこむ形で採電していたようだ。


    「見つけたぞー！」


    　俺は足の下で支えてくれている狩かり谷やに言った。狩谷の背中から降りると、すぐさま女子たちがカメラを見ようと集まってきたので、


    「さわるなよ、警察に言って指紋とか取ってもらって犯人捜さないといけないからな！」


    　と、俺は注意した。これで俺の予想どおり、盗撮カメラをしかけたのが体操服を盗むためだったら、犯人が見つかれば体操服紛失事件も片づいて一石二鳥というわけだ。やれやれ、どうやらぶじに事件解決しそうである。


    　そのとき、安あ心じ院むが俺に近づいてきた。


    「お疲れさまでした、千せん石ごくくん、狩谷くん」


    　ぺこり、と安心院は頭を下げる。さっき着替えを見たところを気にしてないみたいでよかったが、でも不可抗力とはいえ俺はモニタを通じても直接でも安心院が着替えているところを見てしまっているので、ここは正直に謝ろう。


    「ごめんな、安心院」


    「え、何がですか？」


    「着替えしてるのに、ドア開けて」


    　俺のボタンをつけるだけでも、他人の目にふれないよう気をつかってくれる安心院だというのに。しかし安心院は、意外なほどあっさりとほほえんで、


    「でもそれは、わたしたちを心配して来てくれたんですよね？　そして盗撮カメラを見つけて、わたしたちを守ってくれたんですよね？　それじゃお礼を言わないといけないじゃないですか、ありがとうございます」


    「お、おう……」


    　安心院は天使か。本気でそう思うほど、安心院の笑顔は神こう々ごうしいレベルで純じゆん粋すい無む垢くだった。それだけに、そんな安心院（たち）を盗撮するような卑ひ劣れつな犯罪に俺は腹が立った。ふだん自分のことにも他人のことにも俺は無関心なのであまり腹が立たないんだが（七なな緖おに煽あおられてイラッとすることはあっても）、今回ばかりは本気で腹が立っていた。


    　まずはここの管理責任者であるところの家政科の先生に報告しよう。それで、俺に協力できることがあればいくらでも協力しよう。


    　俺と狩谷は安心院たちとともに、教官室へ向かったのだった。

  


  
    ５章　探偵団結成ってわけでもないが、大人には任せておけないので


    



    　俺たちの報告を受けた家政科の先生は、びっくりしてロッカー室を見に来て、すぐに学長に報告した。俺たちは「あとで話を聞くと思うので、今日は連絡がつくようにしておいてください」と言われた。


    　そして放課後……俺と狩かり谷やは中央図書館十階、中央講義室に呼び出された。今日は図書館は完全休館となり、中央講義室は会議室となった。エレベーターホールを囲む円形の床に、中央に向けて同心円状に机が並べられている。そこに全校の全職員が集まっていた……教師から補助講師まで、全校生徒五千人の大規模校の職員の数は軽く数百人になる。補習クラスでガラガラ状態で使っていたのが信じられないほどぎっしり人がつまっていて、俺たちは一番エレベーターホールに近い最前列に座らされていた。


    　俺たちの横には、専門科を超えて俺たち全員をよく知っているということで、シャーリー先生が座っていた。俺と狩谷は当事者として証言のために呼ばれたのだ。


    「シャーリー先生、えらく大げさなんですけどいったい何が始まるんです？」


    　火ひ村むらがシャーリー先生にひそひそ耳打ちをした。


    「全職員あげての対策会議だと聞いていますわ」


    「対策会議って、対策は警察に任せたらいいんじゃ？」


    「わたくしもそう申し上げたのですが、ミスター理事長トラステイが……」


    　シャーリー先生が言いかけたところで、ドームの中がパッと真っ暗になった。天井は透明なガラスドームだったはずなのに……どうやら、電圧によって透明度を自由に変化させられる液晶ガラスパネルを使っているようだ。


    　真っ暗な中、エレベーターの上の機械室にフットライトが当たった。機械室の屋上からドームの天井まで三メートルほどの距離があるが、そこにゆっくりと何かがせり上がってきた。王座のような堂々たる椅い子すである。その椅子の上には、八十歳近いであろう、鋭い目の白ひげの老人が和服を着て座っていた。頭ははげているのに後頭部の白髪は長い。そして年齢のわりに体格と筋肉がすごい。理事長というより古武道の師範という風格である。


    　俺も学校案内で写真だけは見たことがある、影かげ月つき夜や雲くも理事長だった。


    「本校職員の諸君。本日は、ご多忙中お集まりいただき感謝する」


    　理事長の超低音ボイスが、静かなドームにひびきわたった。さらにドームの天井のガラスパネルに、理事長の顔がどアップで映ったので、思わずビクッとなった。


    「本日家政科において、遠距離無線盗撮カメラが発見された」


    　天井に、俺たちが発見したカメラが映し出された。


    「理事会ではカメラに付着した指紋を調査したが指紋は採取できず、カメラの購入履歴から所有者の割り出しを進めているが、輸入品のようで解析には時間がかかるもようだ。それまで、各専門科において不審物の捜査などこれまで以上に尽力を……」


    「ちょ、ちょっと待てよ！」


    　一方的にしゃべりつづける理事長に、俺は思わず立ち上がって口を挟んだ。理事長がギロッとした目で俺を見下した。何かに似てるなと思ったら、節分の鬼の面に似てる。


    「わしが命令してから証言したまえ。きみを呼んだのは盗撮カメラ発見時のもようを語り、ほかの専門科に設置されているかもしれないほかのカメラを捜す助けとするためだ」


    「それはそっちの一方的な都合だろ、俺には俺の都合と言いたいことを言う権利がある！　カメラを警察に届けずに理事会で調査だって？　事件をもみ消すつもりか！」


    　俺が理事長を指さしてどなると、まわりがザワザワッとした。


    「えらい熱いな、千せん石ごく。クールキャラかと思ってたけど、ギャップ萌もえ目ざしてる？」


    　狩かり谷やがからかうように笑った。まわりが焦あせって、俺に「黙りなさい！」とかささやいている中で、こいつだけ笑ってる。つまりこいつも、理事長のことを屁とも思ってないのだ。


    「家政科における体操服紛失事件と本盗撮事件にもしつながりがあるのなら、本盗撮事件への対応は体操服紛失事件と同一の物とする必要がある。すなわち犯人も被害者と同じくわが校の生徒である可能性がある以上、等しくわが校の責任によって守られねばならない」


    「ウチの生徒かもしれないが、外部から侵入した不審者かもしれないだろ？　今は体操服が盗まれてるだけでも、万一のために最悪の事態を想定して対応するべきだ！」


    「最悪の事態というのは、教育機関である学校が道を誤った生徒の教育と更生を放棄し、見捨てることを言うのだ」


    「外部の人間が犯人だったら意味ないだろ。校内でちょくちょく『金髪の女の子』の目撃証言があるってことは、現実的に外部から不審者が入ってるだろうが！」


    「金髪の……少女？」


    　理事長は眉まゆをひそめて、一瞬ひるんだようだった。だがすぐに、


    「それは確か、幽霊という噂うわさではなかったか？　幽霊ならどこにでも侵入できて当たり前だし、盗撮カメラを仕掛ける必要もない。すなわちその事象はきみが訴えるところの『外部から侵入し盗撮カメラをしかけた不審者』には当てはまらない。論理のすり替えはよすがいい」


    「俺は別に論理のすり替えをしてるわけじゃっ……！」


    　俺は理系なので、こういうディベートみたいな、議論のための議論には慣れてない。理系の世界は０か１か、結果を出すことだけが目的のシンプルな世界だからだ。おかげで、俺は反論につまって次のことばが出てこなかった。


    　すると狩谷がチラッと俺に目を向け、それから机にひじをついて煽あおるような口調で、理事長に言った。


    「でも幽霊じゃないかもしれないし、校内に徘はい徊かいする未確認部外者の正体を確認しないまま、根拠のない噂うわさだけで幽霊って決めつけた上で話を進めることこそ、論理のすり替えだと思うんですがねぇ～？　そんな口先三寸の子供だましな対応じゃあ、ちゃんと調査しないまま『もみ消し』とか『隠いん蔽ぺい』とかされちゃうんじゃないかなって、思っちゃうんだけどなぁー？」


    　狩かり谷やが煽あおるように口をはさんだ。理事長の白い眉まゆが、ピクリと動いた。


    「『隠蔽』ではない、『責任』だ。学生を保護する責任、学生を指導する責任、それを教育者が放棄するわけにはいかないということだ」


    「それはそれ、これはこれじゃないんですかねぇー？　悪い奴をかばって被害者をほったらかすのが責任なのかなぁー？」


    　狩谷は実に不ふ遜そんで、煽っていくスタイルである。二次元にしか興味を持っていない狩谷には、三次元の権力者なんてまったく恐れるまでもない、絵にかいたモチも同然なのだろう（微妙に矛む盾じゆんしたたとえだが）。


    「学問の場で最も重要なことは、いかなる権力に対しても干渉されず、いかなる思想に対しても中立を保てる自由を守ることだ。都合のよいときだけ公権力を利用すれば、次は必ず公権力によって干渉される。紀元前には、本を焼いて思想弾圧をした秦しんの始皇帝の焚ふん書しよ坑こう儒じゆの例がある。また中世ヨーロッパでは、科学者は悪魔と契約した魔術師として処刑された。あるいは邪悪な独裁政権が樹立し、社会に貢献するためのきみたちのものづくりの力に対し悪用するよう圧力がかかる危険もある。学問の場の自治権は、どのような理由があろうとも絶対的に神聖不可侵でなければならないし、それが生徒を守る教育者としての天命である！」


    　理事長は、雷がとどろくような低い声で言いはなった。


    「ゆえにこの件は理事会預かりとする、関係生徒には他言無用を申しつけること！　そこの鼻息の荒い小僧どもは、この件にはもう鼻をつっこまないこと！　これにて解散！」


    「おいこら、一方的すぎるだろ！」


    　俺はエレベーターホールに駆けこもうとしたが、まわりにいた先生に羽は交がい絞じめにされて止められた。理事長は虫ケラを見るような目で俺を見下し、椅い子すがゆっくりと下がっていく。エレベーターを囲むガラスも液晶ガラスパネルらしく、今は真っ黒になっていて中身が見えない。たぶん椅子のまま理事長を運び上げる仕組みになってるんだろう。


    「先生がた、乱暴はやめてください！」


    　シャーリー先生が言ってくれたので、俺はようやく解放されたのだった。


    



    　ドームは再び明るくなり、講義室に集まった先生たちは三々五々解散していった。


    　最後に残ったのはシャーリー先生と、俺と狩谷だった。


    「大丈夫ですか、ミスター千せん石ごく」


    　シャーリー先生が心配そうに聞いてくれた。さっき羽交い絞めにされて、そうでなくても適当な俺の制服が、いっそう乱れている。


    「……理事長は鼻をつっこむなって言ったけど、目の前で友達が盗撮されたのがわかってて放っておけません。警察に言うなってんなら、俺は鼻をつっこませてもらう。理事会ってのがどれぐらい捜査するつもりか知らないけど、他人に任せて知らんぷりなんてできません。こんなひどいバグ、自分の手でつぶさなくっちゃ気がすまない」


    　シャーリー先生は困るかもしれないと思ったけど、俺は正直に言った。狩かり谷やは頭の後ろで手を組んで、椅い子すにもたれて背筋をのばす。


    「俺は、あのジジイが嫌がることだったら協力するぜ。俺はふだん二次元のこと以外じゃ怒らない人間だが、珍しくあの理事長の野郎にはムカっ腹が立った。千せん石ごくみたいにすごい奴をコケにするとか理事長のくせに生意気だぜ、マジで許せん。自分の立場をわきまえろってんだクソが、いつか倒す」


    「いや、立場は理事長だろ。この学校で一番偉い人だろ」


    「偉い偉くないって、たかが三次元、俺から見れば同じ次元なんだよ」


    　よくわからんが、さっき俺が理事長にやりこめられかけたとき、狩谷が俺のために怒ってくれたってことだけはよくわかる。


    「あの理事長相手にあの威圧的な空間で『ムカついたから嚙かみついた』って、マイペースすぎる。尊敬していいか」


    「どんどんリスペクトしていいぜ、俺はいつでも直球勝負さ。二次元の最も素晴らしいとこはなあ、三次元の奴らとちがって裏表がないとこなんだよ」


    「うんまあ、二次元だからな。ユークリッド幾何学的にそうなるな」


    「それに千石は将来、俺の嫁を作ってくれるかもしれない男だぞ？　いわば俺の未来のお義と父うさんだぞ？　おたくは自分の父親をコケにされて黙ってられるか？」


    　なるほど、狩谷が俺を義父さんって呼んでいたのはそれでか。二次元にしか興味のない狩谷が三次元の俺のために怒ってくれたんなら、俺も「そういうロボットは作らないから」なんて言わずに「嫁」を作ってやるのが筋かもしれない。


    　シャーリー先生は俺たちのやり取りをしばらく黙って聞いていたが、教きよう鞭べんを両手で胸に抱いてふうっとため息をひとつつき、メガネのブリッジの部分を指でそっと押さえて、気持ちを改めるかのように位置をただした。


    「……内緒ですが、わたしも同感です」


    「ですよね、先生も二次元の素晴らしさをようやく理解してくれましたか」


    「そっちじゃありません、ミスター狩谷。ミスター理事長トラステイが今回の事件をすべて自分の手に引きあげてしまい、警察だけでなく被害者である家政科の女子たち、当事者であるあなたがたにも関与を許さないという姿勢に、わたしも疑問を持ちます。一番事件を知っているのはあなたがたですから、あなたがたが事件を捜査することに賛成だと言っているんです」


    「えっ？　先生の立場でそんなこと言っちゃってもいいんですか？」


    　あまりにもあけすけなシャーリー先生の意見に、俺は正直びっくりした。大人はみんな、それこそ狩かり谷やが言ったんじゃないが、三次元世界に長く生きているだけにすごい裏表があると思っていたし、だから理事長をはじめ大人は信用できないと思っていたが、シャーリー先生は別みたいだ。もともと何の得にもならない補習クラスを引き受けてくれるような先生なんだから、当然かもしれないけれど。


    「だから『内緒』です。わたしは先生ですから、ミスター理事長トラステイの命令に従っているふりをしておけば理事会の調査がどこまで進んでいるかわかりますからね」


    　シャーリー先生は教きよう鞭べんを唇くちびるに当てて「しー」のジェスチャーをした。


    「ミスター理事長トラステイの性格からして、決してもみ消しなどではなく、本気で調査はするはず。それで犯人が見つかるかもしれませんが、見つからない可能性だってある。そのとき、盗撮されたかた、大切な持ち物を盗まれたかた、心を傷つけられた被害者のかたたちの無念はいかほどでしょう。賢い人間はどんなことにも『保険』をかけておくものです、確実に犯人を見つけることこそ最良の再犯防止策です、調査する人数は多いにこしたことはありません」


    「俺は『幽霊』とやらが怪しいと思うなあ」


    　ふと、狩谷がそう口を開いた。俺は反論する。


    「幽霊って、小学生ぐらいの女の子だぞ。女の子『たち』かもしれないし、一人の女の子が着替えてるのかもしれないが……。校内をウロウロしてる外部の不審者ではあるけど、盗撮カメラの配線をしたりは無理だろ。それとこれとは別だと思うが」


    「恋愛ゲーで攻略するヒロインは一人とはかぎらないんだぜ。犯人だって一人とはかぎらない。少なくとも『幽霊』が出て、血まみれだったり追いかけてきたり脅かされて、それで家政科の女子は怖がって服飾コンテストの前なのに居残りをしなくなった。すなわち犯人が、誰かに見つかる心配なくロッカー室に忍びこんでカメラをしかけたり体操服を盗んだりできるようになった、ってわけだ」


    　狩谷の言葉はことごとく的を射ていた。時に辛しん辣らつではあるが、口下べ手たな俺に比べて素晴らしく的確だ。それはたぶん、狩谷がアニメをよく見るからだと思う。一時間や二時間で話をまとめるドラマとちがい、三十分で話をまとめるアニメは無駄な場面や無駄なセリフをいっさい入れられないだろうから、必要最小限の言葉で内容を伝えるのがうまくなるんじゃないかな。


    「なるほど……つまり、グルってことか。それはあり得る。なら、次に幽霊を見つけたらとっ捕まえればいいんだな」


    「えっ」


    　シャーリー先生はその瞬間、なぜか動揺した。そういえば理事長も、金髪の女の子の話をしたときに少しひるんだように見えたが……。


    「どうかしたんですか？」


    　何だか引っかかって、俺はシャーリー先生に聞いた。シャーリー先生は、あわてて首を横に振る。豊かな胸が少し遅れて（振り子の共振現象ってやつだ）たゆんたゆんと揺れる。


    「いっ、いえ？　ただその、幽霊は捕まえないほうがいいのではないかしら？　その……ネッシーみたいに、あまり真相を追及すると夢がなくなりますわ」


    「夢も何も、幽霊なんていないってシャーリー先生も言ってたじゃないですか」


    「そ、そう……でしたかしら？」


    　シャーリー先生は、俺が今まで見たこともないほどしどろもどろになっていた。


    「で、でも幽霊じゃないなら、小さな女の子を追いつめるなんて可哀想ですわ。わたくしのカンですが、たぶんその幽霊さんは盗撮事件とは無関係だと思いますの」


    「カンで語っていいなら、俺のカンでは共犯だと思いますけどね」


    　狩かり谷やの鋭い返しに、シャーリー先生は「うっ」とうめいた。


    「だ、だけど……盗撮犯人はカメラが見つかったことを知らないのですから、故障したと思ってきっと様子を見にくるはずです。つまりロッカー室で張り込みをすれば犯人を捕まえられる可能性が高いのですから、幽霊さんのほうはどうでも……」


    「でも、そうやって来た犯人がもし家政科の生徒とかだったら、俺たちには不審人物かどうか見分けがつきませんよ。でもあの『幽霊』ならはっきり、この学校にいるはずのない『バグ』だってわかる。俺もこの目で見たから、ぜったいにわかる。なら見落としを防ぐためにも、犯人も彼女も、両方捜査対象ってことでいいと思いますが？」


    　俺は、なるべく理路整然と、シャーリー先生を説得した。


    　だがシャーリー先生は、どうにも苦虫を嚙かみつぶしたような顔をしている。


    「あまり……気が進まないのですけれど」


    「シャーリー先生は優しいから、小さな女の子を犯人扱いしたくないんだと思います。だけど、小さな女の子が自分から全てわかってて犯罪に協力したってのも、考えにくい。悪い大人に利用されてるなら助けてあげるべきです、そのほうがずっと優しい行動だと思いますが」


    「いえ、犯罪に協力という前提が……わたくしは違うのではないかと、その……」


    　どうにもシャーリー先生は歯切れが悪かった。なぜそんなに、あの金髪の女の子を捕まえることをためらっているんだろうか。事件解決への、一番近道だと思うんだが……。


    　俺は図書館の玄関に見たことのある三つ編みの女の子がいるのにふと気づいた。外といっても講義室には窓がない。エレベーターの吹き抜けから、玄関のほうを見たら正面玄関のガラス扉の前に立っていたということだ。


    「春はる山やまだ」


    「誰？」


    「『誰』っ？」


    　狩谷の言葉に、俺は思わず聞き直してしまった。だって春山は、毎日中央図書館のまわりで花の手入れをしていて、花壇の手入れで切った花を捨ててしまうのはかわいそうだと言って、通りかかった人にくれることで有名なのだ。俺ももらったし、姉ももらったことがあるし、補習クラスに来ていて図書館の常連の安あ心じ院むと火ひ村むらにいたっては、よく花をもらって教卓に飾りに行ってるらしいのに。そういえばあの二人が補習クラスにカバンを持ってこないのは、春はる山やまに花をもらうことを見越してるのかもしれない。


    「いくら二次元にしか興味がないっていっても、毎日自分が通る道の花壇を手入れしてくれてて、花をくれる奴の名前ぐらい覚えておけよな！」


    「あら、ミズ春山ですね。今日は会議の間は作業を中止していただいて、ご迷惑をおかけしました。わたくしがひなぎくを好きだと言ったら、花の終わりの季節に小さなブーケを作ってくださったんですよ」


    　ところが、狩かり谷やはひたすらふしぎそうに首をかしげている。


    「俺、あんな奴見たことないけどな」


    「ふあっ？　毎日玄関にいるんだぞ、ついに二次元のものしか見えなくなったのか？」


    「おたくのことは見えてるだろうが。ほんとに見たことも話したこともないし、もちろん花だってもらったことない。ひょっとして、そいつこそ本物の幽霊じゃないのか？」


    　狩谷は、腕組みしてふてくされている。自分だけ花をもらえなかったのが、気に入らないんだろうか。


    「まさか、春山さんはれっきとした園芸科の生徒ですわ！」


    「そう思ってるだけだったりして」


    　狩谷は憎たらしそうに言った。いくらなんでも春山を幽霊扱いは気の毒だ……っていうか、そういえば春山も造園実習とやらのときに、あの金髪の幽霊を見たとか言ってた。


    「春山は早朝の明るい時間帯に、あの幽霊の顔をはっきり見てるんだ。何か心当たりがあるかも、聞きに行ってみる」


    「あー、それなら俺も行く」


    　俺がエレベーターホールのほうへ走ると、狩谷もついてきた。シャーリー先生は、一瞬教きよう鞭べんを動かして俺たちを呼びとめたさそうなふうに見えたが、結局そのまま何も言わなかったので、俺たちもそのままエレベーターで下りていった。


    



    　図書館の外に出ると、もうかなり遅い時間だった。夕日が光の力を失って、空の色も弱々しく見える。


    　春山は花壇の手入れをしていた。葉っぱだけになったアマリリスの花壇の隣だ。そこには何も植わっていなくて、真っ黒でふかふかした土があるだけだ。


    　春山は園芸科棟奥の実験圃ほ場じようからネコ車に土を入れて運んできては、スコップで花壇にうつす作業をしていた。花の世話をしたり優雅な仕事だと思っていたら、意外に体力がいりそうだ。軍手をはめて土だらけになりながら花壇に土をうつしている横顔は真剣そのもので、がんばってるなあと感心してしまった。


    「春はる山やま」


    　作業に必死で俺たちが近づいても気づいてないようだったので、俺は少し大きめに声をかけた。すると春山は、俺のほうにひょいと顔を向け、次の瞬間かああっと真っ赤になって顔を押さえて、背中を向けた。


    「きゃっ、わたし……すみません、その、今土で汚れていて……」


    　女子ってのは細かいところを気にするもんだな。花壇を作るための名誉の汚れなんだし、いいじゃないかと思うんだが。しかたなく俺は、春山の後頭部としゃべった。


    「邪魔して悪い、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」


    「あ、いえ……わたし、これからまだ土を取りにいかなくちゃいけないので……」


    　春山は、おととい初めて会った日は花をくれたりしてフレンドリーだったのに、今日はなぜか俺としゃべりたくないって感じだ。


    「ひょっとして俺、何か怒らせるようなことしたか。うっかり花壇を踏んでたとか」


    「い、いえ、まさかそんな。そ、その……あ、そうです、急いでるんです。会議があって作業が一時間以上進められなかったので……新しい花壇に土を入れて花の苗を植えるんです、アマリリスを切ってこの区画が殺風景になってしまうので……」


    　フレンドリーではないはずなのに、春山は自分の専門のことだと結構細かくしゃべってくれる。狩かり谷やが花壇の横にしゃがんで、土の上にぽんと手を置いた。


    「おー、土が綿みたいにふわっふわだ。しかも布ふ団とんみたいにあったかいのはなんで？」


    「あ、それは……土づくりのときに混ぜた腐葉土です。奥の圃ほ場じようで肥料用にたくさん作っていて、腐葉土って微生物がたくさん混ざっているので、土や水と混ぜると発酵してほんのりあたたかいんです」


    「へー、腐葉土たっぷりだから土真っ黒なんだな。これ、種や苗じゃなくてカブトムシの幼虫埋めればいいのに。あれ腐葉土をエサにするんだろ？　あたたかいならよく育ちそうなんだが」


    「……」


    　春山は答えない。狩谷はたぶん本気でまじめにこの提案をしているのだが、ぶっ飛びすぎて、まじめに園芸やってる人間からすると、からかってるように聞こえたかも。


    「あの、わたしに聞きたいことって……？」


    　春山は小さな声で聞いてきた。これはそろそろ人払いされる感じかな。実際花壇の広さを見ると仕事はまだまだ残っていて忙しそうだから、俺は手短に春山に聞いた。


    「金髪の幽霊を、イングリッシュガーデンのあたりで見たって言ってたじゃないか。それ、顔ははっきり見たかなって」


    「顔……ですか？　見ました、天気のいい朝だったので、光がくっきりしていて、植物たちもすごくうれしそうに光合成している、素敵な朝でしたから」


    「その顔に心当たりとかは？　どこかで見かけたことがある、とか……」


    「いえ、あんなきれいな女の子、今まで一度も見たことがありません」


    　春はる山やまのきっぱりした答えに、俺はガクッと力が抜けた。何か手掛かりがつかめるかな、って思ったんだが、なかなかそう甘くは行かないみたいだ。


    「本当に、信じられないぐらいきれいだったんです。光に溶けるみたいな長い金髪と、宝石のガーネットみたいな目がすごくきれいだったのが印象に残ってます。あんまりきれいだからびっくりして、でも校内は関係者以外立ち入り禁止ですから、注意しようと近づいたらバラのアーチの陰に隠れて、追いかけたらもうそこから影も形もなくなっていて、あとでクラスの友達に話したら、ああ幽霊だったんだ……って。それで、急に怖くなって」


    　春山は、一生懸命思い出してしゃべってくれる。姿の消しかたが、俺がヒマラヤ杉の陰で幽霊を見失ったときにすごくよく似ている。やっぱり、「金髪の女の子の幽霊」は全て同一人物の可能性が高い。そして幽霊は普通（って言いかたも変だが）、死んだときの姿で出てくる物だと思うから、あれこれ着替えしてる時点で幽霊じゃなかろう。


    　何のために着替えてるのかはわからない。生徒をもっと怖がらせようとして、幽霊の数を水増しするためかもしれない。


    　ただひとつわかることは、幽霊じゃない以上、あの女の子が姿を消したのは何かのトリックだっていうことだ。バグは必ず見つけるのが自慢のこの俺がトリックを見抜けなかったなんて、ちょっとばかり悔しい。次に出会ったら、今度こそ逃がさないぞ、と心に誓う。


    　そのとき、家政科棟のほうから安あ心じ院むが走ってきた。


    「よかった、もう会議終わっていたんですね」


    　安心院はあまり足が早そうではないが、一生懸命に走ってきた。背中を向けていた春山も、そっちに顔を向けた。春山がいるのに気づいて、安心院はそっちに進路を変えた。


    「春山さん、今日は土づくりなんですか？　ご苦労さまです、次はどんなお花を植えるんですか？　いつもとってもきれいだから、すごく楽しみなんです」


    　安心院は、社交辞令というより本気でそう言っている。やっぱりこいつ、性格いいなあ。春山も安心院たちの前では顔を隠さずに、俺たちに背中を向けたまま安心院に答えた。


    「うーん……温室に何種類か苗があって、迷っているところなんです。わたしは白い花が一番好きなんですが、原色の小さな花の寄せ植えのほうがクリスマスツリーのライトみたいに見る人がウキウキ楽しい気分になるかな、でも図書館だし上品なほうがいいかなとも」


    「じゃあ完成を楽しみに待つことにします、春山さんが作る花なら何でもかわいくてきれいでセンスがいいですから」


    「そ、そんなにほめられるほどのものでは……」


    　春山は恥ずかしそうに顔をそむけながら、ふと、ぴくりと動きを止めてそっと安心院のほうに視線をうつした。


    「ところで、安あ心じ院むさんはどうしてここに？　今日は会議で、補習クラスはないって聞いてたんですけれど……？」


    「あっ、忘れてた。狩かり谷やくんにこれを渡すんでした」


    　安心院は手に持っていた封筒の束を、狩谷に渡した。封筒は十枚ほどの束で、封印の場所に、虹色加工のハートのシールがついている……これって、いわゆる典型的なラブレターなのか？


    　……えっ？　安心院が狩谷にラブレター？　安心院は狩谷を好きだっていうことか？　封筒十枚分って、ものすごく長文の熱烈ラブレターっていうことか？


    　えっ、どうして俺はこんなに今うろたえてるんだ？　体力テストで百メートル走の計測をしたときよりも、心臓がどっくんどっくん言ってるんだが？　頭の中の血管が拡張しまくっているかのように、心臓の鼓動が頭ず蓋がい骨こつの中にどっかんどっかん響いてるんだが？


    「そ、それじゃわたし、作業急ぎますから……」


    　春はる山やまもネコ車を押して、とっとといなくなってしまった。安心院と狩谷を前に、俺はとり残されてしまう。どうすればいいんだ、この空気。この場を自然にはけたいんだが、頭がグルグルしてどうすればいいのか判断不能、体も動かなくて制御不能。俺最大のバグ発生、これはデバッグ不能レベルかも……。


    「またかぁ～、最近減ってたのになあ。迷惑かけるなあ、安心院」


    　狩谷がうんざりした声で言った。……え、何？　何の話だ？


    「だって狩谷くんが家政科棟に来たから、今まで狩谷くんを知らなかった人が新規のファンになったんですよ。とくに今回は盗撮カメラを見つけてくれたり、かっこいいだけじゃなくて頼もしい一面もあったから、やっぱり狩谷くんが最高っていうリピーターの人のお手紙もあるし。安心院さん同じ補習クラスらしいから渡してちょうだい、って頼まれて。あの、皆さん心を込めてお手紙書かれているので、ちゃんと読んでくださいね」


    　安心院が、ちょっと厳しく狩谷に釘をさした。


    　俺の頭の中のバグがその瞬間、霧が晴れるように一気にデバッグされた。頭の回路が今までどおりの頭ず脳のう明めい晰せきな俺に戻る。冷静になってみれば、どんな熱烈であろうが、封筒十枚分の大長編ラブレターなんておかしいと思った。つまりまとめるとだ、人に頼られると断れない性格の安心院は、狩谷にラブレターを渡すようにしょっちゅうほかの女子に頼まれてるというわけだ。


    　そして安心院がもし狩谷のことを好きなら、他人からのラブレターを渡すわけがない。それこそ理事長に俺が言った言葉じゃないが、自分のところで握りつぶしてしまうだろう……いや、安心院は性格がいいから、手紙を書いた女子の気持ちを考えて、そんなことできないような気もするけれど。でも少なくとも、今みたいに平気な顔で渡せるってことはなかろう。


    　なんか、よかった。なんで自分がホッとしてるのかよくわからんが、なんかよかった。


    「プレゼントも預かってるんです。それで会議が終わるまで待ってたんです。会議中は中央図書館のガラスが真っ黒になるから、窓から見てればいつ終わったかわかるでしょう？」


    　理路整然と話す安あ心じ院むの声が心地ここちよい。ほんと、なんかよかったなあと思いながら、俺はその声に耳を傾けている。これからもずっと、この居心地のよい声を聞きたいと。


    「……おい、おい千せん石ごく！」


    　ホッとしすぎて脱力して、一瞬俺は機能停止していたらしい。狩かり谷やに肩を揺すられて、俺はハッと顔を上げる。


    「えっ、な、何だって？」


    「聞いてなかったな。プレゼントとやらが家政科棟に山積みになってるらしくて、『今日昼休みに調理室で大急ぎで焼いた焼きたてクッキー』みたいな食い物もあるから、シャーリー先生も呼んでおすそ分けしようぜって話。ついでに、それ食いながら盗撮犯をとっつかまえるこれからの作戦をミーティングしようぜって」


    「ほんとはぜんぶ狩谷くんに食べてもらえるといいんですけれど……」


    「俺が甘いもの苦手なの知ってるだろ」


    「そうなのか？」


    　甘いものが苦手だなんてまあ、男前なセリフだなあと俺は聞き直した。


    「洋菓子系がとくに苦手なんだよ。男は質素に、ぬか漬けと渋い緑茶な」


    「えっ、ぬか漬けは難易度高いですよ。ぬか床を発酵させる微生物の調整を間違うと、発酵熱で温度が上がりすぎて微生物のバランスが変わってカビが生はえたり……。だから、すっごくぜいたくなおやつですよ。わたしもまだ、ぬか床を成功させたことないんです」


    　と、安心院が言った。たしかに発酵食品って難しそうだ。俺も賞味期限を過ぎて分離したヨーグルトが、発酵してるのか腐ってるのか判別がつかないことがある。


    「ぬか漬けはぜいたくなおやつなんだってさ。ふつうに甘いの食べとけば？」


    　俺が言うと、狩谷は断固として首を横に振った。


    「少しぐらいならつきあいで食うけど、まるごとのケーキだけでも三つあるとか、さすがに無理だって。食い物は無駄にしたらバチ当たるしな」


    「あっ……じゃあよかったら、俺もおすそ分け欲しい」


    　姉は甘いものが大好きだ（自制してるけど）。それに七なな緖おにはやはり、世話になった礼をするのが義理だろう。家政科の奴が作ったお菓子なら、そこそこおいしいはずだろうし。


    　俺たちは講義室にシャーリー先生を呼びに行った。お菓子のおすそ分けの話を聞くと、シャーリー先生は目をキラキラさせて、


    「スコーンはありますかしら？　ちょうどこの休日にスグリのジャムを作ったところですから、クロテッドクリームといっしょに明日の朝食にいただきたいですわ」


    　先生みたいな大人でも甘いものが好きなんだな。それじゃやっぱり、姉には甘いものを我慢させず好きなだけ食わせてやりたい……と、思ったのだった。


    



    　家政科棟に行くと、ロッカー室の前に火ひ村むらがいた。火村は大きな紙の箱を三つほど抱かかえて、ロッカー室のドアを足で蹴けって開けていた。


    「ミズ火村、それが淑しゆく女じよのお作法ですか！」


    　シャーリー先生が教きよう鞭べんをつきつけてたしなめると、火村はビクッと肩をすくめた。


    「ぎょわーん！　シャーリー先生、もう来てたのね～」


    「ひょっとしてそれもプレゼントってやつ？」


    　俺がたずねると、火村はうなずいた。


    「ほかの人には内緒だよー、全部狩かり谷やが食べたってことにしといてよ。でないとあたしたちが恨まれちゃう」


    「それはいいが、隠いん蔽ぺい工作を目撃される心配は？」


    　火村は階段の上のほうに目を向けた。


    「大丈夫。聖せい歌かに呼びにいってもらってる間に、家政科棟全部チェックして回ったもん。ロッカー室だと誰か部活に行ってる人が戻ってくる可能性あるから、被服実習室でカギかけて山分けしようと思って運びだし中なの」


    「抜かりなさすぎて怖いレベルですわ、ミズ火村」


    「まだあります？　わたしも運ぶの手伝います」


    　安あ心じ院むがロッカー室に入ろうとすると、火村が言った。


    「これで最後だけど、せっかくだから聖歌が作ったウエディングドレス持ってきたら？」


    「えっ、どうして今？」


    　目をぱちくりしている安心院に、火村は言った。


    「だって今日、被服実習でドレスを縫ぬってるときに、『このウエディングドレスを千せん石ごくくんに見てもらいたいなあ』って独り言つぶやいてたじゃない。見てもらえば」


    「ふあっ？」


    　安心院はかああっと真っ赤になって、両手で顔を押さえた。


    「ちっ、違います！　そういう意味じゃなくて、いえ、あっやっぱりそういう意味で！」


    「俺でいいのか？　ドレスの批評ができるほどセンスよくないっていうか、服自体に興味が全然ないんだが……」


    「そうですわ、ミスター千石。ボタンとネクタイぐらいはきちんとなさい、とくにネクタイは紳士にとって命よりも大切なものですわよ」


    　とばっちりでシャーリー先生に[image: ]しかられてしまった。安心院はすごくあわてて、


    「あ、そ、そうですよね。千石くんに見てもらうって、ドレスのできぐあいを批評してもらうってことです、そうです。持ってきます！」


    　逃げるように、ロッカー室に駆けこんでしまった。そんなにあわてるほどドレスのできに自信がないとは思えないが……この間ロッカー室で見たときはすごくきれいだったし。


    「じゃ、あたしたちは先に被服実習室に行ってるね～」


    　火ひ村むらが歩きだしたので、俺と狩かり谷やで一個ずつ箱を手分けして持ってやった。


    



    　被服実習室というのは、布をミシンで縫ぬったりアイロンをかけたりする部屋で、ロッカー室から工学科棟のほうに少し歩いて右に曲がった通路の突き当たりにある。窓の外にはヒマラヤ杉が見えた……俺があの金髪の女の子を目撃した所だ。あらためて見ても、木の間に下草が生えているだけで、かくれられる場所などどこにもないのだが……いったいどういうトリックで、俺の前から姿を消したんだろう？　ひょっとするとこの謎なぞは、盗撮カメラ捜しよりずっと手ごわいバグかもしれない。


    　部屋に入ると、広い作業台の上にかわいい柄の紙箱や紙袋が山積みになっていた。お菓子らしきもののほか、ものすごいスピードで編まれたであろう手編みのマフラーとか、フェルトのマスコットなんかもあって、アイドルの差し入れみたいになっていた。


    「すごいな、全部店で買ってきたものみたいだ」


    　俺が感心して一個一個見ていると、火村が得意げに答えた。


    「園芸科で花のラッピング習うみたいに、家政科でも包装の授業あるもん。食品用の衛生的な包ほう材ざいとか脱酸素剤とか、服用の包材もそろってるし。あと、服は台の上に広げて、手でなでて空気を抜きながらたたむとプロっぽくきれいにたためるとか、裏技も習うしね」


    　窓辺には、ずらっと胴体だけのマネキンを棒にさしたものが飾ってある。トルソーっていうらしい。半分ぐらいは裸だったが、もう半分はドレスとか着物とか十二単ひとえとか、貸し衣装店かテーマパークの写真館かというような豪華な服がかかっていた。


    　シャーリー先生が、一枚の白いドレスの前で両手を胸の前で組み、目を輝かせた。


    「まあ懐なつかしい！　ロンドンにいたころ博物館で見たことがありますわ、ヴィクトリア女王のウエディングドレスのレプリカですわね。このホニトンレースのヴェールの見事なこと、イギリスで花嫁がヴェールをつける習慣はヴィクトリア女王が最初でしたのよ」


    「さすがシャーリー先生、詳しい～。これは服飾コンテストの見本に飾ってるの、代々の優勝ドレスなんだって。こういうの着たらほんとにお姫様になったような気分になれそうだな～、いいな～」


    　うっとりしている火村を横目に見て、狩谷はフンと鼻で笑った。


    「服を着たぐらいでその人間になれるわけないだろ」


    　すると、シャーリー先生が反論する。


    「そんなことはありませんよ、ミスター狩谷。服装の乱れは心の乱れです、逆に言えば服装をきちんとすれば心もまっすぐ背筋がのびるのです。ですからイギリスでは場面によって細かく服装の取り決めがあり、紳士の正式な礼装では夕方六時までは朝の散歩服であるモーニングコート、それ以降の時間は燕えん尾び服を着用しなければいけません。心の乱れは服装の乱れです、なのでミスター千せん石ごくはきちんとボタンをはめることですわ」


    　なんでここで俺に流れ弾が飛んでくるんだろう。そして、俺は絶対にイギリスでは生活できないと確信した。狩かり谷やは明らかにムッとして、


    「俺が言ってるのはそういうことじゃなくて、つまりコスプレ気分で服を着るなってことですよ。というかコスプレが許せない、あれは二次元を愚ぐ弄ろうしている。お嬢様学校の制服を安っぽいサテン生き地じで作ってるのはどういう了見だ？　お嬢様学校の制服なら最高級メリノウール生地使用に決まってるだろ、常識的に考えて！」


    「コスプレが嫌いなわりに詳しいじゃん。だいたいコスプレなんてそうそう着るもんじゃないから、そんな生地にお金かけられないでしょ。このヴィクトリア女王のドレスだって、あたしたちが縫ぬってる服飾コンテストのドレスだって、本物の絹なんて使えないから絹っぽく見える安いレーヨンとかサテンで代用してるし」


    「それはつまり情熱がないからだ！　見た目だけ似せておけばいいという考えで作品に向き合っている、すなわち作品への敬意が足りない。特にひどいのは異性のコスプレをするときに、そのまま男装女装するのも性別への冒ぼう瀆とくだが、服のほうを自分の性別に合わせてアレンジしてしまうやつだ。二次元的に言えば女体化・男体化にも等しいキャラへの冒瀆行為！　先生だってロンドンっ子ならホームズ博物館に集まるコスプレシャーロッキアンを見たことがあるでしょう、原作のどこにミニスカのシャーロック・ホームズがいますか？　ワトソンのコスプレは、百歩譲っても腹の出た中年イギリス紳士にしか許可しない！」


    「落ちつけ、狩谷。クッキーあげるから、どうどう」


    　鼻息の荒い狩谷の口に、火ひ村むらがもらいもののクッキーをねじ込んだ。狩谷はさらに怒る。


    「だから、俺は甘いものは好きじゃないって！」


    　そのとき、被服実習室のドアが薄く開いてるのに俺は気づいた。安あ心じ院むの気配がする。


    「どうした、安心院。入ってこいよ」


    　俺はドアを開けた。


    　そして、固まった。俺の前にいたのは、真っ白いウエディングドレスを着て、白い花を飾ったヴェールをかぶった安心院だったからだ。


    　ありがちな感想で申し訳ないが「お姫様みたい」としか言いようがない状態だった。ドレスがあまりにも純白で、襟えりもとにだけ淡い水色の真珠を飾っている、そのコントラストのせいで開いた胸もとの肌が燃えるようなバラ色に見える。いや、実際安心院は赤くなっていた。火村が、机にひじをついて意地悪っぽくからかった。


    「なーによ、聖せい歌か。遅いと思ったらずっとそこで待ってたの？　入って入って！」


    「あ、あの……全体像が見えにくいかと思って、着てみたんですけれど……まだ少し完成してないところもあるし、お見せしようか迷っていたんですけど……。花嫁さんはひとつ青いものを身につけると幸せになれる『サムシングブルー』っていうおまじないがあるので、水色の模造真珠をあしらってみたんですが、真珠よりキラキラしたラインストーンのほうが華やかでいいかも……だから、ちょっと自信がないんですけど……」


    　安あ心じ院むは、おどおどして、困惑するような目で俺を見上げた。


    「あの、わたし……どうでしょうか？」


    　どうもこうも答えられない。かわいいとかきれいだとか、制服の安心院はかわいいだけどドレスの安心院はきれいだとか、口に出したら恥ずかしくて死ぬと思うので、


    「あっごめん、俺ちょっとトイレに！」


    　俺はその場から逃げ、廊下に飛びだした。廊下の灯あかりは消えていたので、かなり暗い。安心院がびっくりした表情で、走る俺を目で追っていたのはわかった。何も言わずに無視したみたいで気を悪くしただろうか、でも逃げずにはいられない。今の俺は絶対顔が真っ赤になっている、見られるわけにはいかない気がして、俺は走った。


    　ほんとにトイレに行って顔がふつうの色になるまで落ちつこう、家政科棟に男子トイレがあるかどうかわからないので勝手知ったる隣の工学科棟に行こう……と思い、俺は目の前のＪ字路を工学科のほうへ右折しようと思った、ら。


    「きゃっ！」


    　暗い廊下で、出会いがしらに誰かと鉢合わせた。女の子だ。火ひ村むらは誰ももう残ってないと言ってたが、部活に残っていた生徒が戻ってきたんだろうか。


    「あっ、悪い、えっと……」


    　部外者、しかも男子がなぜ家政科棟にいるのか問いつめられると思って、俺は反射的に謝った。だが、相手は返事しない。それで薄暗い中で顔をのぞきこむと、春はる山やま野の菊ぎくだった。


    「あれ？　なんで春山が家政科棟にいるんだ？」


    　さっきよりもさらに土で汚れて、三つ編みにまで土みたいなゴミみたいなものがからむようにいっぱいついていた。


    「あっいえその……」


    　春山はものすごく動揺して、目が右へ左へ完全に泳いでいた。俺とぶつかるのは二度目だろうに、そんなに狼ろう狽ばいすることもないだろうに。


    「あ、そうです。作業が終わったので帰るところだったんです。外がもう暗くなってきてるから、幽霊が出たら怖いから、明るい建物の中を歩こうと思って……」


    「そっか、お疲れさま。で、カバンは？」


    　春山は手ぶらである。ぶつかったときにどこかに飛んだのかなと思って俺はちょっと目でそのへんを捜したんだが、どこにもそれらしいものはなかった。春山はさらに慌てて、


    「か、カバンは！　忘れました、今気がつきました！　教えてくれてありがとうございます、じゃっ！」


    　と、一目散に工学科棟のほうへ出るドアから外に飛びだした。


    「どうしました、ミスター千せん石ごく？　急に飛びだしたかと思ったら、叫び声のようなものが聞こえましたが……」


    　シャーリー先生が心配して、廊下をやってきた。後ろから安あ心じ院むたちもぞろぞろついてきた。火ひ村むらがニヤニヤしながら、からかってくる。


    「ひょっとして幽霊でも見た？」


    「いや、あれは幽霊じゃなくて……いや、それより春はる山やまが」


    「春山さん？　どうして家政科棟にいるんだろ」


    「さっき花壇に植える花を何にしようって聞かれたから、そのことかもしれないですね」


    　安心院は自分のヴェールを外して、シャーリー先生に見せた。


    「この花も春山さんのおすそ分けなんです。ドレスの飾りに迷っているときに図書館の前でお会いして、相談したらプリザーブドフラワーの実習で作ったお花をいただいて。初めての作品なのにいいんですかって遠慮したんですけど、お花は喜んでくれる人のところに行くのが一番幸せだからって。そのうえ、サムシングブルーの飾りを何にしようか迷ってるって相談したら、わざわざプリザーブドフラワーを青く染めてあげましょうかって言ってくださったんです。さすがに悪いので断りましたけど、ほんとに親切なかたなんです」


    　俺がアマリリスをもらったときも、同じことを言われた。花も幸せかもしれないが、もらった姉はもっと幸せそうだった。


    「だからほんとに実在するのか、その春山とかいう奴は。俺は花をもらったこともないし、俺が出てきたら姿が消えてるとか、幽霊だとしか思えないんだが？」


    　狩かり谷やが疑わしそうに眉まゆをひそめて、火村がプププッと笑う。


    「ぷっすすー！　プレゼント山盛りもらうモテ男が、自分だけ花もらえなくてスネてんの？　二次元大好き男は押し花でも愛めでてたらどうですかぁ～？」


    「言われるまでもなく、すでに押し花は大量生産している。自分の嫁のページに花をはさんで重石を置いて、一週間ほど待つと三次元の花がペラペラの二次元になる。三次元世界に縛られた俺から二次元の嫁へ次元を超えて花を贈る素晴らしい手段だからな」


    「……狩谷の発想の勝利に負けたわ」


    　火村がガックリと床にひざをついた。まだヴェールを持っていた安心院に、シャーリー先生が近寄って声をかける。


    「まあ、きれいな花飾りだと思ったらプリザーブドフラワーだったんですね。とてもきれいですわね、ねえミスター千石？」


    　どきっ。な、なんでこのタイミングで、俺に話を振るのだ？


    「あっ……は、はい、すごくきれい……な、花だと思います」


    「Fineフアイン（よろしい）」


    　シャーリー先生は、ものすごくきれいな「Ｆ」の発音（下した唇くちびるの裏に上前歯の先をほんの軽くつけて）で満足そうに教きよう鞭べんを一振りした。安あ心じ院むが、


    「……ありがとうございます」


    　小さく言って、安あん堵どしたようにふにゃっと笑った。どうやら安心院は、よっぽど俺をバグらせたいようである。


    「ではミスター千せん石ごくもほめてくれたことだし、ドレスを片づけていらっしゃい。せっかくの白いドレスが、服飾コンテストまでに汚れてしまっては大変ですわよ」


    　シャーリー先生が、教鞭を唇に軽く当てながら安心院にウインクした。安心院はあわてて、


    「わ、わたし別に千石くんにほめてもらえるまで待っていたわけではっ……！　か、片づけてきますっ！」


    　ぱたぱたぱた、と今にもつっ転びそうなほど大あわてで、安心院はロッカー室のほうへ走っていく。そしてシャーリー先生は「フッ」と笑うと、俺の肩を二回ポンポンとたたいた。……それは、どういう意図からのポンポンなんでしょうか、先生……？


    



    　安心院はドレスを片づけてロッカー室のカギをしめ、事務室へ返しにいってから戻ってきた。下校時刻までもうあまり時間がなかったので、取り急ぎ盗撮犯を捕まえるため明日から何をするかという話を、菓子を食いながらざっくりと決めた。


    「正体不明の犯人を特定するには、遺留品が最大の手掛かりになるのですが……盗撮カメラや盗撮カメラを仕掛けてあったスピーカーはミスター理事長トラステイに没収されたので、われわれには手掛かりがありません。まずはそれをどうするか、ですわ」


    　シャーリー先生はスツールに座り、キリッとした表情で教鞭を振りつつ、薄切りのダンディケーキをもぐもぐ食べながら場をまとめる。火ひ村むらが「はいっ」と挙手して、


    「シャーリー先生が理事会から盗んでくる、とか」


    「これ以上校内に犯罪者を増やしてどうするのですか。却下です」


    「っていうか、盗撮カメラが一個だとは限らなくね？」


    　甘いものがあまり好きじゃないと言ってたとおり、狩かり谷やはコーヒーばかり飲んでいる。調理実習室にコーヒー紅茶緑茶にウーロン茶とひととおりそろっているので、飲み物には不自由しない。


    「ロッカー室のカメラを外したら工学科のモニタの電波障害はなくなったんだから、あの一個だけで終わりだと思うが」


    　俺が答えると、狩谷はチチチッと指を横に振った。


    「ほかの専門科の建物はまだ調べてないだろってことだよ。英語科でも泥棒の噂うわさがあるってことは、家政科以外にも仕掛けられてる可能性は高い。ウチの敷地は一キロ四方もあるんだから、工学科棟から離れた場所にあったらアナログモニタじゃ検知できないだろ」


    「ってことは、ほかの盗撮カメラを見つけて理事長に内緒でナイナイして、あたしたちがそれのメーカーとか買った人間とか調べちゃえばいいってことよね。なーるほど！」


    「でも、校内は広いのにどうやって捜すんですか？」


    「そりゃ電波検知器を持ってひたすらウロウロが基本だな。テレビで盗聴器探してる探偵もアンテナみたいなの持ってひたすらウロウロして違法電波の発信源を探してたし」


    　狩かり谷やは気軽に言ってくれるが、俺たちが持っている唯一の検知器は、あのでかくて重いアナログモニタなのである。市販の「小型電波探知機」みたいなやつは、小さくて持ち運びやすいけど役には立たない。あらゆる周波数の電波に影響を受けるので、電波の発信源が盗撮カメラや盗聴器なのか、それとも電子レンジや携帯電話やWi-Fiルータなど電磁波を出す家電なのか、その距離や方向や場所など、全くわからないからだ。商品名は「電波探知」機であって「違法電波探知」機とは言ってないから、まあ合ってるっちゃ合ってるんだが。


    　というわけで、違法電波を受信するには、周波数を合わせられる「受信機」でなければ役に立たない。アナログテレビを台車でゴロゴロしながら、校内を調べ回らざるをえないのだ。


    「うーん、昼間じゃ目立つよな」


    「ほんとは校則違反はいけませんけれど、下校時間のあとにこっそり残って、警備員さんの巡回も終わった夜中に……しかありませんね」


    　安あ心じ院むはおとなしい顔をしてるわりには、ときどき行動的で大胆なことを言う。シャーリー先生も、こくりとうなずいた。


    「しかたがありませんわ。緊急事態ということで、許可します。今日はもう遅いですし、家に帰って親御さんに許可を取ってください、許可が取れれば明日からさっそく実行しましょう。何かあったときは、このわたくしが責任を取る所存ですわ」


    「責任ぐらい自分で取るって、もう高校生なんだから」


    　狩谷が相変わらずふまじめな言い方で、でも言ってることはすごくしっかりしてる。俺も同じ気持ちだったので、大きくうなずいた。


    「じゃあ明日までに、テレビを動かすための発電機を工学科の倉庫から調達しておく。補習クラスで作戦会議して、図書館にこっそり残って、そこから行動開始だな」


    「はいっ、わかりました！」


    　安心院がきっぱりと返事した。って、いやいや、


    「今のは俺と狩谷の話だ。夜だし危ないし、女子は帰宅でいいから」


    「どうしてですか？　わたしだって同じ補習クラスだし、家政科の事件なのに千せん石ごくくんと狩谷くんに任せてさっさと帰るなんて無責任だと思います」


    「だってテレビが十キロで発電機が二十キロだぞ。そんなの台車に載せてゴロゴロ学校中を歩き回るなんて、女子には無理だし、危ないし」


    「そ、そりゃ力はありませんが、でもっ……あっそうだ、家政科だから夜食作れます！」


    「夜食ぅ～？」


    　狩かり谷やは小バカにしたように鼻で笑ったが、シャーリー先生の目がキラッと光って、


    「ミズ安あ心じ院む、うなぎゼリーは作れますかっ？」


    　日本では食べられないふるさとの味を家政科の生徒なら本を見て再現して作れるかも、という期待いっぱいでたずねているもよう。火ひ村むらも乗っかってハイハイッと手を上げ、


    「じゃあ、あたしは豚とん平ぺい焼き作ったげる！　和風ポークピカタって感じだけど、肉のボリュームあってガッツリおいしいよ、夜食にぴったり！」


    「や、夜食にガッツリと肉は、ハタチを過ぎるとちょっと消化能力が……」


    　シャーリー先生が、突然気弱になった。なんかみんな楽しそうだが、いや、俺も不謹慎だが何だか子供のころにやった探偵ごっこみたいでワクワクしてしまうのだが、でもやっぱり女子が残るのは心配だった。俺は「ピンチなら俺が助けてやるから！」って迷いなく言えるタイプじゃない。


    　いつだって最悪の場合を想定してしまう。姉が歩道橋から転げ落ちて助けられなかった俺が、むしろその原因になった俺が、スーパーヒーローみたいに危機一髪を華麗に回避、なんて絶対無理だし。


    「……いや、女子はやめておいてほしいんだが……」


    　何度かそう訴えたが、聞き入れてもらえなかったのであきらめるしかなさそうだ。とくに安心院は、優しくて頼りなさそうな見た目に反して、ものすごく頑固だった。


    　そうしているうちに下校時刻もだいぶ過ぎてしまったので、俺たちは余った菓子を分配してその日は解散となった。「マカロン」「フィナンシェ」「ドラジェ」「ファッジ」に「プラリーネ」……名前を聞いても何かよくわからんものを、紙袋いっぱいもらって家に持って帰ると、姉も、相変わらず家に入り浸っていた七なな緖おもすごく喜んでくれたんだが、そのへんの話は割愛させてもらおう。


    　いつも姉姉姉姉、姉のことばかり話してお姉ちゃん大好きか、シスコンか、と言われることを恐れてるわけではない。事件は、お菓子の話をしてるどころではない状況へと急展開したからだ。


    　それは俺が想定していた以上の、最悪中の最悪の状況だった。


    　……安心院が、狙ねらわれたのだ。

  


  
    ６章　狙われた少女と捕らわれた幽霊


    



    　それは翌朝のことだった。


    　俺はいつもどおり、姉と七なな緖おと三人で登校したのだが、家政科棟のあたりにいやに生徒が集まってざわざわしていた。男子の姿もあったから、家政科以外の生徒もいるようだ。


    「どうしたのかしら？　ロッカー室のあたりみたいだけど……」


    　姉が不安そうに言った。ロッカー室、と聞いて俺はすさまじく嫌な予感がした。ロッカー室に盗撮カメラがあったことは、姉には言ってない。理事長に黙ってろと言われたからじゃない。表向きは理事長の命令を聞いてるふりをして俺たちで事件を調べることがバレないようにするためだ。俺は、姉と七緖に手で制止の合図を出した。


    「俺が見てくる。危ないからここで待ってろ」


    「ほうほう、かっこいいじゃん、霧きり絵えの弟」


    「ちょっと前まで、おねーちゃんおねーちゃんって言ってたあらたんが……ほろり」


    「茶化すな、ほんとに危ないかもしれないんだからな！」


    　盗撮カメラの犯人が何かしたのか、という不安が俺の胸にうずまいていた。


    　家政科棟へ走っていくと、家政科の上級生がやじ馬を追い払っているところだった。上級生の壁の後ろでは一年生の女子たちが、震ふるえながら泣いていた。地面にカバンを置いているということは、登校しては来たものの、建物の中へ入れないという様子だ。


    　ロッカー室の窓は割れていた。ガラスが外側に飛散している、ということは中で何かあったのか。中は暗くて外からはよく見えない……というか、「中が黒い」？　壁や天井やロッカーが真っ黒になっている気がするが、まさか火事か？


    　泣いている一年生の中に火ひ村むらの姿があった。その瞬間、俺の背筋は冷や水を浴びせられたようになった。だって、火村「しか」いないのだ……それはつまり「安あ心じ院むがいない」ということなのだ。


    「安心院はっ？」


    　俺は火村に詰め寄った。いつもの勝気な火村とは思えないほどがたがた震えながら、


    「せ、聖せい歌かはっ……まだ中、ロッカー室にっ……」


    　絞り出すような火村の声を聞くやいなや、俺は家政科棟に飛び込んだ。上級生の誰かの、


    「危ないわよ、先生が来るまで待ってなさい！」


    　と止める声も振り切って、俺はロッカー室へ走った。紙の燃えたような焦こげ臭いにおいがする。ロッカー室のドアは開いていた。近づくにつれて、焦げ臭いにおいは強くなる。


    　何が起こったのかわからないが、無事でいてくれ、安心院。安心院、安心院！


    



    　ロッカー室のドアから飛び込んだとき。


    　俺が見たのは、真っ黒に焼け焦こげた安あ心じ院むのロッカーと、そのまわりに散らばった黒灰色の灰と、黒く焦げた天井、黒く焦げたロッカーの上のスピーカー、ロッカーの扉はひしゃげて壊れ、その中もススで真っ黒で。


    　そして、安心院はそのロッカーの前で、呆ぼう然ぜんとして立っていた。


    「安心院」


    　俺ののどから、その名前がこぼれた。


    　人形のように固まっていた安心院が、はっと俺のほうを向いた。見たところケガはない。ロッカーはひどい状態だが、そういえば、全然熱さを感じない。ということは火事が起こったのは今ではなく夜中ということか。


    　俺が安あん堵どしたのと、安心院の顔が凍りつくような緊張から、雪解けのような泣き顔に変わるのは同時だった。


    「千せん石ごくくんっ……！」


    　安心院は泣きながら、俺の胸に飛び込んできた。長い黒髪が、きゃしゃな細いリボンが、心細く揺れる。


    　俺は小柄なほうだと思うが、その俺の腕の中で安心院はさらに小さくて細い。真冬の小鳥のように、凍こごえるように震ふるえている。思わず抱きしめていた。
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    「大丈夫だ、安あ心じ院む。無事でよかった、ほんとに安心院が無事でよかった」


    　安心院は俺の胸に顔をつけ、しゃくりあげて泣いている。なんとか泣きやまなくてはと必死な様子で、眉まゆが苦く悶もんするように歪ゆがんでいるが、恐怖や驚きや悲しさや絶望、安心院の細っこい体では受け止めきれないほどの大きなショックに飲みこまれて、なかなか感情をコントロールしあぐねている様子だった。


    　だから俺は安心院の背中をそっとたたいて、


    「俺がついてるから。落ちつくまでそばにいるから」


    　と、声をかけた。安心院は安心したのか、苦しげな眉み間けんのしわが少しゆるんだ。


    　安心院が落ちつくまで、俺は部屋の中をぐるりと見まわす。足もとの床には、安心院のものらしき学生カバンが無造作に転がっていた。朝、いつもどおり家政科棟に入ったら自分のロッカーが燃えていて、ショックで取り落としてしまったんだろう。


    　ロッカーの中には、灰しか残っていない。中にあったはずのドレスは、完全に焼けてしまったのだろう。きのう見た、あのきれいなドレスを思いだした。手間暇かけたドレスの無残な姿を見たときの、安心院の絶望とショックは想像するだけでつらい。


    　天井を見ると、火災報知器もスプリンクラーもついていなかった。調理室などとちがって、火を使わない部屋だからだろう。ということは、火事がいつ起こったのか正確な時間はわからなさそうだ。部屋の中に余熱をまったく感じないから、火が消えてからかなり時間が経っているだろうってことだけは推測できるが。


    　五分ほどして、生徒たちが呼ぶ声とともに、家政科の先生たちが教官室から走ってきたのだった……。


    



    　あとは家政科でのことなので、と言われて俺は安心院から引き離された。


    　それでも心配なのでやじ馬に交じって外で見ていると、家政科の先生たちは、すぐにほかの先生たちを呼んできた。盗撮犯のしわざだろうか？　カメラが映らなくなって、様子を見にきたらカメラが撤去されていたので、腹いせに近くにあるロッカーに火をつけたんだろうか。もしそうなら、きのうから張り込みを始めていれば捕まえられたかもしれないのに……ひょっとして俺たちは犯人を捕らえるチャンスを永遠に失ってしまったんじゃないか、と激しい後悔にさいなまれてしまう。


    　しかし、安心院のロッカーにはカギがかかっている。盗撮カメラから安心院のロッカーの文字合わせ錠は映せないはずだが、どうやってロッカーの中に火をつけたんだ？　他にもカメラがあるんだろうか？


    　一時間目は自習になって、中央図書館のガラスはきのうと同じく真っ黒になっていたので、どうやら先生たちは緊急会議を開いているらしい。これで理事長も考えをあらため、今度こそ警察に通報してくれるだろう。もし俺の考えどおり犯人が盗撮カメラがなくなったことに気づいての放火だったら、俺たちにはもう犯人を捕らえられる目がない。事ここにいたっては警察に頼るしかないし、理事長も当然そう考えるはずだ……と、俺は思っていたのだ。


    　シャーリー先生から「理事長がついに警察に通報しました」と聞けることを期待して、俺はその日も授業が終わった後、補習クラスへ向かった。もちろんこの状況では補習どころではない。理事長の目をごまかすため、補習クラスをしてますという名目で集まって、盗撮事件（というか今はそれに放火事件も加わった）について、みんなで打ち合わせするためだった。


    　家政科棟のほうを見ると、ロッカー室のまわりは立ち入り禁止の黄色いテープが貼られていて、先生たちが十数人ほど、近づいてくる生徒を追い払っていた。ロッカー室の中にも人がいるので、調査してるんだろう。


    「千せん石ごくくん！」


    　せっぱつまった声で呼ばれて、俺はそっちに顔を向けた。春はる山やまが青ざめて、俺のほうへ走ってきていた。図書館の前で待っていたようだ。今日は軍手もしていないし土いじりの道具もないので、ほんとにただただ俺を待っていたという感じだった。


    「聞きました、家政科で火事があったって……安あ心じ院むさんのロッカーが放火されたって、本当ですかっ？　誰が火をつけたかわかったんですかっ？」


    　春山はまるで自分のことのように真剣だった。


    「ロッカーが燃えたのは本当だ。ドレスも全部灰になってしまって、ロッカーの中はドレスと裁さい縫ほう箱とスリッパぐらいで火の気のものなんて何もなかったから、放火だろうって」


    「全部燃えたんですか？　あのウエディングドレス、あんなに素敵だったのに……」


    　ぽろり、と春山の目から涙がこぼれた。自分のことではないとはいえ、安心院と仲がいいみたいだし、あのドレスづくりに春山も花を提供して協力してるから、ショックが大きいのかもしれない。


    「それで、犯人は誰なんですか？　何か情報はあるんですか？」


    「いや、よその専門科のことだから、俺もまだよくわからないんだ」


    　すると春山は、はっとして、


    「そ、そうですよね。すみません、しつこく聞いちゃって」


    　と、ぺこぺこ頭を下げて謝った。いや、何もそこまで謝らなくても……と思いつつ、俺も早くシャーリー先生に話を聞きたかったので、


    「じゃあな」


    　と、その場をさっさと切り上げて図書館に入った。春山がずっと、何か言いたそうに俺の背中を目で追っているような気がして、ちょっと気にはなったのだが……。


    



    　ところが、シャーリー先生が教えてくれた「秘密情報」は、俺の甘っちょろい予想の斜め上を行くものだった。


    「ミスター理事長トラステイは、本件も理事会預かりとすると宣言しましたわ」


    「何だってっ？」


    　俺は自分の耳を疑った。狩かり谷やも目をパチクリしていたし、安あ心じ院むと火ひ村むらは絶望の表情になっていた。とくに安心院は、今日のショックが大きいだろうから早退しては、とまわりの先生たちが心配するのを断って、きっとシャーリー先生から良い知らせが聞けると信じて残っていたようなので、完全に裏切られた表情になっていた。


    「どっ……どうしてよ！　放火なんて大事件じゃないですか、警察を呼ばなくちゃもっと大変なことになるかもしれないのに！　シャーリー先生は、それでいいんですかっ？」


    　火村がシャーリー先生に嚙かみついた。


    「わたくしも繰り返し訴えました。けれどもミスター理事長トラステイは昔から自分の信じる正義を曲げない性格、隠いん蔽ぺいではなく心から学校を守ろうという気持ちから動いているのです。ときに正義は悪よりも融通がききません、なぜなら悪の反対語は正義ですが、正義の反対語は別の正義でもありえるからです」


    　昔から……？　シャーリー先生は新任のはずだが、この学校に来る前から理事長とつきあいがあったってことなんだろうか？　理事長が雇ってるんだから知り合いを雇ったっておかしくないが、そんな旧知の知り合いでも理事長を説得できないものなんだろうか。


    「シャーリー先生に嚙みついてもしかたないだろ。こうやって俺たちに会議の内容をリークするのだって理事長にバレたらヤバいのに、教えてくれてるんだから」


    　狩谷は相変わらず冷静だ。こいつはたぶん三次元世界においては動揺することなどないんじゃないかと、ここ数日のつきあいで俺は確信しはじめている。


    「俺もそう思う。どうせ今夜から俺たちで盗撮犯を捜そうって話だったじゃないか、その計画を予定どおり実行にうつすだけってことだ。いちおうテレビも台車もバッテリーも準備したから、後で工学科棟から持ってきます」


    「そうですね、ミスター千せん石ごく。教師と理事会が現場検証をしていますが、彼らは八時には終了して理事長の自宅へ報告に行くことになっています。そして警備会社の巡回が十時、それが終われば誰もいなくなります」


    「じゃあ十時から開始だな。それまで体力を温存するために、寝……」


    　机をくっつけてその上にゴロンと寝ころんだ狩谷のお尻しりを、シャーリー先生がビシッと教きよう鞭べんで引っぱたいた。狩谷は、びっくりして跳ね起きる。


    「イテー！　何すんですか、先生！」


    「十時から校内を見回るということは、それまでに宿題を終わらせないといけないということですわ。事件の調査も結構ですが、学生の本分は勉強です。それに補習クラス全員が宿題を忘れたとなれば、わたくしたちが独自に調査していることもバレかねません。敵をあざむくには平常どおりですわ、さあさっさと宿題宿題ですわ！　わからないところがあれば、ご遠慮なくご質問くださってよろしいですわよ」


    　こんな状況でもさすがシャーリー先生は教育者である。厳しい。だけど、盗撮だの放火だの平凡な生活を送る俺にとっては刑事ドラマの中にしかないと思っていた非日常のできごとが次々に起こるせいで、俺も何か半分夢心地ごこちみたいな感じで日常感がうすくなっていた。だから、いつもどおり宿題をすることで、現実生活に引き戻してくれる効果があるなとは思った。たとえ小惑星が明日地球にぶつかって地球が滅びると教えられても、俺はやっぱり宿題をするだろうなっていう気がする。宿題をしていると、落ちついた。それに宿題なら、Ｒの発音をすることもないので、安あ心じ院むのまえで恥をかかなくてもすむ。


    「やれやれぴょん、この状況でも宿題か～。厳しい～」


    　火ひ村むらが悲鳴を上げた。安心院が、困ったように優しくほほえむ。


    「まあ、今日は漢文だからいいじゃないですか」


    「そうねー、五言絶句って二十文字しかないのが最高。十七文字の俳句はもっと最高。七言律詩は二十文字にまとめろ」


    「どんだけ長文が嫌いなんだ」


    　そうツッコミを入れる俺の宿題は、英語の文グラ法マーである。読リー解ダーと比べると、グラマーは方程式みたいだから得意だ。第一文型S＋V構文とか、第二文型S＋V＋C構文とか、単語を方程式に当てはめるだけで……。


    「うう～……。難しい……」


    　うめき声にふと横を見ると、安心院が俺と同じグラマーの教科書を前に、鉛筆で頭をかきながら苦しんでいた。そういえば、安心院は方程式が苦手だって言ってたっけ。火村は、七言律詩でつまっている。七言になるとレ点が大量発生するので、行ったり来たり行ったり来たりで、文章のわけがわからなくなるようだ。


    　そしてシャーリー先生のほうを見ると、こちらは狩かり谷やに空間ベクトルを教えていた。


    「何なんだ、この宙に浮いた矢印は？　どこの世界に、宙に浮いた矢印なんてあるんだ！」


    「シュールレアリズム彫刻とかにありますわ。さあ、文句をおっしゃらずに手を動かすのです。ひたすら計算していけば、突破口は見つかりますわ」


    　シャーリー先生が、教きよう鞭べんで空間ベクトルの図をぺしっとたたいた。空間ベクトルは三次元ベクトルなので、狩谷には非常に難易度が高いらしい。シャーリー先生の手があきそうにないので、俺はうかがうように、安心院に声をかけた。


    「あ、あの、安心院……どこが難しいんだ？」


    　すると、安心院はすごくびっくりしたようすで俺に目を向けた。それから、白い顔がぽうっと赤くなった。


    「えっ。……あっ、その」


    　安心院が赤くなるので、俺までつられて顔が熱くなる。安心院は迷うようにしばらく教科書に視線を落としたあと、思い切ったように口をひらいた。


    「と、倒置法の構文がわからなくて……方程式の移項みたいだけど、もっと変で……。主語と動詞を入れかえてV+Sにするんですよね？　それなら、どうして『Hereヒア youユー areアー.』が倒置文なんですか？」


    　うっ。いきなり難しい問題を振られて、俺はうめいた。声をかけた以上、わかりませんとは言いたくない。安あ心じ院むにいいとこ見せたい。でも、なんでHere you are.が倒置文なんだ？


    「うっ……そ、それはっ……」


    　全身から汗が噴き出す。宿題なら安心院の前で恥をかかずにすむ、なんて甘い考えだったようだ。シャ、シャーリー先生、助けて……との思いで、狩かり谷やを教えている先生のほうをちらちらと見ていると、ふと安心院が、軽くにぎったこぶしを口もとに当てて、くすっと笑った。


    「千せん石ごくくんも、わからないですか？」


    「ぐっ……ご、ごめん。わざわざ聞いといて、役に立たなくて……」


    「いいんです。だって、わからないのがわたしだけじゃなくて……千石くんと同じところがわからないなんて、うれしい。それって、いっしょに勉強できるってことですから」


    　安心院は本当にうれしそうにニコニコ笑っていた。あんなひどい放火事件があってさぞかしショックだっただろうと思うが、やっぱりシャーリー先生のもくろみ通り（？）何があろうといつもどおり宿題をすることで早く心が日常に戻れるのかもしれない。だとしたら、俺も恥のかき損ではなかったってことか。


    「でも、次はちゃんと教えられるようにするから」


    　負け惜しみみたいだが、俺は安心院にそう言った。安心院はうれしそうに笑って、


    「はい」


    　と、うなずいた。


    



    　宿題をしているうちに六時になった。やっと宿題が終わった俺たちの目のまえに、シャーリー先生が白い袋をドスンと置いた。そういえば一瞬姿が見えなくなってたが……と、袋を見るとコンビニの名前が書いてある。中身はおにぎりとミニカップうどんだった。


    「うおー、炭水化物ウィズ炭水化物！　何これすごい炭水化物！」


    「すみません、ミスター狩谷。まだ校内にほかの教師がいたので、『生徒のテストのマルつけの残業を図書館でしている』という体ていで居残っているわたくしのおやつとして不自然でない量を買わざるを得なかったのです」


    「たしかにコンビニ弁当五個買って重箱みたいに四角くなった袋持ってたら、怪しまれるよな。俺は好きですよ、炭水化物は迅速に糖に変わって脳の栄養になって頭がさえるから」


    　講義室用の給湯ポットでお湯を入れ、おにぎり三個にミニカップうどんを味噌汁がわり。家でテストの一夜漬けのときに机の前で食べるとなんともわびしいのだが、学校で、しかもこの近未来的な講義室で、友達といっしょに食べるっていうのはすごく非日常感がある。


    　安あ心じ院むは、うどんをずっとフーフーやっていた。ようやく食べようとして、アチチとなって口を押さえている。どうやら猫舌みたいだ。


    「……どうかしましたか、千せん石ごくくん？」


    　口を押さえてちょっと涙目になっている安心院が、俺の視線に気づいて聞いてきた。そのとき初めて俺は自分が安心院を凝ぎよう視ししていたことに気づいて、うろたえた。


    「あっ、いや、その……」


    　視線をはずした先のドームは真っ暗だ。完全に夜になって、ドームの枠についているＬＥＤが明るく灯って講義室を照らしていた。まるで昼間みたいに明るいが、時間は九時……家政科棟のほうを見ると、シャーリー先生が言ってたように誰もいなくなっていた。理事長の家まで報告に行ったんだろう、ご苦労なことである。


    「警備会社の巡回まで一時間あるな。ちょっとそのへんだけでも回れるんじゃないか？」


    「そうですわね。あまり始めるのが遅いと、朝までかかっても回りきれないかもしれませんわ。なんといってもこの学校の敷地は、一キロ四方もあるのですもの。できることはなるべく前倒しでしておいたほうがいいと思いますわ」


    「ですよね！　じゃあ、俺と狩かり谷やで行ってきます」


    「やれやれ、面倒くさいけどつきあうぜ」


    　俺と狩谷は講義室に持ってきていた、テレビとバッテリーとアンテナ用の鍋をつなげた検知器を載せた台車を押して、図書館を出た。


    



    　ごろごろごろ、と俺たちは台車を押す。重いので、しばらく押したら交代しないと一人ではキツい。ほんとは一人一台で回ったほうが効率がいいかなと思ったが。夜なのでうっかりすると段差や溝に落ちるし、水先案内人が一人いたほうがぐっと安全ではある。


    「とりあえず、家政科に他にもカメラがないか探しにいくか？　それとも、英語科から順番に調べていくか？」


    「英語科ってどっちだっけ、圃ほ場じようのほう？　美術科とかがあるほうだっけ？」


    　今まで自分の工学科以外は、姉がいてしかもお隣の家政科しか知らなかったので、ほかの専門科の位置にはとんと疎うとい。園芸科だけは、大きな圃場が敷地の一番奥にあることを知ってるから、だいたいそのへんだとわかるが。


    「園芸科の近くだよ、敷地の一番はしっこ。警備会社は正門に近いほうから回ってくるから、奥を先に調べたほうがゆっくり時間を取れる」


    「じゃ、英語科と園芸科から先に回るか」


    「片道二百五十メートルとして、往復七分ってとこだから、警備会社がくるまで一時間くらい調べる余裕あるな」


    　俺たちは英語科の建物に着いた。英語科といっても、建物自体はほかの専門科棟とそう変わらない。屋上にイギリス国旗を飾ってあるぐらいかな、ほかの建物と違うところは。


    「よし、じゃあ俺は電波を受信しやすいように鍋を上げるから、狩かり谷やはモニタを見ながら台車を押してくれよ。モニタの映像が乱れたら、周波数を合わせるから言ってくれよ」


    「オーケー、鍋をかかげてウロウロするよりはこっちのほうが恥ずかしい度はだいぶ低いからな」


    「別に恥ずかしくないから、これは事件解決のための捜査なんだからな！」


    　俺はつい大声で反論してしまった。だが実際、巨大な鍋を頭の上にかかげて歩いていると、何かの儀式みたいでもあり、怪しさ満点である。他人に目撃されない時間帯を選んで正解だった……と、恥ずかしさに耐えつつ、俺たちは英語科棟をほぼ一周していた。そのとき、


    「プー、クスクス。なんで鍋なんてかぶっ……ぷひゃひゃひゃひゃっ」


    　笑い声が聞こえた。女の子の声だ。しかも結構高いってことは、女の子……それも、小さい子供か？　いや、もう九時を回ってるのにふつうの小さい子供が外をウロウロしているわけがない。だとしたら、幽霊？　そして、幽霊イコール最近見かけられている不審者なら、今笑ったやつが犯人かもしれない？


    「今笑ったのは誰だー！」


    　俺は鍋を放りだして、笑い声がしたほうへ走った。


    「きゃー！」


    　声は悲鳴をあげた。つづいて、下草のがさがさいう音が聞こえる。


    　だが、俺がそっちに行っても誰もいなかった。ただ、草むらが広がっているだけだ。


    「くそ、逃げられたか……？」


    　俺はきょろきょろと周囲を見た。建物の明かりが消えていて月の光しかないので、暗くてよく見えない……と思っていたが、いや待て、ちがう！


    　人間は光の量が少ないと色が見えにくくなって、世界が白黒写真のように見える。部屋を暗くして本を読もうとすると、色鮮やかな絵本がどんなにがんばっても色がわからなかったりする。それは人間の目の細胞が、色はわかるが暗いところでは見えない細胞と、色はわからないが暗いところでも見える細胞の二種類あるからだ……と、ややこしい説明は置いといて、つまり俺が言いたいのは、月の光に照らされた草むらは昼間の鮮やかな緑色ではなく、灰色にしか見えないってことだ。


    　カラー写真をモノクロにすると、陰影がすごくはっきりする。これは、赤や黄色といった目立つ色が隠れてしまって、そのぶん光の強さの微妙な差が強調されるからだ。そして今、俺の目にも「草むらの上の不自然な陰影」が、はっきりと見えていた。


    「なるほど、こういう『トリック』だったわけか。わかってみると単純……いや、単純なトリックほど気づきにくいのかもな」


    　その陰影は、毛布にくるまっている人間のような形をしている。毛足の長い人工芝をかぶって草の中に身を隠す、わかってみれば単純なトリックだ。


    「このトリックにはバグがある！　やっと見つけたぞ、『幽霊』！」


    　俺は小山になっている人工芝を摑つかむと、思いっきり引っぱがした。


    「きゃー！　何をするっ、無礼者ーっ！」


    　引っぱがした下にあらわれたのは、元気に叫ぶ、あの金髪の幽霊の女の子だった。ただ、服装と髪型がかなり違っている。今地面の上にぺたんと座り込んで、野良猫みたいに毛を逆立てて警戒しまくりながら俺をにらんでいるその娘は、チャイナドレス姿だった。


    「服は違うけど、このあいだ白い着物を着てた奴だな。俺を覚えてるか？　おまえ何者だ？」


    　俺は人工芝を投げ捨て、彼女に詰め寄った。


    「六年生……にしては小さいから、四年生か五年生ぐらいか？　なんで子供が高校の敷地内でウロウロしてるんだ、家出か不法侵入かどっちで警察に突き出されたいか？」


    「警察に突き出すなら、盗撮と放火もセットでくっつけとけよ。あと窃せつ盗とうもな、ここにいるってことはまた何か盗みに来たってことだろ？」


    　狩かり谷やが冷ややかに言った。すると女の子は、カチンときた様子で立ち上がった。立ってみるとやっぱり小さい、百四十センチなさそうだという春はる山やまの証言どおりだ。百三十七センチ、ってとこか……？


    「無礼者っ、この高貴なるわたしが犯罪を犯したと言うか？　貴族は名誉を重んじるもの、犯罪の汚名を着せられて黙っているわけにはいかない！　わたしが何かを盗んだか、あるいは放火するような道具を持っているか！　とくとその目で見るがいい！」


    　女の子は、年齢ににあわない仰ぎよう々ぎようしい言葉づかいでどなると、いきなりチャイナドレスの留め具をブチブチッと引きちぎり、身頃を勢いよく左右に引っぱった。


    　みかんの皮をむいて中身がコロンと出てくるように、かすかな月の光の下でもはっきりと見えるほど、白く輝くような裸体があられもなく晒さらされた。俺は姉が四年生になるまでいっしょに風呂に入っていたから、そのころの姉と同じぐらいの子供体型なので、裸といっても見慣れているレベルのものなので、どうということはない。ただ、外で堂々と脱がれるとさすがにびっくりしてしまう。


    「何脱いでるんだバカ、服を着ろバカ！」


    「服を着てどうする、疑惑が晴れるまでとくと見ろと言っているのだ！」


    「とくと見られるか、バカ！　外で裸になるとか、親のしつけはどうなってるんだ！」


    「愚か者、裸になどなっていないぞ！　コミケで肌の露出が多いのはＮＧとされているからな。だから、とくと見よと言っているだろう！」


    「……コミケ？」


    　俺は恐る恐る、女の子の姿に目をこらした。


    　裸……に見えたが、肌が妙にツルツルしている。白く輝くような、というか細かい起伏がなくてツルツルして見える。起伏というのはつまり、乳首もなければヘソもない。マネキンみたいな体だ。


    「ファンデーションだな、きさまコスプレイヤーか」


    　狩かり谷やが彼女の後ろに回って、首の後ろを引っぱった。薄い布地がびよーんとのびて、それで形がわかった、彼女は肌色の水着を着ているのだ。彼女のチャイナドレスは、すそは長いけれどもスリットがウエストのあたりまで切れこんでいるので、このファンデーションとかいうやつを着ないと露出過多となってしまうんだろう。


    　彼女は怒って、布地を引っぱる狩谷の手をピシッと激しく払った。


    「無礼者！　縫ぬい目の目立たない超薄型の特注品なのだぞ、のびたらどうする！」


    「俺はコスプレが嫌いだ！　三次元のくせに二次元を愚ぐ弄ろうする行為をただちにやめろ！」


    「今その話する必要あるのか、狩谷！」


    　話がこじれそうなので、俺は狩谷を背中に回すと、彼女に話しかけた。


    「怪しいものは何も持ってないってのはわかったが、逆に手ぶらでよその高校に忍びこんで何してるんだ？　おまえどう見たって小学四年生ぐらいだろ？」


    「十二歳だ、無礼者！」


    「いちいち怒らないとしゃべれないのかよ。ってことは、ちっこいけど六年生？」

  


  [image: ]


  
    「わたしはちっこくない、まわりが大きいだけだ！　それに六年生でも部外者でもない、わたしは高校一年生だしこの物もの部のべ高校のれっきとした生徒だ！」


    「ムチャクチャなウソばっかつくなよ、日本じゃ十二歳で高校生にはなれないから」


    「飛び級したのだ、イギリスで。わたしのおばあ様が当主を務めるアカデメイア子爵家は代々、数多くの教育者を輩出している優秀な家系だからな」


    　イギリス？　シャーリー先生もイギリス人だが、そして貴族の家庭教師をしてたらしいと狩かり谷やに聞いた覚えがあるが……？


    「おまえ、シャーリー先生と何か関係があるのか？」


    「ベス先生はわたしの家庭教師だぞ。美人だし天然なところがあってかわいいし、おっぱいもすっごく大きいけど、怒ったら怖いぞ」


    　つながった！　シャーリー先生が「金髪の女の子の幽霊」についていまいち歯切れが悪かったのも、それで納得がいった。先生はそれが幽霊じゃないことを知っていたからだ。


    「千せん石ごく、あと五分で十時になるぜ。いったん図書館に戻って、こいつのことはシャーリー先生から話を聞こう」


    　狩谷がスマホの時計を見て言った。すると、今まで不ふ遜そんだった女の子の顔色が、さっと青くなった。


    「ベス先生のところに行くのかっ？　わ、わたしはこれで失礼する！」


    「逃がすか！」


    　狩谷が女の子の首の後ろの布を引っぱった。


    「だから引っぱるな、のびるっ！」


    「シャーリー先生に会うのが不都合ってことは、何かやましいところがあるってことだよな。そこをはっきりさせようじゃないか、俺は三次元には厳しいんだ」


    　狩谷が意地悪モード全開で言うと、女の子はものすごくムッとしていたが、怒るあまり大きな目から涙がちょろんと、にじみ出てきた。やばい、泣きそうだ。俺はあわてて、狩谷と女の子の間に割って入った。


    「あんまり意地悪してやるなよ、相手はまだ子供なんだから」


    　俺と七なな緖おがケンカしたとき、いつも姉がそんなふうに七緖に言ってたから、うつったのかもしれない。狩谷はつまらなそうだったが、女の子はしばらく俺のほうを見上げてるなと思ったら、ふと、俺の背中にぴたっとはりついてきた。


    「何くっついてるんだ。かばったけど、シャーリー先生のところに連れていくことは連れていくからな」


    「わかっている。ただ、おまえは面識もなくあきらかに怪しい状況のわたしに対しても紳士的にふるまったので、栄光あるわたしの名を知る栄誉を与えてやろうと思ったのだ」


    「ふつうに自己紹介じゃだめなのか、そこは」


    「わたしの名は影かげ月つき夜よ見み。祖母はメアリー・アカデメイア女子爵、祖父は影月夜や雲くも、この物もの部のべ高校の創設者にして理事長だ」


    「「なにーっ！」」


    　俺と狩谷が異い口く同どう音おんに、絶叫した。


    



    　状況が飲みこめないまま、俺たちは影月を連れて、ついでにテレビの載った台車を転がして、図書館に戻った。ちなみに理事長も「影月さん」なわけだが、小学生とはいえ女子を名前呼びはしにくいので、彼女は影月、理事長は理事長と呼び分けることにしよう。


    「リトルレディ！　今日は放火事件があったので補習クラスはなしだと連絡したはずです、どうして学校にいるのです？」


    　いきなりシャーリー先生が怒った。俺たちには不ふ遜そんな態度だった影月だが、シャーリー先生に[image: ]しかられるとさすがにしゅんとしている。安あ心じ院むと火ひ村むらはのん気なもので、


    「シャーリー先生のお知り合いでしょうか？」


    「ちょーかわいい、お人形みたい！　聖せい歌かもかわいいけど、また別のかわいさ！」


    「ほんとにかわいいです、あんな妹がほしいです～」


    　と、お花畑ムードになっている。七なな緖おもそうだが、女子って同じ女子のことをかわいがったり甘えたり、いちゃつきたがるのはなぜなのか。


    「すまない。ベス先生。漢詩の勉強をしていて、李り白はくの『子し夜や呉ご歌か』にインスピレーションがビリビリきてしまったのだ。それでちょうど今夜は満月だったから、どうしてもチャイナドレスを着て園芸部の造園実習場のあるチャイニーズガーデンのあずまやで、セルフ撮影大会したかったのだ」


    「またですか？　学校はあなたのコスプレ撮影場ではありませんよ、朝もやのイングリッシュガーデンで撮影したアリスコスプレはちょっとかわいかったけれども、だからといって許可するわけにはいきません！　聞、い、て、い、ま、す、かっ？」


    　シャーリー先生は教きよう鞭べんで、机をピシピシたたきながら[image: ]っている。


    　影月が[image: ]られてる内容と、あとで先生が説明してくれた内容をまとめると、つまりこういうことだ。


    



    　影月理事長は、もともと老舗の造園会社の社長らしい。創業は江戸時代だそうだ。


    　戦後、団地やマンションが主流となって庭のある家が減った。とくに植木職人がハサミを入れるような和風庭園は下火になってきた。そこで影月理事長はいち早く欧米風の庭園を学ぶためイギリスに留学、本場のイングリッシュガーデンを学んだらしい。


    　そこで出会ったのがアカデメイア子爵家の令嬢メアリーだった。庭師と令嬢の恋というと実にロマンチックである。当初、子爵家はメアリーの兄が継ぎ、メアリーは日本へ嫁いできた。そして数十年、理事長は物もの部のべ高校を創立し、孫の夜よ見みが生まれた。だが夜見が生まれてしばらくして本家の跡継ぎが絶えたので、メアリーと夜見の両親は夜見をつれてロンドンに引っ越し、メアリーが子爵家の当主となった。理事長は高校の仕事があり、日本に残ったらしい。


    　夜見はロンドンで、館の近所に住んでいた貧乏学生のシャーリー先生を家庭教師にむかえてアカデメイア家の未来の当主となるべく英才教育をほどこされていた。


    　けれども夜見の弟が生まれたので、当主にならずにすんだ夜見は、自由の身となり、「世界のオタク文化の聖地・日本でコスプレがしたい！」と、祖父を頼って来日したということらしい。ちなみに家政科のまわりで目撃証言が多かったのは、被服実習室に展示してある服飾コンテストのドレスをコスプレの参考にしていたから、だそうだ。


    「リトルレディは高校一年生の平均的な学力は持っていますが、物部高校の偏差値は平均より少し高めなので、リトルレディが一般クラスに交じるには、もう少し学力を上げなければほかの生徒の授業妨害になりかねません。それで十分な学力がつくまで、どこの専門科にも所属せずわたくしの補習クラスで勉強を教える特別学級ということで、教官室でマンツーマンで授業をしていたのですわ。幽霊だなんてお騒がせしてすみません、日本では飛び級がないに等しいから年齢の違う同級生に生徒が混乱するかもしれないと思って、ずっと隠していたんです」


    　と、シャーリー先生が申し訳なさそうに言った。安あ心じ院むが納得したようにうなずく。


    「それで、補習クラスがときどき休みになってたんですね」


    「えー、一般クラスに交じればいいのにー。勉強がわかんないところ教えてあげるのに」


    　自分も補習クラスに来てるくせに大きく出たな、火ひ村むら。


    　影かげ月つきは、不服そうにほっぺをふくらませてシャーリー先生を見上げた。


    「それは、テスト中にコスプレを許してくれないベス先生も悪いのだぞ。コスプレとはもともと、歴史的な衣装を着て歴史上の人物になりきって演じる劇、コスチューム・プレイのことだ。ある人物になりきることで自分の深層意識の中にひそむ、その人物と共通する才覚を覚醒させるためのトリガーが引かれる。アインシュタインのコスプレを許してくれさえすれば、わたしはいつでも百点が取れるのだが？」


    「ですから、それは禁止だと何度も言っていますわ。この間も西洋史のテストの前にマリー・アントワネットのドレスを着て花壇のあたりを歩いて、一夜漬けというかコスプレ漬けをしたでしょう！　国語で小泉八や雲くもを読んでいる時の雪女のコスプレや、古典の前の十二単ひとえも目撃証言があるのですよ！」


    　シャーリー先生は厳しい。影月は「ちぇっ」と唇くちびるをとがらせた。


    「じゃあ、俺が見た白い着物は幽霊じゃなくて雪女コスプレだったのか？」


    「見てわからなかったのか、もう少しファッションセンスを磨くがいい」


    「いや、どっちも白い着物だから見分けつかないだろ！」


    「着物の襟えりもとを見ればいいのだ。生きている人間は右前でｙの字だから雪女の襟はｙの字、死んだ人間には左前に着物を着せるから幽霊の襟えりもとは逆ｙの字になるのだ」


    　なるほど、これで今度から雪女か幽霊に会ったときにいつでも一〇〇パーセント見分けがつくぞ！　多分、一生必要なさそうだけどな。


    　しかし服装が気持ちに影響するみたいなことを、シャーリー先生も安あ心じ院むも言ってた気がするが、ほんとに服を着ただけで勉強ができるようになるなんていう理屈があるんだろうか。だとしたら、禁止なのはズルだからかな？


    「じゃあ家政科にあらわれたのも、マリー・アントワネットの幽霊じゃなくて影かげ月つきさんのコスプレだったんですね？」


    　安心院の問いかけに、影月はこくりとうなずいた。


    「最近、被服実習室にすてきなドレスがいっぱいあったから、勉強の息抜きにのぞきに行っていたのだ。見つかっても『草むらのコスプレ』で姿を消せば良いと思って……まさか、幽霊騒ぎになるとは思っていなかったのだ。結果的にそのせいで家政科の居残りが減って、盗撮犯に目をつけられる原因にもなったろうから、反省している」


    「いやいや、ちょいと待ちなさいよ！　思ってもいなかったって、血まみれで追いかけておいでおいでしたとか、ものすごい恐怖体験した人がいるんだけどもっ？」


    　火ひ村むらが問いつめると、影月はびっくりして大きなツリ目をまるくした。


    「わたしは、そんなことはしていないぞ。ただ外からのぞいただけなのだが？」


    「じゃあ、どうして追いかけられたとかって証言があるのよ」


    「流は行やりに乗っかって話題を集めたかったのか、怖がりすぎて幻を見たのではないか？　宇宙人の目撃証言だって昔はタコ型とか人間型とか多種多様だったのに、映画でグレイ型宇宙人が登場して以降、宇宙人の目撃証言は全てグレイ型宇宙人になったという話があるぞ」


    　影月の言うことが当たってる気がする。姉にしても、幽霊の噂うわさをすると盛り上がっていた。家政科の女子たちが勢いで話を盛って、噂にどんどん尾ひれがついてしまったってことか。


    「それじゃ盗撮カメラも放火も、影月さんは無関係っていうことですか？」


    　安心院が、確かめるようにシャーリー先生にたずねた。


    「それはわたくしが保証いたしますわ」


    　シャーリー先生がうなずく。では、幽霊騒ぎは解決したが、家政科での体操服紛失事件、盗撮事件、今日の放火事件は全てそれとは別件ということなのか。


    　俺は事件解決を焦あせるあまり、無意識に自分の中で、一番最短距離の解決……すなわち、盗撮犯と金髪の女の子がグルで、どっちかを捕まえれば全ての謎なぞがまとめて解決、って線を信じ込んでいた。そうだったらいいのにな、と思っていたが現実はそんなに甘くなかったようだ。


    　まだ大きな謎は、残されたままである。いわば「俺たちの捜査はこれからだ！」状態だ。


    　果ての見えない事件の前に、思わずため息をついた俺を、安心院がじっと見つめていた。

  


  
    ７章　終わらない事件、放課後の予定は補習のち張り込み？


    



    　翌日、補習クラスに向かう俺の足取りは重かった。


    　ゆうべ、結局狩かり谷やと二人で台車をゴロゴロ転がして、鍋を抱かかえて学校中を夜中の三時までくまなく捜したけれども、違法電波は見つからなかった。つまり、盗聴カメラはロッカー室のひとつだけだったようだ。


    　第一容疑者であった幽霊の正体が理事長の孫娘で、証拠品となる二台目の盗聴カメラがなかったということは、わずかにあった手掛かりが全部消えてしまったということだ。そして唯一の証拠品であるカメラを持っている理事会の調査がまったく進展していないということは、


    『最後の手段として、やっぱり理事会にカメラを盗みに行かざるを得ないだろうか……』


    　とすら、俺は思いつめていたのだった。


    



    　ところが。


    　図書館のエレベーターを降りるなり、俺の前には、そんな沈ちん鬱うつな気分とは真逆の世界が広がっていた。ガラスドームから入る明るい光の中、安あ心じ院むと火ひ村むらがとても楽しそうに笑っていた。狩谷はものすごくふてくされた表情で机に頰ほお杖づえをつき、シャーリー先生も少しばかり不服そうな顔をしていた。


    　そのすべての理由は、影かげ月つきにあった。茶色いまるっこい帽子をかぶり、マントみたいなのを着ている。どこかで見たことのあるファッションだが、あいにく俺は服装の知識とセンスがからっきしゼロなので、さっぱり思い出せない。


    「かわいいー！　サイズもぴったり、すっごくにあいます！」


    「そ、そうか？　聖せい歌かは服を縫ぬうのが上手じようずなのだな、わたし専属の仕立て人テーラーにしてやってもいいぞ」


    　影月が、柄にもなく頰を赤らめている。生意気で気のきつい奴だと思っていたが、北風と太陽じゃないが、安心院にはよく懐なついてるみたいだ。


    　安心院はふと、俺に気づいて楽しげに駆け寄ってきた。なんでそんなに楽しげなんだ、自分が盗撮されてロッカーが燃やされて犯人が見つかっていないのに、心配じゃないんだろうか？　ちなみに俺は、ものすごく心配なのだが……。


    「あっ、千せん石ごくくん！　どうですか、ディアストーカー・ハットとインバネスコート。名探偵シャーロック・ホームズが着ているスタイルです。日本ではあまり着る人がいなくて型紙がなかったので、中央図書館で洋書を調べて作ったんですよ」


    「作ったって、いつだ？」


    「今日ですよ。服飾コンテストのドレスが燃えてしまったので、家政科の先生が今日は授業を休んでいいから新しいのを縫ぬいなさいと言ってくださったんです。それで、本当はもう一度ウエディングドレスを縫いたかったんですが、思うところあって名探偵ファッションに変更したんです」


    「ウエディングドレスと全然方向性が違う気がするんだが、それはいいのか」


    「俺は認めないぞ！　どうしてシャーロック・ホームズがショートパンツなんだ！　そういう萌もえアレンジコスプレは、浅薄なセンスで原作のイメージを愚ぐ弄ろうしてるだろう！」


    　狩かり谷やが目を三角にしてどなった。シャーロック・ホームズは小説だが、初出となる『ストランド・マガジン』連載時に挿さし絵えがついているので、狩谷の中では二次元の範はん疇ちゆうなのだろう。


    「細かいことを言うな、かわいいからよいではないか。かわいいは正義だぞ」


    「それ俺の一番イラつくセリフなんだが！」


    「ごめんなさい、狩谷くん。ペラペラな布地で作ったら狩谷くんに怒られると思って、きちんとしたツイード生き地じで作ったんですが、ツイード生地ってすごく高くてあまりたくさん布が使えなくて、やむなくこういうデザインになったんです」


    「そうそう、聖せい歌かががんばって縫ったんだから文句言うんじゃないの！」


    　にぎやかである。影かげ月つきが加わったせいかもしれないが、きのうの朝、あの凄せい惨さんな放火事件があったとは思えないほどにぎやかである。


    「……あの、ひょっとしておまえら、事件のこともう忘れてたりする？」


    　心配になって、思わずそう聞かずにはいられなかった。


    　すると、安あ心じ院むがびっくりしたような顔をして、二回ぱちくりとまばたきした。


    「まさか。ごらんのとおり、全然忘れていませんよ。必ずこの絡からんだ糸をほどいてみせます、わたしに見つけられないほころびはないはずなんです」


    「ごらんのとおり、って、俺がごらんになってる範囲では、影月のコスプレでみんなが楽しそうに遊んでるようにしか見えないんだが……」


    「ええ、夜よ見みちゃんにシャーロック・ホームズの『コスチューム・プレイ』をしてもらったんですよ？」


    　安心院は、なぜかわざわざコスプレのことを略称でなく正式名称で言った。


    「だから、コスプレだろ？」


    「コスプレじゃなくて、コスチューム・プレイです。夜見ちゃんが言ってたでしょう、歴史上の人物を演じるのにその時代の服装を再現して着る事で、歴史上の人物そのものになりきれるんです」


    「ホームズは歴史上の人物じゃなくて、架空の人物だろ」


    「それがロール・プレイです。架空の人物になり切ってその役割を演じることで、何かの疑似体験をしたりシミュレーションをしたり、自分自身の精神の隠された内面に切りこむこともできます。つまり今、夜見ちゃんがやっているのは、架空の人物の衣装を着た『コスチューム・ロール・プレイ』ですね」


    　いやいや、だからって服を着ただけで十二歳の女の子が名探偵になれるわけが、な……。


    「盗撮犯は、必ずまた来る。われわれは獲物がかかるのを待っているだけでいいのだよ、補習クラスの諸君」


    　影かげ月つきは講義室の椅い子すに、まるでそれがソファであるかのように身を任せてどっかともたれると、不敵な表情でそう言った。さっきまで狩かり谷やと喧けん嘩かしていたときの声色とも表情とも違っていた。もっと大人びた、ワシのように鋭く抜け目のない視線の……。


    「……シャーロック・ホームズの演技？」


    「演技ではありません。コスチューム・プレイですわ」


    　シャーリー先生が、承服しかねるといった表情でため息をついた。


    　人間はふだん、本来持てる能力に『抑制』をかけられています。しかし怒りや恐怖など激しい感情の動きがあると、大量の興奮ホルモン・アドレナリンが分泌されます。アドレナリンは抑制されたリミッターを解除し、思考力上昇、筋力上昇など、その人の隠された百パーセントの力を引き出します。ですから、たとえばスポーツ選手はイメージトレーニングによってこのホルモンの分泌をコントロールし、望むときに大きな力を発揮できるよう訓練を積んでいますわ。コスチューム・プレイは、リトルレディのイメージトレーニングを補助する物です。服装はその人物の内面をあらわし、逆に服装が精神に影響も与えます。ですからミスター千せん石ごくは制服をきちんと着なければなりませんし、服装を正すと心もシャッキリするのです」


    「じゃあ、ずっとコスチューム・プレイしてれば影月は補習なんか受けなくても、すぐにでも普通クラスに入れるんじゃ？」


    　俺の疑問に、シャーリー先生は厳しい表情で首を横に振った。


    「いいえ。ふだん抑制をかけられているのには理由があります。火事場のバカ力というのも、興奮してアドレナリンが大量放出されて起こるものですが、瞬間的に強化された筋力に骨格が耐え切れず、自分の筋肉で骨折してしまうことがあります。脳細胞も活性化させすぎると加熱して、その熱で脳細胞自身が損傷を受けてしまいます。なぜなら頭は全身の熱の四分の一を放出するほどオーバーヒートしやすい部分ですから、数学の問題集を一時間、超集中してぶっ通しでやってから体温をはかったら、ほんの少し体温が上がっているのがわかりますよ」


    「なるほー、自爆しちゃうんだ。だからシャーリー先生は、コスチューム・プレイを禁止してるってわけね」


    　火ひ村むらがこくこくとうなずく。自爆ってそんな、盗撮犯をつかまえるためとはいえ、危険が大きすぎないか？　俺は不安になって、シャーリー先生に言った。


    「それじゃシャーリー先生、このホームズコスも止めたほうがいいんじゃないですか？　ホームズのボクシングはプロ級のはずだから、同じことを影月がやったら拳がつぶれてしまうんじゃ……？」


    「ええ、きっとそうなります。ですから、いつもならリトルレディが衣装に袖そでを通すまえに、わたくしは止めていたでしょう。けれども今回、わたくしが彼女の存在を秘密にしていたせいではありますが、彼女は犯罪者の不名誉をかぶりそうになった。淑しゆく女じよならば自らの手で名めい誉よ挽ばん回かいを果たしたいはず。それにこれ以上犯人捜しを遅らせてさらなる被害が広がっては、生徒を守りきれません。ミスター理事長トラステイのお考えはロンドンにいたころから知っていますし、尊敬しています。けれどもわたくしがわたくしである以上、すべてに賛同するわけではありません。だから、今回はリトルレディのコスチューム・プレイに頼ろうと決意したのです。もしリトル・レディが危険な状態に陥ったら、わたくしが命をかけても止める所存です」


    　シャーリー先生には苦渋の決断なのだろう。教きよう鞭べんを握る手が震ふるえていた。そしてそんなシャーリー先生の沈痛な思いに見守られながら、名探偵影かげ月つきは、実に雄弁に推理を語った。


    「放火事件が起こった夜、盗撮犯は家政科のロッカー室にやって来たと見てまちがいない。盗撮カメラが壊れたと思って来たのだろう、だがカメラは撤去されていた。それで、自分に捜査の手が伸びるのではないかと恐れ、その場でできるかぎりの証しよう拠こ隠いん滅めつをはかったのだ。自分がさわったスピーカーや体操服を盗んだロッカー、床、それらに付着しているかもしれない指紋などを全て消滅させるには、火を放つのが手っ取り早いと考えた。安あ心じ院むくんのロッカーが燃やされたのは、きみが狙ねらわれたわけではない。全てを燃やすのに『一番良い位置』にロッカーがあったからだよ」


    「でも、夜中はロッカー室のカギも家政科棟のカギも閉まってるんだぞ？　カギは事務室で預かって、最後に事務室長さんが事務室のカギをかけて帰ってるわけだが、犯人はどうやってロッカーに火をつけたんだ？」


    　俺が疑問をたずねると、影月はフフンと鼻で笑って、


    「火をつける方法は、夜中に忍びこんでマッチを投げこむだけではないさ。時限発火装置のトリックを使ったのだよ、昼間まだカギが開いているときに忍びこんだのだ。恐らく体操服などの盗難も昼間に行っていたのではないかな」


    「昼間って、生徒いるじゃない。見つかっちゃうじゃない。そんなところに忍びこむマヌケがいる？」


    　火ひ村むらの疑問に、影月はフッと笑っておもちゃのパイプを吸った。中につまったラムネの粉がふわっと舞いあがり、ハッカの香りがただよった。


    「そうとも限らない。たとえば泥棒には、留守の家だけが狙われるとはかぎらない。留守の家はいつ家人が帰って来るかわからなくて怖いからと、夜、家人が眠ってから泥棒に入るタイプの夜や盗とうもいるのだ。とくに学校は、広くて隠れる場所もたくさんあるからな」


    　確かに、それならたとえ安心院のロッカーの開錠番号がわからなくても、安心院がロッカーを開けたままどこかへ行った隙をついて時限発火装置をしかけるのも可能だ。


    「だけど、時限発火装置を使ったなら、ロッカーの中にタイマーとか銅線とか、燃えカスが残りじゃないか？　安あ心じ院むのロッカーを見たけど、ロッカーの中は灰しかなかったぞ」


    　俺が意見を出すと、安心院もうなずいた。


    「紙が燃えたようなにおいがして、灰はふわふわした灰色でした。これは天然繊せん維いが燃えたときの特徴で、わたしのドレスは天然のレーヨンサテンが材料だったんです。でも時限発火装置がロッカーの中にあったとしたら、部品のプラスチックなどが黒くとけたかたまりが落ちているはずじゃないですか？」


    「それは吹き飛んだだけかもしれない。放火の日はすぐにロッカー室を追い出されて、細かく現場を調べてはいないのだろう？　遺留品がなければ捜せばいいのだ、燃やして証しよう拠こ隠いん滅めつしようとしても、燃えきらなかった証拠が残っているかもしれないぞ」


    　そう言い終えると、影かげ月つきは満足そうにすぱーっと、パイプをふかした。ハッカの香りが、ふたたびあたりに広がった。


    「なるほー！　じゃ、もう一度ロッカー室を調べてみよ！」


    　火ひ村むらが力説する。ロッカー室はずっと理事長権限で一般生徒立ち入り禁止ではあるが、夜八時になれば捜査と監視をしている職員は理事長のもとに報告に行くので、その後で侵入可能である。


    「そうだな、もう一度調べてみるか」


    



    　俺たちは、いつもどおり夜八時まで講義室で待機していた。


    　影月も推理が終わったらホームズのコスプレを解除して、俺たちと同じ制服に着替えていた。さっき影月が推理したあと、シャーリー先生がおでこに手を置いたらめちゃくちゃ熱くなっていたので、あわててドクターストップをかけたのだった。


    　ちなみに影月の徽き章しようは、白だ。物部高校の専門科に白の徽章を使ってる所はないので、珍しくて安心院と火村がずいぶんうらやましがっていた。まだどこの専門科に所属するとも決まっていないので、白なんだそうだ。


    　で、遅くまで居残りしている俺たちの本日の夕飯はというと、


    「お待たせしましたぁ～んっ！」


    　火村の威勢のいい声が、講義室のドームにひびいた。近未来的な講義室とはかなりアンバランスな、じゅうじゅう弾ける脂のにおいとソースのにおいが、からみあって充満する。


    　そう、火村は家政科棟からカセットコンロと鉄板を持ってきて、この講義室で大盛りの焼きそばを作っていたのである。銀色のコテを両手に持った二刀流でじゃんじゃん麺を引っくり返す手際は、実に素晴らしい。三角巾と白衣装着で、いっそうプロっぽい。


    「うわぁ～お！　初めて見たぞ、これがジャパニーズ・ソース・パスタ！」


    「素晴らしいでしょう？　日本にはおいしい食べ物がいっぱいあるのですよ、リトルレディ」


    　影月とシャーリー先生が身を乗り出して、目を輝かせた。野菜も肉もたっぷり入っていて、火の通ったキャベツのつややかな緑色があざやかだ。狩かり谷やと俺も、感嘆せずにはいられない。


    「具がゴージャスだな、いかにも栄養ありそうって感じのボリュームだ」


    「うん。それに、麺がツヤツヤ光ってきれいだ」


    「さすが気づいたわね、千せん石ごくくん。麺をツヤツヤに仕上げるコツは、味つけ用の液体ソースとは別に、ツヤ仕上げ用に濃厚ソースをかけること！　時間が経つとソースが吸収されてツヤツヤ感がなくなって味もボケちゃうから、熱いうちに召し上がれ」


    　おことばに甘えて、俺たちは箸はしと紙皿を手に、みんなで鉄板の焼きそばをつついた。講義室で焼きそばを作るなんて理事長に知れたら怒られそうだが、そして捜査中に不謹慎ではあるが、この非日常感が妙に楽しい。今まで、自分が友達とこんな風に時間を過ごすなんて、想像したこともなかった。


    「さすが蛍けい子こちゃん、おいしいです！」


    　安あ心じ院むもぱくぱく食べる。おいしそうに、実に気持ちの良い食べっぷりだ。


    「どんどん食べて食べて！　腹が減っては戦ができぬ、だもんね！」


    　元気いっぱいの火ひ村むらにあおられて、俺も腹が痛くなるほど食が進んでしまったのだった。


    　腹いっぱいになった俺たちは、しばらくまったりと休んでいた。やがて八時になったので、俺たちは全員で家政科棟に向かった。


    　ロッカー室は「ＫＥＥＰ　ＯＵＴ」の黄色いテープで封印されていた。火事のときのまま、窓ガラスは割れっぱなしだった。だからテープをはがし、内側のクレセント錠を外して、窓からかんたんに侵入可能だった。


    「これ、テープはがしたら明日、誰か入ったってバレるんじゃない？」


    　火村がちょっと心配していたが、狩谷が答えて言った。


    「こんなテープ、一〇〇均で買えるから、あとでどこか二十四時間営業の店見つけて買ってくりゃいいよ」


    「一〇〇均何でもありすぎでしょ」


    　ロッカー室の蛍光灯は割れていてつかないので、工学科から持ってきておいたバッテリーとスタンドで部屋を照らした。少しばかりのサンプルは集めたかもしれないが、基本現場保存で、灰がつもった様子などは俺が最初に見たのとそう変わらないようだった。


    　安心院は、ロッカーの中につもった灰をかき分ける。


    「灰色の灰ばっかりです。機械類も、溶けたプラスチックも見当たりません」


    「こっちの床にも、飛び散っているわけではなさそうですね。灰色の灰ばかりですわ」


    　シャーリー先生は、燭しよく台だいのような形の自前のライトであたりを照らしながら答えた。


    「時限発火装置なんて、仕掛けられてないんじゃないか？」


    　狩谷が言うと、影かげ月つきはちょっとムキになって、


    「わたしの中のホームズが言ったんだぞ！　ホームズは名探偵なんだからな！」


    　と、ホームズをかばう。


    　ふと、俺は灰の中から薄いビニール片のようなものを見つけた。


    「発見！　これは何だと思う？」


    　俺はほかの奴らにそれを見せた。無色透明で、ごわごわした感触だ。


    「ビニール袋のちぎれたやつじゃないの？」


    　火ひ村むらが適当な感じで答えると、安あ心じ院むが首を横に振った。


    「いえ、ビニールなら燃えたら端が黒く溶けるわ。これは溶けてない……セロハンじゃないかしら」


    「セロハンって、セロハンテープのセロハンでしょ？　あれビニールでしょ？」


    「木材パルプが原料だから紙の仲間ですよ。レーヨンも木材パルプが原料だから、ウエディングドレス用の生き地じを調べているときにレーヨンの隣に書いてありました。だからセロハンテープを捨てるときの分別は、不燃物じゃなくて可燃物なんですよ」


    「えー！　プラスチックだと思って不燃物に入れてたわよ」


    「ドレスを作るのにセロハンテープではっつけるわけはない、ってことはこれは安心院が入れたものじゃない、ってことか？」


    　俺がたずねると、安心院ははっきりとうなずいた。


    「でも、どうしてセロハンがわたしのロッカーの中に？　ラッピング用のが知らないうちにまぎれこんだのかしら？」


    「だとしたら、犯人がまぎれこませたんだな。こんなものも落ちてる」


    　俺は、安心院のロッカーのそばに、灰色のふわふわした灰に交じって少し形のある灰が混じっているのに気づいた。トゲトゲした感じの、葉っぱのかけらだ。


    「ヴェールについてたのはバラの花だから、こんな葉っぱは交じってないだろ」


    「そうですね。バラのがくはついていましたけど、形がちがいます」


    「この葉っぱが結構たくさん交じってるぞ。ドレスを着て外を匍ほ匐ふく前進したんでなきゃ、これも犯人の遺留品じゃないのかな」


    「敷地の中にいろいろ植物があるわよね。正門のほうはイングリッシュガーデンでキングサリとかバラが生はえてるし、図書館のまわりは花壇だし、敷地の塀ぞいは目隠しがわりのヒマラヤ杉でしょ。これが何の葉っぱかわかれば、犯人の行動範囲がどのあたりなのか見当つくんじゃない？」


    　火村は、たまにいいことを言う。ただ問題は、このちっぽけな葉っぱから植物の名前を当てられるような葉っぱソムリエがいるのだろうか、というところだ。


    「明日、ミズ春はる山やまに頼んでみてはどうでしょうか？」


    　シャーリー先生が、いかにも名案と言わんばかりにポンと手を打った。


    「えっ、でも理事長は口外無用って言ってるけど大丈夫なんですか？」


    　俺は念を押した。理事長というよりも、それは口実であって、むしろあのおとなしい春はる山やまをこんな事件に巻き込みたくない、って気持ちのほうが大きかったのは事実だ。


    「ミズ春山なら植物に詳しいし、それに万が一にもあの優しいリトルレディが犯人とつながりがあるなんて考えられませんもの。安心して任せられると思いますわ」


    　だがシャーリー先生は、あくまでも春山に頼むつもりだ。たしかに春山は植物に詳しい、でもこの放火がさっきホームズもどきが言ったように、これ以上捜査をするなという警告だったとしたら、春山も危険に巻きこんでしまうんじゃないだろうか……。


    「あっ！　見つけた、ここにもセロハンがあったぞ。無色透明じゃなくて青いやつだ」


    　影かげ月つきが、ロッカーを背にして前屈状態で、灰の中からセロハンを拾い上げた。無色透明だけでなく、青いセロハン……セロハンは二枚あったのか？　青いセロハンって珍しい気がする。図工で影絵を作るときか、蟯ぎよう虫ちゆう検査のときぐらいしか見ないんじゃないだろうか。時限発火装置らしきものの残骸がまだ全く見つかっていないのだが、葉っぱとセロハンはこの放火事件に関係しているものなのだろうか？


    「きゃっ、夜よ見みちゃん危ないです！」


    　ぼんやり考えこんでいた俺は、安あ心じ院むのせっぱつまった声でハッとわれにかえった。


    　影月が前屈状態でピンクのセロハンを拾ったとき、そのお尻しりはロッカーを押していたのだが、安心院のロッカーが爆発的に燃えたときにまわりのロッカーも歪ゆがんだのか、ガタガタと不安定な状態になっていた。それで、ロッカーの上に積んでいた大きな箱がバランスを崩して、影月の上にドドドッと落ちてきたのだった。


    「きゃー！」


    　悲鳴をあげた影月を、安心院がかばった。その上から、一辺三十センチはありそうな四角や円筒形の箱が、バラバラと落ちてくる。箱の上に降りつもった灰とともに。


    「大丈夫か、安心院！」


    　俺はすぐに箱をどけた……が、箱はびっくりするほど軽い。空箱みたいだ。


    「はい、大丈夫です。それ、帽子の箱なんです。形崩れしないように入れておくものなので、中には帽子ひとつしか入っていないので、とても軽いんですよ」


    　安心院は立ち上がり、灰まみれになった体をぽんぽんとはたいた。だが、白い制服も長い髪も灰色で、思いっきり汚れている。影月も同じだった。


    「うわーっ、聖せい歌か、ドロドロだよ。それで電車に乗って帰るのは無理だよ、洗わないと」


    「そ、そんなにドロドロですか？　あっ、夜見ちゃんもドロドロですね」


    「はっくしゅ！　はっくしゅ！」


    　影月はくしゃみが止まらない。灰がふわふわと細かいので、動くたびに鼻の中に吸いこんでしまうんだろう。


    「リトルレディ、服を脱がなければなりませんわ」


    「よしわかった！　はっくしゅ！」


    　影かげ月つきは上着とワイシャツをいっぺんに、力いっぱいはだけた。漢おとこらしい、だが女の子としてその潔いさぎよさはいかがなものか。


    「更衣室の横にシャワーあるじゃない、それ洗わないと無理だと思うよ」


    　火ひ村むらの意見はもっともだ。俺たちは捜査を切り上げ、ぞろぞろと更衣室へ向かったのだった。


    



    　更衣室は運動部の部員も使うので、汚れたときのために温水が出るシャワーブースと、洗濯機も置いてあった。シャワーブースは人目につかないよう、更衣室の裏手にある。


    「夜よ見みちゃん、髪長いから自分では洗いにくいでしょう。洗ってあげます」


    「そうだな、それが効率的だと思う。いっしょに入ろう」


    　そんな会話が聞こえる。二人がシャワーブースに入って「ぱたん」と扉を閉める音、しばらくして火村とシャーリー先生が灰まみれの服を持ってやってきた。


    「ミスター狩かり谷や、ミスター千せん石ごく。わたくしたちは制服の洗濯と、学校に常備してある着替えを取ってきますから、シャワーブースの見張りをよろしくお願いしますね。十時になると警備員が見回りに来ますから、その前に出るよう知らせてください」


    「あ、はい。わかりました」


    　見張り、といっても近くに行ったら俺たちが痴漢になってしまうわけで、俺たちはだいぶ離れたところに立っていた。離れているとはいっても夜中で静かなので、シャワーの水音や、ブースの中にひびく二人の会話もよく聞こえる。


    「ふゃあ～、あったかくて気持ちいいものだな」


    「夜見ちゃん、次は体を洗いますよ。お手々を上に上げてください」


    「こ、子供扱いするな。これでもわたしはアカデメイア子爵家の貴族なんだぞ」


    「あっ、ごめんなさい。わたし、妹がずっとほしかったので、うれしくってつい」


    「……聖せい歌かは、ひとりっこなのか？」


    「はい。しかも誕生日が十二月二十四日なんです。同級生の中でも生まれが遅いほうで、友達がほとんどわたしよりお姉さん状態でしたから、ついお姉ちゃんぶりっこしちゃうんです。嫌だったら気をつけますから、言ってくださいね」


    「……べ、別に嫌ではない」


    「そうですか、よかった。では、手を上げてくださいね」


    「上げたぞ。……そうか、今謎なぞが解けたぞ。十二月二十四日生まれだから、クリスマス聖キヤ歌ロルで聖歌なのだな！」


    「当たりです、さすが名探偵」


    「人に見張らせといて何ノンビリしてやがる。こっちは張り込みと深夜アニメ鑑賞にそなえて体力を温存しておきたいってのに、いい気なもんだぜ」


    　狩かり谷やがムッとしているのを、俺は「まあまあ」となだめた。女子同士のたわいもないトークは、着地点が見えなくて退屈極まりないが、男同士の理詰めの会話と違ってまったりしている。小鳥のさえずりを聞くようで、結構癒いやされる気がする。


    「……ふひゃっ」


    「どうしました？」


    「わきの下はだめだ、くすぐったいのだ」


    「ちゃんと洗っておかないと、灰って強アルカリ性だから髪も肌も傷んでしまいますよ」


    「そ、それはわかっているが、聖せい歌かのナデナデがくすぐったいのだ」


    「手で洗ってるからですね、灰をかぶってるところにタオルでこすったら傷がついてしまうので少し我慢してください」


    「んやっ、はひゃっ、くすぐったゃゃ～！」


    「暴れちゃだめですって。夜よ見みちゃんはくすぐったがりなんですね、子供は皮膚が薄いからでしょうか」


    「だから子供扱いするなとっ……ひゃあっ！」


    「きゃあああ！」


    　どがっしゃーん！


    「えっ？」
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    　さっきまでのふざけた悲鳴とは違う。今のは、本物の悲鳴だ。しかも、その直後に何か大きなものを倒したような音まで聞こえた。


    「どうしたっ？」


    　シャワーブースのまわりに、とくに異常はないようだが？


    　俺がシャワーブースの前に駆けつけるのと、安あ心じ院むが飛びだしてきてぎゅっと俺に抱きついたのは同時だった。


    「うわあっ？」


    　思わずすっとんきょうな声をあげてしまった。髪をタオルでまとめただけの、すっ裸の安心院が俺にしがみつく。つつましくふくらんだ小ぶりな胸が、俺の胸にぎゅっと押し当てられる。それは早はや鐘がねのように鳴っていて、震ふるえているのは夜の寒さのためばかりではない。怖かったのだろう、目から涙がぽろぽろ流れ落ちている。


    「い、今誰かがあそこからのぞいてたんです！」


    　安心院はシャワーブースの中を指さした。シャワーブースの中では影かげ月つきが、両腕で胸を隠し、小さくちぢこまって、泣きそうな顔をしていた。


    　安心院が指さしたのは、小さな換気扇だ。俺と狩かり谷やがいたのと反対側にあって、後ろに回ってみると、シャワーブースの横にボールラックが並んでいる。鉄パイプでできた三段の横長の棚で、サッカーボールやハンドボールが置かれていたが、一番シャワーブースに近いラックは倒れて、ボールがころころ転がっていた。この上に乗ってのぞいていたようだ。


    「顔は見たか？」


    　着替えがなかったので、俺は上着を脱いで安心院にかけてやった。安心院は首を横に振る。シャーリー先生も、悲鳴を聞きつけたのか大急ぎで更衣室の表から戻ってきた。


    「大丈夫ですかっ？」


    「先生、誰かがシャワーを……」


    　俺が言いかけるのを、シャーリー先生はきっぱりとさえぎった。


    「わかっています、更衣室の表のほうから逃げていくのを見ました。火ひ村むらさんが追っています、危険だから止めたのですが、すぐ追いかけてください。若い男ですが本校の生徒ではありません、気をつけて！」


    「わかりました！」


    　狩谷はすぐさまダッシュした。俺も追いかけようと踏みだした、そのとき。


    「ということは、すなわち『容赦する必然性なし』……か」


    　低い声が聞こえた。誰の声かと思ってびっくりして振り返ると、影月がゆらりと黒いオーラおよびバスタオルをまといながら、シャワーブースから出てきた。さっきまで怯おびえていたのに、今は漆黒の怒りで燃えている。


    「貴族とは、有事のときは民を守り先頭に立って戦うもの。それが高貴なる義務ノブレス・オブリージユ！　わたしに優しくしてくれた聖せい歌かの純潔に泥を塗るまねをした報むくい、淑しゆく女じよとして許してはおけない。ベス先生、『追跡者の装束』を！」


    「わかりました。その高貴なる覚悟に敬意を払い、『コスチューム・プレイ』の使用を許可しましょう！」


    　シャーリー先生は着替え用に持ってきた制服を投げ捨てると、黒いロングスカートのすそを少しつまみ上げた。スカートの下には、ドレスの形をととのえるカゴ状の骨組みが入っている。その骨組みにびっしりと、小さく折りたたまれた四角い包みが縛りつけられていた。そのうちの一つをシャーリー先生はむしり取り、影かげ月つきに向けて投げた。


    　なお、恐らくこの流れ上まったく必要のない情報だとは思うが、シャーリー先生のスカートの中の足は、ストッキングでもガーターストッキングでもなく、ソックスガーターをつけていたので、白いふとももが少し見えた気がするが、次の瞬間忘れた。なぜなら俺の目の前で、驚くべき光景が繰り広げられたからだ。


    　シャーリー先生が投げた包みを、影月はパシッと受けとった。包みをほどくと、チーター柄の服のようなものが出てくる。影月はバスタオルを脱ぎ捨て……おっと、ここで俺はあわてて後ろを向いた。俺の背後で影月はごそごそと服を着ているようだったが、


    「もういいぞ、新あらた」


    　呼ばれて振りかえった俺が見たものは、チーター柄のビキニや耳を装備した影月だった。


    「コスチュームプレイ装着、『追跡者の装束』！　チーターは最高時速百十キロ、静止状態から三秒ちょっとで百メートルを駆け抜ける。その芸術的な究極の走りの筋肉、逃げられる者はいない！　うがー！」


    　影月が四本脚で猛ダッシュした。本気で速い、ほんとに時速百十キロ出てるかもしれない。しかし、影月の細い足はその筋力に悲鳴を上げるように、わずかにしなっている。


    「あ、あれ大丈夫なんですか、シャーリー先生っ？」


    「大丈夫ではありません。強い筋肉で地面を蹴ける衝撃に耐えきれず、リトルレディの足の骨は粉砕骨折寸前です」


    　シャーリー先生は、緊張の面おも持もちで影月を見守っている。


    「粉砕骨折って、危険じゃないですか！」


    「その前にリトルレディが追いつくことを祈るのみです。それにリトルレディはイギリス淑女として、その誇りを粉砕されるよりは足が粉砕することを良しとするはずです」


    　冷静に語っているが、シャーリー先生は唇くちびるをきゅっと嚙かみ、青い顔で必死に耐えている。先生が一番、今すぐにでも影月を止めたいと思っているのがわかった。


    「……俺も追いかけます！」


    　あまり走るのは得意じゃないが、俺も駆けだした。影月は先に行った狩かり谷やにぐんぐん追いつき、追い抜いた。狩谷もびっくりしたみたいで、「うおっ」と小さい声が聞こえた。


    「コスプレなだけじゃなくて獣ケモ耳ミミもか！　俺への挑戦か影かげ月つき！」


    　そっちかよ！　ほんとあらゆる状況において自分のペースと矜きよう持じを乱さないな、狩かり谷や。


    　俺も影月を追いかける。狩谷の少し前には火ひ村むらがいたが、もうだいぶへばっていた。


    「ハラホロヒレ～もう走れない～」


    「っていうかシャーリー先生に追いかけるなって止められたんだろ、危ないことするなよ！」


    　俺が怒ると、火村は目をぱちくりとして、


    「はい」


    　ものすごく素直に答えて、足を止めた。


    「千せん石ごく、追いかけるぞ！」


    「おう！」


    　狩谷に呼ばれて、俺も走る。影月はだいぶ前を走っていて、敷地の中を必死に逃げている男がもう少し先に見えた。狩谷が言った。


    「火村のおかげで最初に見失わずにすんだ。絶対逃がすなよ」


    「わ、わかって……ぜえぜえ」


    　いかん、もう息が上がっている。さっき狩谷に追いつくために全速力で走ったせいで、スタミナが切れたっぽい。対して狩谷は呼吸を全く乱していない、さすがビートビートレボリューション全国大会優勝者ってとこか。
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    「うっがー！」


    　影かげ月つきが追いついて、男の足に思いっきり嚙かみついた。足が折れる前に間にあった、と俺はホッとした。


    「ひぎゃーっ！」


    　男が情けない悲鳴を上げて、その場に倒れた。影月がさらに攻撃をかけようとしたが、


    「うわーっ、あっち行け！」


    　男が腕を振り払うと、体重の軽い影月はあっさり飛ばされてしまう。


    「危ない！」


    　俺は影月を受け止めた。軽くって、猫の子でも受け止めたみたいに俺の腕の中にぽすんと入ってくる。


    「せっ……世話になった」


    　影月が、俺の腕の中で赤くなって言った。狩かり谷やが親指を立ててウインクしてくる。


    「ナイスキャッチだ、さすが俺の義父になる男！」


    「いや、それ違うから！」


    「影月を守っとけ、ここからは俺に任せろ。武道の覚えはひととおりあるんだ」


    　さすが狩谷、男前である。男は立ち上がり、やけくそで狩谷に殴りかかった。


    「こ、こんなところで捕まってたまるか！　大学生なめてんじゃねー！」


    「大学生にもなって人様に迷惑かけてんじゃねー！」


    　男のほうが背が高い。リーチでは狩谷が圧倒的に不利だ。


    「場数を踏んでいない人間同士の争いは、リーチの差でほぼ勝敗が決まる。一いち狼ろうは大丈夫かっ？」


    　俺の腕の中で、影月が息をのむ。やけくそパンチとはいえ当たったら危ない。狩谷がんばれ、と俺も祈った。


    　だが、狩谷は相手のパンチが顔の前五センチまで来た瞬間に、余裕の笑みを浮かべた。


    「食らえっ、この俺様の必殺っ……！」


    　タン、と狩谷が地面を蹴けって飛び上がると、


    「ＬＲ↑↑→←Ａ！」


    　決まった、空中前転からのかかと落としだ！　腕よりも足のほうがリーチが長いことを利用した、華麗にして確実なる先制攻撃だ！　その動きはダンスのように華麗で、重力が存在しないように宙に舞う。カポエラに似た格闘スタイルは、ビートビートレボリューションでつちかったダンスの動きが基本にあった上での攻撃技だからだろう。ただ、狩谷が叫んでるのは技名じゃなくて格ゲーの技入力コマンドのような気がする……。


    「うげえ！」


    　後頭部にかかと落としを食らってうつぶせに倒れた相手に、狩谷は追撃をかける。


    「→←→←○△□×！」


    　ブレイクダンスを応用した、相手の背中に頭をつけての高速回転！　開いた足で加速をつけ、フィニッシュは足をピンと閉じることですべての角運動量を回転スピードへと変え、相手の背骨に痛烈なダメージを与える！


    「ごがが！」


    　そして狩かり谷やは、相手がダメージで動けなくなっているすきにさらに背中に飛び乗り、


    「右回転左回転Ｚトリガー！」


    　スリーパーホールドをかけた。極きまった！


    「くっ……悔しい、使用キャラが全部女の子な奴に負けるなんて……っ！」


    　男は地面につっぷして悔しさに震ふるえ、狩谷はその背中に乗っかって勝ち誇る。


    「フン。こういうときにピッタリの言葉を知ってるぜ。『みんな！　俺のために争わないでくれ！』……だ！」


    「ハーレム専ギャルゲーマーでもあったのか……っ、完敗だっ……！」


    　よくわからないが、いちおう男が完敗を認めて抵抗をあきらめたので、俺たちは警察を呼んだ。現行犯逮捕なら、一般人でも逮捕できるので、あとは警察に引き渡すためだ。


    　東京のパトカーは平均七分弱で来てくれるらしいが、今回もそれぐらいで来てくれた。パトカーを待ってる間に、俺たちは男に今回の事件への関与について質問した。


    　男は、狩谷に完敗したと認めたからか、わりと素直に語りはじめた。


    「そうです、盗撮カメラを仕掛けたのも体操服を盗んだのもぼくです。家政科を選んだのは、ぼくが家庭的な女の子が理想だったので……昼食時間中に忍びこんで仕掛けたんです。カギは開いたままだけど、皆学食とかにいて人の目が少ないので……」


    　おお、影かげ月つきホームズの推理が合ってた。さすがである。現在チーター状態の影月が、「ふふん」とドヤ顔をしている。


    「家政科の建物の外側にある洗濯機のコンセントの中に無線ポイントを隠してあって、カメラから受けた映像をネット経由でぼくのパソコンに送るようにしてあるんです。でも一昨日急にカメラが映らなくなったから、スピーカーか洗濯機のコンセントかの採電がうまくいってないのかと思って調整しにきたんです。そうしたら女の子の楽しげな声が聞こえてきたので、何だろう癒いやされる～見てみよう～、と……」


    　つまり盗撮犯は「カメラが見つかって外された」ことを知らなかったらしい。もちろん火事のことも、である。だからカメラがまだ見つかってないと思ってノコノコ捕まりに来たということなので、結果オーライ的に理事長のもみ消しが功を奏したということなんだろうか、ちょっとムカつくが皮肉なものである。


    「それで、ミスター犯人？　ひとつ答えていただきたいのですけれど、なぜ盗撮などなさったのですか？　本校生徒に対するストーカー行為でしたら、禍か根こんを断つため警察の皆様がいらっしゃる前に命は没収させていただきますが？」


    　シャーリー先生がにっこり笑って、手にした教きよう鞭べんを指先ではじくと、びゅるんっ、と風を切る音が鳴った。男が「ひえええ」と怯おびえすくむ。これはかなり怒っている。


    「ちがいます、ストーカーじゃないです！　ただ、女の子たちが着替えながらキャッキャウフフしてるようすを眺めて癒いやされたかったんです。たまたまカメラに文字合わせ錠の開錠番号が写ってたので、ついでに体操服をいただいて女の子のピチピチした香りを胸いっぱいに吸いこんで、もっと癒やされたかっただけなんですぅ～」


    「ほう、あなたは癒やされたくて火をつけるんですの？　ではもっと癒やしてさしあげましょうか、魔女狩りみたいに木の杭に縛りつけて火刑にしてさしあげましてよ？」


    「ひ、火って何のことですかっ？　ぼくは全部自白しましたよ、他は何も悪さしてませんよ」


    「証しよう拠こ隠いん滅めつのために放火したのでしょう、リトルレディがそう推理したのですわよ？　うそを言う悪い舌はこの舌ですかしら？　そーらぐりぐり」


    「いひゃいいひゃいいひゃい！　靴くつのかかとでベロを踏まないでくだひゃいっ、ほんとでひゅっ！」


    「正直に白状するのです、どんな時限発火装置を使ったんですの？」


    「放火って、それはぼくじゃないです～！　ぼくは女子高生の明るく楽しく屈託のないハッピーキャピキャピライフを観察するのが好きなんです、そういうドロドロ系イベントは好きじゃないし、自分で盗撮ができなくなるようなことするわけないじゃないですか！」


    「シャーリー先生。この盗撮犯、言ってることはムチャクチャだけど、理屈は通ってますよ。こいつはカメラが外されたことを知らなかったんだから、証拠隠滅する必要もないし、つまり放火する理由もないはずです」


    　俺はシャーリー先生に言った。盗撮したのは間違いないので、そこは腹が立つけれども、しかし客観的に見ると、『盗撮犯』なのに放火する理由とメリットがない。目の前にいるこの男に全部押しつけて事件解決すればサッパリするが、それだと別にいるはずの放火犯を見逃してしまう。バグチェックの基本は、一個見つけたからって気をゆるめちゃいけないのだ。


    　チーター耳の影かげ月つきが、ムッとした顔で俺に反論した。


    「わたしのコスチューム・プレイは完璧だぞ！　新あらたはわたしの推理が間違ってると言うのか、ウガー！」


    「いや、コスチューム・プレイの有用性は認める。推理も途中までは合ってたし、残りの部分はたぶん布が足りなかったせいじゃないか」


    「はっ！　そうかもしれない、短パンホームズコスのせいで、文字どおり推理が尻切れトンボになったのだ！　だとすると、放火犯は別にいるということだな？　なら動機は？　理由は？」


    　影月は次々にまくしたてるが、聞きたいのは俺のほうである。


    　五分ほどして、パトカーが三台、縦に並んでやってきた。ドアがバタンと開くと、屈くつ強きような制服警官が十人近くぞろぞろと出てくる。盗撮犯はその威圧感におされ、真っ青になっていた。


    「こんばんは。こちらの方が通報のあった？」


    　警官はシャーリー先生にたずねた。シャーリー先生がうなずくと、青ざめている盗撮犯のほうに目を向けて、


    「そうですかあ～。ちょっと署のほうで事情を聞かせていただけますかね～？」


    　言葉づかいは丁てい寧ねいなのに、顔が笑ってない。さすが本職の警官は、迫力がちがう。


    　俺たちの目の前で、盗撮犯は二人の警官に挟まれるようにして手錠をかけられ、パトカーの後部座席に押しこまれた。その時ふと、


    「まさかあのカメラが見つかってたなんて……完璧に仕込んだはずだったのに」


    　と、悔くやしそうに舌打ちして、そうつぶやいた。だから俺は、


    「盗撮カメラは完璧に隠しても、そこから出る違法電波は隠せない。するとどこかにバグが出てくるから、必ず最後には見つかるってことだ」


    　二度と盗撮なんかしないよう、しっかりと釘をさすつもりでそう言った。しかし盗撮犯はまだ観念しきれないようすで、首を横に振っている。


    「だが……まさか、たかが高校生なんかに……」


    「高校生でも、俺たちはみんな、それぞれの道の専門家の卵だ。わかったら二度とこの学校に手を出そうだなんて思うなよ、何度でもデバッグしてやるからな」


    「そのとおりだ、つまり俺の未来の義父はこう言ってるんだ。今度やったらテメーのケツで鉛筆けずるからそう思え、ってな！」


    「ちがう、狩かり谷や。全部ちがう」


    　盗撮犯は、まだ恨めしそうに何かブツブツ言っている。その横にひときわ大柄な警官がどっかと座りこみ、後部座席のドアを閉めながら低い声で言った。


    「そろそろ行きましょうかね？　残りの愚痴は、署でたっぷりお聞きしますからね～」


    　うん、やっぱり怖い。俺はぜったい悪いことはしないようにしよう。


    「では、ご協力ありがとうございました。また後日、表彰など連絡が行きますので」


    　若い警官がドラマみたいに敬礼した。パトカーが来たときと同じように縦に並んで、ぶじ正門の方へ去っていくのを見送った直後、ホッとすると同時に疲れがドッと押し寄せてきた。


    「ふう……終わった……」


    　俺は思わず、大きく息を吐きながら、その場にへたりこんだのだった。

  


  
    ８章　最後の謎が解けるとき……放火犯は誰？


    



    　パトカーを見送ったあと、俺たちは中央講義室に戻った。


    　疲れ果ててはいたけれど、盗撮犯が捕まったから、よかったよかったじゃあ解散、とは誰もなっていない。むしろ盗撮よりも大事件の放火事件は未解決のままだし、それに盗撮犯が放火したものだとばかり思っていたからそっちを解決すればまとめて解決すると期待していたので、突然手掛かりの糸が切れてしまった気分だった。


    「盗撮犯を捕まえて白状させればいいと思っていましたが、放火犯が別となるとそういうわけにはいかないようですね。困りましたわ……」


    　シャーリー先生は、頭を抱かかえている。何かのトリックであることは間違いない。そのトリックのバグを見つけなければ、事件は解決しない。バグはどこにある？


    「とりあえず犯人の残した遺留品は『青と透明のセロハンの薄膜』と『葉っぱのかけら』。それが『ロッカーの中にありえないバグ』で、それまで燃えていなかったロッカーが燃えた原因だ、ってことだよな……」


    　俺は、じーっとその葉っぱのかけらを見る。トゲトゲとした葉っぱ。なのに、ボロボロしたかけらになっている。燃えたせいかと思ったけど、小学校とかの秋の遠足で山登りをしたとき、落ち葉は結構いつまでも落ち葉の形のままだった。硬くてツルツルした落ち葉が層になっているので、何人もすべって危なかったものだ。


    　葉っぱはそう簡単にはボロボロにならない。いや、ボロボロになっている葉っぱを見たことがあるぞ、最近。そう、あれは……。


    「「腐葉土じゃないか？」」


    　俺と狩かり谷やが、ほぼ同時に口を開いて顔を見合わせた。そう、なぜなら俺と狩谷が二人でいるときに、春はる山やまに腐葉土の話を教えてもらったのだから。


    　あのとき、花壇の腐葉土はあたたかかった。微生物が腐葉土を発酵させて、その熱であたたかくなると春山は言っていた。


    　俺と同じ「ほころび」に安あ心じ院むもいち早く気づいたようだった。


    「微生物は発酵するときに熱をだします。だから、ぬか床はあたたかいんです。腐葉土も、微生物が葉っぱを発酵させて分解してるってことは、発酵熱が出るはずです。ぬか床と同じように、水分があってかき混ぜて酸素をよく混ぜこむと発酵する……」


    「しかも発生した熱は腐葉土にたっぷりふくまれた空気のせいで外に逃げない、熱が内部にこもって高温になり自然発火した。そしてロッカーの中には、火がつきやすそうなレースや布。腐葉土が発火するほどうまく腐葉土を発酵させられるのは、誰だ……？」


    　俺は思いだす。あの火事の前の日、俺たちが被服実習室でお菓子を山分けにしていた日……安あ心じ院むは、ウエディングドレスをロッカー室から持ち出して俺に見せてくれた。俺は安心院の前から逃げだしてしまったが、あの時廊下で春はる山やまに遭そう遇ぐうした。園芸科の春山が家政科の廊下にいた、それはありえない間違い探し、大きなバグだ。


    　あのとき、家政科棟に他に誰も残ってなかったことは、火ひ村むらが確認してる。そしてあの後、俺たちはロッカー室や家政科棟のカギを閉めた。


    　つまり安心院のロッカーに時限発火装置を仕込めるとしたら、それは安心院がウエディングドレスを出していた間だけだ。その間にロッカー室に近づけた人間は、俺が知るかぎりでは、春山だけだ。


    　そして、春山は園芸科の生徒で、腐葉土もかんたんに手に入る。というか、あの日まさに春山は、花壇の土に腐葉土を混ぜる作業をしていた。


    　つまり、腐葉土をロッカーに仕込んだのは春山ではないだろうか。ロッカーの下のほうは靴くつを置くための棚があるので、その下に入れたんだろう。安心院が俺に見せた後でウエディングドレスを片づけに行ったが、ドレスはかさがあるからロッカーの下のほうは死角になって、棚の下に腐葉土が置いてあっても気づかなかったんだろう。


    　俺が家政科室の廊下で春山に会った時、仮にあれがロッカー室に腐葉土を入れた帰りだったとすれば、春山があんなに動揺していたのも、下校途中のはずなのにカバンを持っていなかったり説明がしっちゃかめっちゃかだったのも、納得がいく。俺に目撃されてしまったから、焦あせってたってことだ。


    　そして安心院がドレスを片づけてロッカー室のカギをしめ、みんなが帰った夜中に、腐葉土の発酵熱は最高潮に達し、棚の隙間からたれたレースに触れて引火し、大量の薄い布が一気に燃えたことで爆発的な燃焼が起こり、ロッカーが爆発したんだろう。


    「セロハンは包ほう材ざいにあるわよね。それで腐葉土を包んでたんじゃない？　ビニール袋だと黒く溶けたかたまりが残るから証拠が残るけど、セロハンなら、今回は途中で爆発して火が消えたからカケラが燃え残ったけれど、もし全部燃えてればコットンの布と似たような灰しか残らないもの」


    　火村が言った。安心院は信じられないように、首を横に振る。


    「でも、春山さんには理由がありません。いつも花をくれて、本当に人にも花にも優しくて親切な人なのに、きっとこれには何か理由が……もっとほかの『ほころび』があると思うんです」


    　それは俺も同感だ。春山の花は姉を幸せな笑顔にしてくれたし、悪い奴じゃないと思う。何か、俺たちが気づいてないバグがまだどこかに残ってる。


    「そうよねえ、あたしもよく花もらってるし、先生もよね？」


    「……だから、そいつは都市伝説か何かなのか？　俺はその春山って奴にちっとも遭遇してないんだが」


    「花壇の腐葉土の話のときに会っただろ」


    「顔見てないし花もらってないし。おたくらは図書館の外で花の手入れしてる娘こだって言うけど、俺は補習クラスに毎日行ってて、一度も会ったことがないんだって」


    　狩かり谷やは必死に訴えている。みんなが「まっさかー」みたいな目で見ているせいだろう。でも、たしかに春はる山やまはあの腐葉土のとき、ずっと後ろを向いてた。俺はずっと春山の後頭部としゃべっていた。


    　たしかに狩谷が言うとおり、春山は狩谷と顔を合わせてない。だから狩谷が春山を知らないとか、会ってないとか、何ももらってないとか、それもきっと本当のはずだ。


    　日常生活においてはモテモテで、プレゼント攻撃に遭ってる狩谷が、どうして何ももらってないんだ……？


    「人の心は、その人にしかわからないですわ」


    　ふと、シャーリー先生が言った。すごく優しくて穏やかな表情をしていて、ひょっとして、先生はもう「バグ」を見つけたんだろうか、と思った。


    「むしろ、その人にだってわからないことすらありますわ。他人があれこれ考えていても正解は出ません。直接、ミズ春山に聞きにいってはどうでしょうか？」


    「直接？」


    　俺はためらった。直接「おまえが放火したのか」ってのは聞きにくいし、春山はおとなしいから全員で行くと圧迫感があって、怖がらせてしまう気がする。


    「千せん石ごくが行ったらいいんじゃないか」


    　狩谷が言った。


    「なんで俺？」


    「理路整然としてるし、春山と一番仲がいいだろ」


    「それはそうかも、春山さん千石くんと一番話しやすそうよね、あたしたちよりも」


    「わたしもそう思います、千石くんは優しいから話しやすいと思います。大人数で行って緊張させてしまうとお気の毒ですし、お願いできますか……？」


    「わたしも新あらたが行くのがいいと思うぞ。新は紳士だからな」


    「あらまあ、これほど人望があるのでは断れませんね、ミスター千石」


    　シャーリー先生が楽しげに笑った。こいつらの性格からして、面倒を俺に押しつけるってタイプではないから、ほんとに俺のことを評価してくれてるってことなんだろうか。みんなが言うほど俺は優しいとは思えないし、コミュニケーション能力は０か１かしかないし、すごくつきあいにくいと思うんだが。


    　でも、まあ期待されているようなので、しかたなく俺は春山と話をすることにした。


    



    　次の日。


    　俺は、いつもどおり補習クラスに向かった。


    　春はる山やまは、いつもどおり花壇の手入れをしていた。


    「春山、ちょっと話があるんだけど、いいかな」


    　俺が声をかけると、春山はビクッとした顔を上げた。それから、覚悟を決めたように目を伏せた。


    「……安あ心じ院むさんのロッカーの火事。わたしのせいだ、ってわかったんですね」


    「どうしてわかった？」


    　心を先読みされて、びっくりしてしまった。春山はうつむいて、


    「だって千せん石ごくくんが、すごく苦しそうな声で話しかけてきたので……。千石くんは優しいから、ああ、わたしにとってつらいことをこれから伝えようとしてるんだな、ってわかったんです」


    「たしかに、こういうことを問い詰めるってのはあまり気分のいいもんじゃない。だから、手っ取り早く理由を教えてほしい。バグの理由さえわかればスッキリするんだ」


    　すると、春山は一度心を落ちつかせるように深呼吸した。花壇の花たちが、見守るように風にそよいでいる。


    　そして、春山は花びらのように薄い唇くちびるを開いた。


    「わたし……狩かり谷やくんにずっとあこがれてたんです」


    「えっ？」


    　いきなり意外な話を切りだされて、思わず声を出してしまった。春山が、狩谷に？　狩谷はイケメンだから驚くことじゃないが、だって狩谷が好きなら、どうして狩谷にだけ一度も花をやらなかったんだ？


    「それ、ほんとに？」


    「ほんとです。図書館の花壇の花、みんな生はえているのが当たり前に通りすぎていくのに、狩谷くんだけはいつも『きれいな花だな』って花に話しかけてくれていて……」


    　そういえば狩谷は、二次元嫁に押し花をプレゼントするのどうのって言ってたっけ。俺は春山にアマリリスをもらったから姉にやったが、自分から「花をプレゼントしよう」なんて考えには至らない。たぶん狩谷自身も花が好きだから、そういう発想になるんだろう。だから、自分だけ花をもらってないってわかったときにふてくされてたんだな。


    「それなら、狩谷にも花をやればよかったのに。あいつだけ何ももらってないって」


    「意識しすぎて渡せなかったんです、むしろ狩谷くんを見たら意識しすぎていつも図書館の裏に隠れていたんです」


    　それで、狩谷が春山の顔を知らないと言っていた謎なぞが解けた。春山が逃げていた、っていうことか。


    「そのうち補習クラスに安心院さんと火ひ村むらさんが加わって、二人ともすごくかわいくて、その時点でこれはだめかなってあきらめてたし」


    　狩谷は三次元の女子には興味がないから、それは杞き憂ゆうかもしれない。しかし、それは同時に春はる山やまのことにも興味を持たないってことだから、どっちにしても春山にはあきらめる道しかないのかもしれない。いい娘こなのに、ちょっと気の毒だ。


    「でも、心のどこかではもしかしたらって期待もあったんです。安あ心じ院むさんが狩かり谷やくんにラブレターを渡すまでは」


    「えっ？　いや、あのときのラブレターは……」


    　あれはほかの女子から渡されただけだから、春山の勘違いである。


    『ひょっとすると、それで安心院への腹いせに放火した……のか？』


    　いや、決めつけちゃいけない。何かわけがあるなら、調べないと。バグは徹底的に調べてつぶさなくちゃ本当の解決は見えてこないのだ。


    「安心院さんが狩谷くんを好きなら、わたしなんてとてもかなわないし、安心院さんも数少ない友達の一人だから、もともとあきらめていたけれども、すっぱり自分の中でけじめをつけたかったんです。それで、ブライダルベールの花でフラワーアレンジメントを作ったんです」


    「ブライダルベール？　結婚式のベール、って意味の花？」


    「白い花のツユクサです。花言葉は『幸せを願ってます』。フラワーアレンジメントでは保水用にピートモスっていう、沼地に堆たい積せきして泥炭化したコケを使うんです。それを入れて、ブライダルベールを植えてセロハンで包んで……以前、安心院さんに花嫁さんの幸せのおまじない『サムシングブルー』を教えてもらったので、それでセロハンを重ねて、プレゼントしようと思って家政科棟に持ってきたんです」


    　それで燃えカスに青いセロハンが混じってたんだな。確かに、理屈が通っている。


    「でも直接顔を合わせて渡す勇気もなくて、うろうろしていたら安心院さんがロッカーからドレスを持って出てくるのが見えて……それで、ロッカーに入れておいたんです。でも家に帰ってから、わたし動揺していたから、ひょっとして腐葉土を入れてしまったかも、って。そうしたら安心院さんのロッカーが火事になって……」


    「腐葉土の発酵熱で燃えたって、気づいたってことか」


    　俺がたずねると、春山はうなずいた。


    「たとえ少量の堆たい肥ひでも条件によっては自然発火の危険があるので、管理には注意するよう授業で習っていたのに……。すぐに謝りたかったんです。だけど、言えなくて……」


    「まあ原因はうっかりミスでも、火事を出したっていうのはおおごとだから言いにくいよな」


    「それもありますけど、わたしが狩谷くんのことを好きだっただけに、安心院さんへの嫌がらせに放火したんじゃないかと思われたら……安心院さんは数少ない友達なのに、嫌われちゃったらどうしようって怖くて……」


    　そこまで一気に話すと、春山はこらえかねたようにぽろぽろと泣きだした。泣かれると困る、どうしよう。


    「安心院はそんな勘違いしないさ、わかってくれるよ」


    　取りあえず、口下べ手たながらも、俺は必死に春はる山やまをなぐさめようとした。


    「でも……」


    「俺が言うんだから間違いない。安あ心じ院むは、ほんのちょっぴりの糸のほころびでも見逃さないんだ。春山がうそをつくような奴じゃないってことぐらい、お見通しだって」


    　俺は心からほんとにそう思う。俺のことも、安心院は結構見ててくれて。


    　でも、こんなので伝わったかな……と、伝達能力ゼロの俺はすごく不安だったのだが、春山はそのとき、ものすごく晴れ晴れとした笑顔で俺を見上げた。


    「……ありがとう。千せん石ごくくんの言葉を信じて、わたし、勇気を出します」


    　春山が育てているどの花よりもきれいな、大輪の花みたいな笑顔だ、と柄にもなく俺は思ってしまったのだった。


    



    　というわけで、俺は春山を連れて図書館の最上階、補習クラスへと向かった。なぜなら、先に補習クラスに来ていたみんなが、俺と春山のやりとりをエレベーターホールの吹き抜け越しに、心配そう～に眺めているのに気づいていたからだ。


    　俺があらましを話すと、みんなホッとしたような脱力したような、ゆるい空気がただよった。逆に言うと、それまでみんなは春山以上に緊張していたんだろう。


    「なーるほど。そういうことだったのね」


    「謎なぞ解きしてみれば、わりと単純でしたね」


    　火ひ村むらと安心院が顔を見合わせ、ほっこりと笑った。


    「ほんとにごめんなさいっ！　大事なドレスを燃やしちゃって、それに黙っていて……」


    　春山が頭を下げた。安心院が首を横に振る。


    「いいんです、あんな大ごとになっちゃったら、わたしでも言い出すの怖くなります。ドレスはまた作ればいいし、それにわたしたち友達じゃないですか」


    「理事長にはわたしから報告しておきますので、春山さんは何も心配することはありませんよ」


    　と、シャーリー先生が優しく言った。胸も大きいが心も広い。


    「そのとおりだ。おまえが聖せい歌かのドレスを燃やしたおかげで、わたしはかわいい服を作ってもらえたしな」


    　乱暴なことを言ってるのは影かげ月つきだ。そのかわいいホームズ服はずいぶんお気に入りのようで、今日も制服の上から引っかけて着ている。服飾コンテストまでに破ったり汚したりするんじゃないか、と心配だ。


    　ちなみに影月がどうしてここにいるのかというと、正体がばれたからには俺たちといっしょに補習授業を受けたほうがシャーリー先生の負担も少ないし、そのうちどこかの専門科に正式に入科するときに年上の同級生たちとうまくやっていくための予行演習になるだろうからだ。


    　ところで、今回の放火（というか失火）事件の原因、というと気の毒ではあるが、実質的にきっかけとなった狩かり谷やはというと、春はる山やまをじっと見つめて、頭を下げた。


    「気づかなくって、悪かったな」


    　自分は何も悪くないのに、春山の気持ちをくんで頭を下げる狩谷の男前っぷりがまぶしい。俺は今まで友達がいなかったけれど、こいつとは友達になりたい、っていうかもう友達かもしれないが、それなら親友になりたい、と思った。狩谷的には俺の義理の息子になりたいみたいだが……まあそんなふうに基本変人ではあるが、でも狩谷は男前だと思う。


    「か、狩谷くんは悪くありません、わたしの勝手な片思いでご迷惑をおかけしてしまってほんとにすみません！」


    　春山は恐縮しまくって、ペコペコ頭を下げた。それを見ていた影かげ月つきが、眉まゆをひそめて狩谷の横腹をひじで何度もつっついた。


    「こら一いち狼ろうよ、淑しゆく女じよがここまで思ってくれているのだぞ。紳士ならば思いを受け止め、つきあってやるべきではないのか？」


    「俺は二次元紳士だからな。春山がどうこうじゃなくて、三次元は守備範囲外なんだ」


    「えっ」


    　春山の目が点になる。同じ断られるにしても、まさかこういう断られ方だとは思ってもいなかったのだろう。もちろん俺も、思ってもいなかった。


    「そ、そうですか。わかりました、あきらめます」


    「ちょっとちょっと！　そんなんでいいのっ、春山さんっ？　アニメや漫画の女の子に負けないようにがんばりますからっ、とか食い下がらなくっていいの？　撤退早くない？」


    　火ひ村むらが自分のことのように焦あせっている。つくづくおせっかいな性格なんだろう。しかし春山は、実にさわやかにほほえんで答えた。


    「だって二次元の女の子とは次元がちがいますから、安あ心じ院むさん以上に叶かなう可能性ゼロですし……思いを伝えられて、狩谷くんがわたしなんかの思いを聞いてくれて答えてくれて、それだけですごく幸せですし……」


    「そんなささやかな幸せで満足していいのか、女子高生！」


    　影月もいっしょになって、納得いかない様子でつめよったが、


    「はい」


    　と、春山はさっぱりした笑顔で答えた。それから、春山は俺に視線を向けると、少し頰ほおを赤く染めて、言った。


    「でも、わたしが自分の気持ちの整理をつけられたのは、千せん石ごくくんのおかげなんです。千石くんが見つけてくれなかったら、わたしきっとずっと言い出す勇気を出せないままでした。モヤモヤしたまま、安心院さんたちと顔を合わせるのもつらくて、ずっとつらい気持ちのまま大事な友達を避け続けるところでした。わたしの中のいくじなしの『虫食い』を見つけてくれて、わたしをきちんと見ていてくれて……ありがとうございます」


    　春はる山やまは俺の手をぎゅっと握った。い、いや、俺はそんな立派なことはしてないはずだが、ががが。


    「そうです。千せん石ごくくんに『見つけられないバグはない』んですもんね」


    　安あ心じ院むが、自分のことのように誇らしげにそう言った。安心院にそんなにストレートにほめられて、俺の頭のほうがバグりそうだった。


    



    　さて。


    　補習クラスに入ってすぐに事件事件で、俺は相変わらずＲの発音ができないままである。そういうわけで、俺は相変わらず補習クラスに通っている。


    　その日も補習クラスに行こうと工学科棟を出たら、建物の前で安心院が、教科書をブックバンドで縛ったものを胸に抱いて待っていた。隣には火ひ村むらと影かげ月つきもいた。


    「あれっ……こんなところで何やってんだ？　補習クラス、行かないのか？」


    「行きますけど……せっかくだから、千石くんといっしょに行こうって、待ってたんです」


    「日本の風習はよくわからんな。待ち合わせなどしなくても、図書館はすぐそこではないか。迷子になる要素とか、まったくないと思うのだが」


    「だってせっかく男子がいるんだもん、『ごめん待った？』『ううん、今来たとこ』とか、どんな感じか一度試してみたいじゃん？」


    　火村は、ちょっとその暴走する異性交遊への好奇心をおさえる努力をするべきだと思う。しかも待ち合わせが一対一じゃない時点で、これってただの集団登校じゃないのか？　などと考えていたら、ぱたぱたぱた、と駆けてくる足音が聞こえた。


    「すみませんっ、先生のお[image: ]しかりが予想外に長くてっ」


    　教官室のほうから走ってきたのは、春山だった。なぜか春山も教科書を小脇に抱かかえている。


    「春山？　それ、教科書を持ってるのって、ひょっとして……？」


    「はい！　わたしも、今日から補習クラスにごいっしょすることになりました。腐葉土の管理を間違えて、自然発火から山火事にまでなってしまう例もあるから、きちんと勉強しないと危なくて花壇を任せられないと先生に[image: ]られてしまいまして……」


    「春山の腐葉土の混ぜ方が完璧だったから、火を吹くほど上手に発酵が進んだって側面もあると思うが」


    　と、俺はフォローしたのだが、影月が腕組みをして厳しく言った。


    「だからこそ危ないのではないか。中途半端が一番危ない」


    「おい影月、春山は十分反省してるんだから、あんまりたたみかけるなよ」


    「つーん」


    　影月は小生意気にそっぽを向く。人の上に立つ人間ってのは、失敗した人間は徹底的に処罰するって感覚なんだろうな……と思った矢先、春山がおどおどと口を開いた。


    「そういえば、影かげ月つきさん。ロッカー室が焦こげて全面改装になったそうなので弁償しますって言ったのですが、理事長の『失敗を気にしていては新しいものを作ることはできない』のひと言でおとがめなしになったと先生に言われたのですが……理事長はもっと厳しい人だと聞いていたのですが……あの、ひょっとして、影月さんが理事長に何か？」


    　その瞬間、ツンツンとクール気取ってかっこつけてた影月の頭のてっぺんが、ぼんっと火を吹いた。


    「べべべべべべっ別にわたしはななななななななっ何も言ってないんだからなー！」


    「はい、言ってません言ってません♪」


    「困ったような笑顔でちっちゃい子をたしなめるように言うなっ、聖せい歌かのアホー！」


    　手足をじたばたして怒っている影月を、安あ心じ院むが「はいはいいい子いい子」とナデナデしていた。うん、影月はけっこういい子だと俺も思うぞ。


    　火ひ村むらが、スマホの時計を見て「げっ」と言った。


    「どがちーんっ、みんなしていちびってるから時間過ぎかけじゃない！　全員そろったからとっとと行こっ！」


    「大変！　シャーリー先生と狩かり谷やくん、遅れたら絶対怒りますよね」


    「イギリスでは『何時に待ち合わせ』というと、日本みたいに五分前十分前ではなく、ほんとその時間きっかりに行かないと、『時間きっかりに来たはずの相手に待たせてゴメンと思わせる非礼をはたらいた、紳士にあるまじき行為』だと怒られるからな。それほど時間に厳しいイギリス人を待たせたお詫びとして聖せい歌か、被服実習室で見たドレスがちょーかわいかったのだが、今度同じものを作ってくれないか。サイズちっちゃめで」


    「どうしておまえがお詫びに便乗してくるんだ、ちゃっかりさんか」


    「では千せん石ごくくん、ご迷惑おかけするかもしれませんが今日からよろしくお願いします」


    　あれやこれや話しながら、俺たちはやっと出発する。うん、完全に集団登校だコレ。


    　そして背後からは、工学科の男子どもの阿あ鼻び叫きよう喚かんが聞こえた。


    「なんで千石を女子が四人で仲良くお出迎えだっ？　しかも全員かわいいとかどうなっているんだ！」


    「補習クラスだからか？　くそうらやましい！」


    「関係ないが、あいつって、お姉ちゃんもすごい美人なんだぞ！　天は二物を与えすぎだろ！」


    　やれやれ、あらぬ恨みを買うと困るので、この集団登校はやめてほしいものだ。


    　とはいえ、補習クラスに入ってからは毎日が楽しいのも事実だ。工学科の男子だけでは得られない新しい知識や新しい世界に出会える。それはきっとロボットづくりにも役立つはずなのだ。


    　俺は今までクラスの奴らの名前も、自分に関係ないといって覚えてこなかった。まわりにいる人間のことを見ようともしていなかった。自省してみると、俺がロボットを作らねば、という思いで頭の中がいっぱいいっぱいで、まわりを見る余裕がなかったのだと思う。


    　だけど人の心がわからない、一人よがりの性格では、誰もが扱えるようなロボットのインターフェースなんか作れっこない。そんな俺に、強烈なインパクトで目を向けなくてはいられないようにしてくれたのが、補習クラスの面々なのだ。俺はもっともっと、こいつらに教えてもらわなきゃならないことがある、と思う。


    



    　そんなこんなで俺たちは図書館へと急いで、火ひ村むらと影かげ月つきは「遅刻遅刻ー！」「急ぐのだー！」と半分走りながら春はる山やまをぐいぐい引っぱっていった。基本的に二人とも、押していくタイプのおせっかいだから、引っ込み思案の春山にはちょうどいい刺激かもしれない。


    　俺は、急がなきゃとは思っていたんだが、さっきみたいにほかの男子にあれこれ言われると恥ずかしいって気持ちもあって、急いでいる集団から少しばかり遅れぎみに歩いていた。少しばかり、どころかのんびりしていたら、だいぶ遅れた。いくらなんでもちょっと急いだほうがいいかな、と思ったとき、俺のちょっと前を歩いていた安あ心じ院むが、ふと足を止めた。


    「どうした、安心院？」


    　火村たちはもう図書館の入り口について、さっさと中に入ってしまった。


    　授業終了後ひと気がまばらになる時間帯、図書館へとつづく並木道には俺と安心院の二人だけになる。いつもなら図書館の前に春山がいるはずだが、その春山はエレベーターで火村たちといっしょにもう十階に上がってしまっているようだ。


    「わたしも、千せん石ごくくんに自白しておくことがひとつだけあるんです」


    　安心院は、ためらうように、唐突にそんなことを言い出した。


    「自白？」


    　品行方正な安心院が、自白しないといけないような悪いことをするとは思えない。首をかしげていると、安心院は苦しそうに続けて言った。


    「春山さんが勘違いした、狩かり谷やくんへのラブレター……覚えてます？」


    「あ、うん。三次元には興味ない、ってつれないけど、自分に好意を持ってもらえるってやっぱりうれしいんじゃないかと俺なんかは思うんだけど、ちがうもんなのかなあ」


    「わたしは、好意を持ってもらえたらとってもうれしいですよ。それが好きな男の子だったら、なおさらです」


    「そ、そうなんだ」


    　安心院の言葉が、すごく胸に引っかかった。気になる言いかただ。まるで安心院が、今好きな男子がいるかのような……。でも、誰が好きかなんて俺には関係ないだろうし、聞けないし……。


    「あ、そういえば自白って何のこと？」


    　話をそらそう、と思って俺は話をもとに戻した。すると、安心院はブックバンドで結んだ教科書の束の中から、手紙を三通取り出して、俺に渡した。


    「あのラブレター……じつは、まだあったんです」


    「え……何、これ？　狩かり谷やに渡し忘れたってことか？」


    「いえ、あの……」


    　安あ心じ院むはものすごく迷って、それから、思いっきり頭を下げて謝った。


    「ごめんなさいっ！　それ、千せん石ごくくんのぶんです！」


    「何ーっ！　おっ、俺のっ？」


    　まさか、ありえない。物好きもいたもんだ。アイドルグループでも、そういう物好きの需要のために一人か二人、三枚目を交ぜるとか聞いたことがあるが……。


    「なんだか、渡したくなくて……でもやっぱり、頼まれたのに渡さないと泥棒と同じだし……渡してちょうだいって頼んでくれた人たちの気持ちを裏切っちゃいけないし……。渡すの遅れて、ほんとにごめんなさい！」


    　安心院は、指先がつま先にくっつくほど深々と謝った。


    　俺は呆ぼう然ぜんとしていた。俺なんかが三人もの見知らぬ女子からラブレターをもらった、というそのことではない。


    　安心院が俺にほかの女の子からのラブレターを渡したくなかった……ということに、俺は呆然としていた。

  


  [image: ]


  
    　それは、なぜなんだ？　いつでも他人に頼まれたら断れない安あ心じ院むが、どうして？


    　新しい謎なぞが俺の前に立ちはだかった。安心院といっしょにいると、わからないことばかり起こる。完璧だったはずの俺のプログラムが、バグだらけになる。


    「そっ、そろそろ行きましょうか。補習クラス……完全に遅刻しちゃってますから！」


    　安心院はあわてて走りだした。安心院の背中が遠くなる。


    　俺はバグって動けない。俺の中にどんどん大きくなるバグをデバッグする答えは、安心院の中にある。


    「なんか……ものすごく手ごわいバグに出会ってしまったみたいだな、俺」


    　このバグと向き合ってデバッグする勇気が、俺にはあるだろうか？


    　安心院の背中は遠かったが、図書館に入るまえに、一度気になるように俺のほうを振りかえり、早くと呼ぶように手を振った。


    　……そうだ。バグを恐れていたらデバッガーなんてやってられない。むしろ、バグの海に飛びこむぐらいの心意気で行ってみよう。そう、人は誰も青春という名のバグに挑むデバッガーなのかもしれない、なんてわけのわからないことを言ってる俺の頭は、やっぱり相当バグっているようだ。


    　俺は、図書館に向かって駆けだした。夕方が近づいて太陽は黄金に染まり、空と図書館と俺たちの時間を、優しく包みこんでいた。

  


  
    　あとがき


    



    　お久しぶりです、夏なつ緑みどりです。またガガガ文庫の読者の皆様にお会いできてとてもうれしいです。新作はいかがでしたか？　楽しく読んでいただけていたら光栄です。


    　今回の舞台は補習クラスです。私も何度か補習を食らったことがありますが、よぶんに勉強しないといけないのは面倒くさいけれど、放課後でも教室を使っていいっていうのがちょっと特別っぽい感じもあって、結構ワクワクしました。


    　自分の専門では永遠に顔を合わせることのない、自分の知らない世界を知っている人と知り合えるのもよかったです。隣の席にものすごくコンピュータに詳しい人がいて、ちょっと待ち時間があったとき学校のコンピュータでぱぱっと一分ぐらいでブロックゲームをプログラムして「これ遊んでいいよ」って言われて、なんかちがう世界の人だなあすごいなあと思いました。


    　今回、イラストをいわさきたかし先生にお願いしました。生き生きとした群像がとてもかわいくて、仲間に交じりたくなります。どうもありがとうございました。


    　では本作が読者の皆様に、夕方近くの金色に染まる放課後の、まったりとしたざわめきと、退屈で満ち足りたゆったりとした時間のかけらを、おとどけできますように。


    



    
      二〇一四年十二月　夏緑＠ちなみに補習を食らった原因は十九点を取ったせい

    


    


  


  
    夏　緑


    Midori Natsu


    



    代表作は「女子モテな妹と受難な俺」（ガガガ文庫）、「ソード・ドラゴン・ソード」（ＨＪ文庫）、「ぼくのかわいい病原体」（中外医学社）など。漫画原作「獣医ドリトル」（小学館）はＴＶドラマ化・ＤＶＤ化された。
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